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は
じ
め
に

戦
前
、
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
朝
鮮
か
ら
は
、
多
く
の
人
び
と

が
職
を
求
め
て
日
本
に
渡
航
し
た
。
彼
ら
は
、
民
族
的
差
別
に
苦
し

み
な
が
ら
労
働
に
従
事
し
、
日
本
で
生
活
し
た
。
そ
の
数
は
第
一
次

世
界
大
戦
を
契
機
に
日
本
資
本
主
義
が
飛
躍
的
に
発
展
す
る
と
共
に

急
増
し
た
。
各
企
業
が
低
賃
金
で
働
く
朝
鮮
人
労
働
者
に
目
を
つ
け
、

彼
ら
を
積
極
的
に
採
用
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
か
で
も
大
阪
は
、
劣

悪
な
労
働
条
件
で
あ
っ
て
も
働
く
朝
鮮
人
労
働
者
を
採
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
企
業
間
競
争
に
打
ち
勝
ち
、
発
展
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
中

小
零
細
企
業
が
多
数
存
在
し
た
か
ら
、
多
く
の
朝
鮮
人
が
来
阪
し
、

定
住
し
た
。
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
末
の
在
日
朝
鮮
人
は
四
五
万

六
二
一
七
人
で
あ
る
が
、
府
県
別
に
み
る
と
大
阪
府
の
一
四
万
〇
二

七
七
人
が
最
高
で
、
次
の
東
京
府
は
三
万
九
三
一
四
人
で
あ
っ
た
。

昭
和
戦
前
期
に
お
い
て
在
日
朝
鮮
人
が
も
っ
と
も
多
く
居
住
し
た
の

は
大
阪
府
で
あ
り
、
戦
前
期
の
大
阪
に
つ
い
て
は
、
在
阪
朝
鮮
人
の

存
在
を
無
視
し
て
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
本
稿
で
は
昭
和
戦
前
期
の
大
阪
の
発
展
と
関
連
さ
せ
て
在
阪
朝

鮮
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
在
阪
朝
鮮
人
の
急
増
と
共
に
、
職
業
・
住
宅
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
在
阪
朝
鮮
人
と
日
本
人
の
間
で
競
合
・
対
立
が

生
じ
、「
在
阪
朝
鮮
人
問
題
」
が
世
間
の
耳
目
を
ひ
い
た
。
大
阪
市

（
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や
大
阪
府
な
ど
地
方
自
治
体
も
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
、
早
く
か
ら
在

阪
朝
鮮
人
に
か
か
わ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行
な
っ
て

い
る
。
大
阪
市
調
査
の
主
な
も
の
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ

る
。・

大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
朝
鮮
人
労
働
者
問
題
』（『
労
働
調
査

報
告
』
第
二
八
輯
、
大
正
一
三
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
バ
ラ
ッ
ク
居
住
朝
鮮
人
の
労
働
と
生

活
』（『
社
会
部
報
告
』
第
五
一
号
、
昭
和
二
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
鶴
橋
中
本
方
面
に
於
け
る
居
住
者
の

生
活
状
況
』（『
社
会
部
報
告
』
第
八
四
号
、
昭
和
三
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
本
市
に
於
け
る
朝
鮮
人
の
生
活
概

況
』（『
社
会
部
報
告
』
第
八
五
号
、
昭
和
四
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
谷
町
方
面
に
於
け
る
居
住
者
の
生
活

状
況
』（『
社
会
部
報
告
』
第
九
五
号
、
昭
和
四
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
労
働
手
帳
に
就
い
て
』（『
社
会
部
報

告
』
第
一
一
六
号
、
昭
和
五
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
本
市
に
於
け
る
朝
鮮
人
住
宅
問
題
』

（『
社
会
部
報
告
』
第
一
二
〇
号
、
昭
和
五
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
な
ぜ
朝
鮮
人
は
渡
来
す
る
か
』（『
社

会
部
報
告
』
第
一
二
三
号
、
昭
和
五
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
本
市
に
於
け
る
朝
鮮
人
工
場
労
働

者
』（『
社
会
部
報
告
』
第
一
三
一
号
、
昭
和
六
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
『
本
市
に
於
け
る
朝
鮮
人
の
生
計
』

（『
社
会
部
報
告
』
第
一
四
三
号
、
昭
和
六
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
労
働
課
『
朝
鮮
人
労
働
者
の
近
況
』（『
社
会
部

報
告
』
第
一
七
七
号
、
昭
和
八
年
）

・
大
阪
市
社
会
部
庶
務
課
『
小
工
場
に
於
け
る
福
利
施
設
の
概

況
』（『
社
会
部
報
告
』
第
二
五
九
号
、
昭
和
一
七
年
）

こ
れ
ら
の
他
に
も
『
社
会
部
報
告
』
に
は
在
阪
朝
鮮
人
と
の
か
か

わ
り
の
あ
る
調
査
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
昭
和
戦
前
期
の
在
阪
朝
鮮
人

を
研
究
す
る
上
で
の
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。

大
阪
府
も
、
大
正
期
に
大
阪
府
社
会
課
内
に
お
か
れ
た
大
阪
職
業

輔
導
会
が
職
業
問
題
研
究
小
冊
子
の
一
つ
と
し
て
、
大
阪
職
業
輔
導

会
『
大
阪
府
在
住
朝
鮮
人
生
活
調
査
』（
大
正
一
三
年
）
を
刊
行
し
て

い
る
。
ま
た
、
昭
和
に
は
い
っ
て
か
ら
も
、
大
阪
府
学
務
部
社
会
課

『
在
阪
朝
鮮
人
の
生
活
状
態
』（
昭
和
九
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
こ

れ
は
大
阪
市
内
に
一
戸
を
構
え
て
居
住
す
る
朝
鮮
人
の
生
活
な
ら
び

に
生
活
状
態
を
調
査
し
た
も
の
で
、
一
万
一
八
三
五
世
帯
を
調
査
対

象
世
帯
と
し
て
お
り
、
地
域
的
な
生
活
実
態
調
査
と
し
て
は
最
大
規

模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
月
刊
誌
『
社
会
事
業
研
究
』
に
お
い
て
も
、

（
２
）
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し
ば
し
ば
在
阪
朝
鮮
人
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
府
も
調
査
・

研
究
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

当
時
の
新
聞
や
雑
誌
も
、
時
に
在
阪
朝
鮮
人
問
題
に
関
す
る
記
事

を
掲
載
し
て
い
る
。
戦
後
に
な
る
と
、
戦
前
大
阪
で
生
活
し
た
朝
鮮

人
か
ら
の
聞
き
取
り
や
、
自
ら
の
被
虐
体
験
を
書
き
残
し
た
も
の
が

多
く
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
学
の
諸
研
究
も
そ
れ
ら

に
依
拠
し
た
も
の
が
多
い
。
本
稿
も
そ
う
し
た
も
の
を
史
料
と
し
て

利
用
し
、
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
た
、
本
稿
は
昭
和
初
年
か
ら
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
こ
ろ
ま
で
を

昭
和
戦
前
期
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
日
中

戦
争
か
ら
太
平
洋
戦
争
に
突
入
す
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
在
阪
朝
鮮
人

に
つ
い
て
も
新
た
な
も
の
が
加
わ
る
。
た
と
え
ば
、
政
府
は
戦
争
の

激
化
に
よ
り
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
四
月
、
国
家
総
動
員
法
を

制
定
し
た
。
同
法
は
、
戦
争
に
必
要
な
人
的
・
物
的
資
源
を
勅
令
に

よ
っ
て
統
制
運
用
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

第
四
条
で
は
、「
政
府
ハ
戦
時
ニ
際
シ
国
家
総
動
員
上
必
要
ア
ル
ト

キ
ハ
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
帝
国
臣
民
ヲ
徴
用
シ
テ
総
動
員
業
務

ニ
従
事
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得
但
シ
兵
役
法
ノ
適
用
ヲ
妨
ゲ
ス
」
と
し

た
。
こ
の
第
四
条
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
翌
昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）

年
七
月
に
国
民
徴
用
令
が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。
同
法
令
に
よ
り
、

戦
争
中
、
不
足
し
た
人
的
資
源
を
補
う
た
め
に
、
朝
鮮
人
ら
を
戦
時

労
働
力
と
し
て
動
員
し
た
の
で
あ
り
、
強
制
連
行
が
は
じ
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
強
制
連
行
さ
れ
た
人
び
と
は
、
鉱
山
や
建
設
工
事
現
場
、

あ
る
い
は
工
場
な
ど
で
働
か
さ
れ
た
が
、
大
阪
に
も
強
制
連
行
さ
れ

た
朝
鮮
人
が
多
く
い
た
。
空
野
佳
弘
氏
に
よ
れ
ば
、「
大
阪
に
お
け

る
朝
鮮
人
強
制
連
行
者
数
は
、
十
八
カ
所
約
一
万
三
千
～
一
万
五
千

人
と
い
う
の
が
現
在
ま
で
に
ほ
ぼ
確
か
な
数
と
し
て
判
明
し
て
き
て

い
る
。
人
数
が
不
明
も
し
く
は
不
確
か
な
ほ
か
の
十
八
カ
所
も
考
慮

に
い
れ
る
と
、
少
な
く
と
も
二
万
人
を
こ
え
る
強
制
連
行
者
が
い
た

と
考
え
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
朝
鮮
人
強
制
連
行
に
つ

い
て
も
、
戦
時
下
の
在
阪
朝
鮮
人
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要

が
あ
る
が
、
そ
の
問
題
は
別
途
に
考
え
る
こ
と
と
し
、
本
稿
の
考
察

の
対
象
か
ら
除
く
こ
と
に
す
る
。
本
稿
で
は
、
国
策
に
よ
り
強
制
さ

れ
て
来
阪
し
た
の
で
は
な
く
、
だ
ま
さ
れ
た
り
、
追
わ
れ
る
よ
う
な

形
で
あ
っ
て
も
、
一
応
自
ら
の
意
志
に
よ
っ
て
来
阪
し
た
昭
和
戦
前

期
の
在
阪
朝
鮮
人
と
日
本
人
と
の
間
に
み
ら
れ
た
民
族
的
差
別
の
問

題
に
焦
点
を
あ
て
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
３
）

（
４
）
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一

大
阪
の
経
済
的
発
展

１

大
阪
の
経
済
的
発
展
と
市
域
の
拡
張

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
四
月
に
市
制
を
実
施
し
た
大
阪
市
は
、

日
清
戦
争
を
契
機
と
し
て
経
済
的
発
展
を
遂
げ
、
明
治
三
〇
（
一
八

九
七
）
年
四
月
、
東
成
・
西
成
両
郡
の
二
八
カ
村
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
市
に
編
入
し
た
。
こ
れ
が
大
阪
市
の
第
一
次
市
域
拡
張
で
あ
る
。

そ
の
後
、
日
露
戦
争
・
第
一
次
世
界
大
戦
を
経
て
飛
躍
的
発
展
を
遂

げ
た
大
阪
市
は
大
正
末
期
に
な
る
と
再
び
接
近
町
村
を
編
入
し
、
市

域
を
拡
張
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年

四
月
、
大
阪
市
は
東
成
・
西
成
両
郡
の
四
四
カ
町
村
を
市
域
に
編
入

す
る
第
二
次
市
域
拡
張
を
行
な
っ
た
。

市
域
拡
張
の
結
果
、
大
阪
市
の
人
口
は
二
一
一
万
四
八
〇
四
人
、

面
積
は
一
八
一
・
六
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
た
。
東
京
市
が

関
東
大
震
災
で
人
口
を
減
少
さ
せ
た
か
ら
で
も
あ
る
が
、
大
阪
市
は

東
京
市
の
人
口
を
凌
駕
し
、
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
に
は
世
界

第
六
位
の
大
都
市
と
な
っ
た
（
東
京
市
は
第
七
位
）。
人
び
と
は
拡
張

さ
れ
た
大
阪
市
を
誇
ら
し
く
「
大
大
阪
」
と
呼
ん
だ
が
、
す
で
に
旧

市
域
に
接
続
す
る
町
村
の
都
市
化
が
進
ん
で
お
り
、
編
入
時
に
ス
ラ

（
５
）

（
６
）

ム
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。『
十
周
年
記
念
大
阪
市
域
拡
張

史
』
は
編
入
直
前
の
接
続
町
村
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

（
前
略
）
大
阪
市
の
産
業
は
異
常
な
る
発
展
を
遂
げ
、
之
に
伴
う

て
人
口
は
激
増
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
市
の
周
囲
に
は
無
秩
序
、

無
統
制
の
ま
ゝ
発
展
し
た
接
続
町
村
が
、
犬
牙
交
錯
し
て
市
を

包
囲
し
、
以
て
大
に
外
方
へ
の
発
展
を
阻
止
せ
る
の
み
な
ら
ず

此
の
地
域
は
常
に
疾
病
、
犯
罪
、
火
災
等
の
発
源
地
と
し
て
、

市
民
の
生
活
を
脅
か
し
つ
ゝ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
此
等
の

町
村
に
於
け
る
衛
生
施
設
は
、
極
め
て
完
全
で
あ
っ
て
、
下
水

（
マ
マ
）

道
の
設
な
く
、
降
雨
一
度
到
れ
ば
、
腐
水
汚
物
を
混
じ
て
街
上

に
氾
濫
し
、
道
路
狭
隘
不
潔
に
し
て
屈
曲
多
く
、
大
都
市
郊
外

の
交
通
路
と
し
て
の
用
を
為
さ
ず
、
消
防
夫
の
手
不
足
は
、
給

水
設
備
の
不
完
備
と
相
俟
っ
て
、
火
災
等
の
場
合
に
は
、
恐
る

べ
き
災
害
と
な
り
、
其
処
此
処
の
「
ス
ラ
ム
」
街
に
は
、
不
逞

無
頼
の
徒
、
棲
托
徘
徊
し
て
奸
を
為
し
、
之
が
為
め
に
蒙
る
市

民
の
脅
威
と
不
安
は
実
に
莫
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故

に
此
等
の
地
域
を
市
に
編
入
し
て
大
整
理
を
行
ひ
、
斯
く
し
て

大
都
市
の
社
会
的
禍
根
を
掃
蕩
す
る
こ
と
は
市
の
自
衛
上
の
立

場
よ
り
し
て
も
、
極
め
て
緊
要
事
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
旧
市
域
に
接
続
す
る
町
村
の
中
に
は
、
大
阪
市
に
編
入
す

（
７
）
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る
前
か
ら
年
々
人
口
が
増
加
し
、
編
入
直
前
の
大
正
一
三
（
一
九
二

四
）
年
こ
ろ
、
過
密
状
態
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

一
三
年
の
大
阪
市
の
人
口
密
度
は
一
平
方
哩
当
た
り
六
万
二
八
三

マ
イ
ル

四
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
上
回
る
密
住
状
態
を
示
す
町
村
も
存
在

し
た
。
西
成
郡
豊
崎
町
は
も
っ
と
も
は
な
は
だ
し
く
、
一
平
方
哩
当

た
り
七
万
七
六
九
〇
人
で
あ
っ
た
。
同
郡
今
宮
町
も
一
平
方
哩
当
た

り
七
万
二
五
一
〇
人
で
あ
り
、
東
成
郡
鶴
橋
町
も
一
平
方
哩
当
た
り

七
万
〇
八
三
九
人
で
、
大
阪
市
の
密
度
以
上
に
達
し
て
い
た
。
西
成

郡
の
伝
法
町
・
鷺
洲
町
・
玉
出
町
・
粉
浜
町
・
稗
島
町
、
東
成
郡
の

天
王
寺
村
・
中
本
町
・
安
立
町
な
ど
は
、
大
阪
市
の
人
口
密
度
に
は

及
ば
な
い
が
、
い
ず
れ
も
一
平
方
哩
当
た
り
三
万
人
を
こ
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
旧
大
阪
市
域
に
接
近
す
る
町
村
に
は
、
大
小
の
工
場
が

多
数
存
在
し
、
人
口
密
度
が
高
く
、
ス
プ
ロ
ー
ル
化
が
進
ん
で
い
た

の
で
あ
っ
た
。

２

昭
和
戦
前
期
の
大
阪
経
済

（
１
）
恐
慌
下
の
大
阪
経
済

大
阪
市
は
第
二
次
市
域
拡
張
に
よ
り
、
人
口
・
面
積
共
に
東
京
市

を
追
い
抜
き
、
全
国
第
一
の
大
都
市
と
な
っ
た
。
工
業
生
産
額
で
も

全
国
一
の
工
業
都
市
と
な
っ
た
。
大
阪
府
内
で
も
、
大
阪
市
の
工
業

（
８
）

は
特
別
の
位
置
に
あ
り
、
大
阪
経
済
を
支
え
た
。
そ
こ
で
、
大
阪
市

の
工
業
を
中
心
に
、
昭
和
戦
前
期
の
大
阪
経
済
に
つ
い
て
、
先
学
の

研
究
に
よ
り
な
が
ら
概
観
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月
、
金
融
恐
慌
が
勃
発
し
た
。
原
因

は
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
の
関
東
大
震
災
の
と
き
、
日
銀
が
救

済
資
金
と
し
て
融
通
を
あ
た
え
た
震
災
手
形
が
、
不
況
が
つ
づ
い
た

の
で
決
済
が
行
な
わ
れ
ず
、
昭
和
に
入
っ
て
も
二
億
円
以
上
が
未
決

済
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
政
府
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
一
月
、
震
災
手
形
善
後
処
理
法
案
と
震
災
手
形
損
失
補
償
公
債
法

案
を
衆
議
院
に
提
出
し
、
震
災
手
形
を
公
債
発
行
に
よ
っ
て
整
理
し

よ
う
と
し
た
。
こ
の
法
律
案
の
審
議
中
、
多
数
の
銀
行
の
不
良
経
営

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
へ
片
岡
直
温
蔵
相
が
議
会
で
渡
辺
銀
行

の
窮
状
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
こ
の
失
言
を
契
機
と
し
て
、
三
月
中

旬
に
中
小
銀
行
の
取
付
け
・
休
業
が
生
じ
た
。
次
い
で
鈴
木
商
店
の

事
実
上
の
機
関
銀
行
で
あ
っ
た
台
湾
銀
行
の
救
済
緊
急
勅
令
案
が
枢

密
院
で
否
決
さ
れ
、
か
つ
三
井
銀
行
な
ど
市
中
銀
行
が
コ
ー
ル
・

ロ
ー
ン
を
引
揚
げ
た
た
め
、
四
月
一
八
日
か
ら
台
湾
銀
行
が
台
湾
島

内
の
支
店
以
外
を
休
業
と
し
た
。
す
る
と
各
地
の
銀
行
で
取
付
け
騒

ぎ
が
起
こ
り
、
休
業
す
る
銀
行
が
続
出
し
た
。
全
国
の
銀
行
は
四
月

二
二
、
二
三
両
日
一
斉
に
休
業
し
た
が
、
政
府
は
四
月
二
二
日
に
三
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週
間
の
支
払
い
猶
予
令
を
公
布
し
、
即
日
施
行
し
た
。
さ
ら
に
五
月

九
日
、
日
本
銀
行
特
別
融
通
及
び
損
失
補
填
法
、
台
湾
の
金
融
機
関

に
対
す
る
資
金
融
通
に
関
す
る
法
律
を
公
布
し
た
の
で
、
こ
の
度
の

恐
慌
は
お
さ
ま
っ
た
。

金
融
恐
慌
後
、
銀
行
の
合
併
・
買
収
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
、
五

大
銀
行
（
三
井
・
三
菱
・
住
友
・
安
田
・
第
一
）
体
制
が
確
立
し
た
。

な
か
で
も
、
大
阪
に
本
拠
を
お
く
住
友
銀
行
は
、
強
力
に
買
収
・
合

併
を
推
し
進
め
、
業
績
を
向
上
さ
せ
た
。
ま
た
、
当
時
の
大
阪
に
は

多
く
の
中
小
企
業
が
存
在
し
た
が
、
金
融
恐
慌
の
結
果
、
中
小
企
業

問
題
が
表
面
化
し
た
。
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
一
八
日
に
近

江
銀
行
、
翌
一
九
日
泉
陽
銀
行
、
二
五
日
に
河
泉
銀
行
が
休
業
し
た
。

そ
の
う
ち
の
近
江
銀
行
は
、
大
阪
市
に
本
店
が
あ
り
、『
大
阪
百
年

史
』
に
よ
れ
ば
、「
大
阪
市
内
に
一
三
支
店
を
有
し
、
主
と
し
て
関
西

に
お
け
る
中
小
企
業
の
金
融
機
関
と
し
て
特
徴
を
備
え
て
い
た
の
で
、

比
較
的
広
範
囲
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
江
州
の
機
業
家
や
大
阪
市

内
本
町
筋
の
綿
糸
布
商
を
は
じ
め
、
京
阪
神
の
中
小
企
業
者
は
、
多

小
に
か
か
わ
ら
ず
取
引
関
係
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
打
撃
も
き
わ
め

て
大
き
く
、
休
業
発
表
日
に
は
滋
賀
県
下
は
大
混
乱
を
呈
し
、
大
手

筋
の
預
金
関
係
の
被
害
者
に
は
、
大
阪
市
役
所
・
三
品
取
引
所
・
紡

績
会
社
方
面
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
同
行
が
メ
リ
ヤ
ス
界
で
金

融
の
独
占
的
地
位
を
占
め
て
い
た
た
め
、
そ
の
方
面
へ
の
打
撃
も
大

き
か
っ
た
」
と
い
う
。

近
江
銀
行
の
休
業
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
恐
慌
に
よ
っ
て
中
小
企

業
の
資
金
調
達
が
困
難
と
な
る
な
ど
、
大
阪
経
済
の
受
け
た
打
撃
は

大
き
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
立
ち
直
る
間
も
な
く
昭
和
恐
慌
に
巻
き
込

ま
れ
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
が
終
わ
る
と
、
世
界
の
主
要
国
は
金
解
禁
を
行

な
っ
た
が
、
日
本
は
震
災
恐
慌
や
金
融
恐
慌
な
ど
で
、
金
解
禁
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
よ
う
や
く
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
一
月
二
一
日
、
政
府
は
翌
五
年
一
月
一
一
日
に
金
解
禁
を
実
施
す

る
旨
の
大
蔵
省
令
を
公
布
し
、
金
輸
出
を
解
禁
し
た
。
し
か
し
四
年

一
〇
月
二
四
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
株
式
市
場
の
大
暴
落
に
よ
っ
て
世

界
恐
慌
が
は
じ
ま
り
、
そ
れ
と
金
解
禁
が
重
な
っ
て
日
本
は
未
曾
有

の
昭
和
恐
慌
に
見
舞
わ
れ
た
。
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
に
満

州
事
変
が
勃
発
し
て
か
ら
、
景
気
は
次
第
に
回
復
に
む
か
っ
た
が
、

昭
和
初
期
は
金
融
恐
慌
か
ら
昭
和
恐
慌
と
、
恐
慌
が
つ
づ
き
、
慢
性

的
不
況
の
時
期
で
あ
っ
た
。

『
大
阪
工
業
会
五
十
年
史
』
は
、
昭
和
初
期
の
慢
性
的
不
況
に
苦

し
む
大
阪
の
工
業
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

大
阪
府
の
工
業
も
こ
の
慢
性
的
不
況
に
よ
っ
て
大
き
な
打
撃
を

（
９
）

（

）
１０
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受
け
、
こ
の
期
の
初
め
の
昭
和
二
年
を
百
と
す
る
と
、
期
末
の

昭
和
六
年
は
職
工
数
で
は
九
三
、
生
産
額
で
は
実
に
七
八
・
五

と
激
減
す
る
に
至
っ
た
。
と
り
わ
け
紡
織
工
業
、
金
属
工
業
、

窯
業
お
よ
び
土
石
業
、
製
材
お
よ
び
木
製
品
工
業
の
諸
部
門
で

著
し
い
減
少
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
さ
ら
に
詳
細
に
見
る
と
、

紡
績
、
紐
物
編
物
、
製
綿
、
織
物
撚
糸
、
染
物
、
メ
リ
ヤ
ス
、

ハ
ン
ケ
チ
、
金
属
精
錬
、
鍋
釜
類
、
針
金
、
金
属
管
、
建
築
用

家
具
用
金
具
、
車
両
、
船
舶
、
和
紙
、
マ
ッ
チ
、
植
物
油
、
ロ
ー

ソ
ク
、
染
料
、
イ
ン
キ
、
肥
料
、
コ
ー
ク
ス
、
た
ど
ん
、
陶
磁

器
、
ガ
ラ
ス
製
品
、
瓦
、
れ
ん
が
、
製
材
、
砂
糖
、
穀
粉
、
か

ん
詰
、
製
菓
、
麺
類
、
し
ゅ
ろ
製
品
、
は
き
も
の
、
帽
子
、
ブ

ラ
シ
、
ボ
タ
ン
、
竹
製
品
、
擬
革
、
洋
が
さ
、
防
水
布
な
ど
の

諸
部
門
で
の
減
少
最
も
著
し
く
、
こ
れ
ら
の
業
種
か
ら
推
測
さ

れ
る
ご
と
く
、
慢
性
的
不
況
に
よ
り
最
も
打
撃
を
受
け
た
の
は

消
費
財
生
産
、
な
か
ん
ず
く
輸
出
向
生
産
に
従
事
す
る
中
小
工

業
の
業
種
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

ま
た
こ
れ
ら
諸
工
業
部
門
の
う
ち
に
お
い
て
も
、
と
り
わ
け

紡
織
工
業
部
門
の
受
け
た
打
撃
は
大
き
く
、
昭
和
二
年
に
比
し

て
昭
和
六
年
の
職
工
数
は
七
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
生
産
額
の

ご
と
き
は
実
に
五
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

（
後
略
）

当
時
、
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
長
で
あ
っ
た
酒
井
利
男
氏
も
、
世

界
的
不
況
に
直
面
し
た
わ
が
国
の
産
業
界
は
「
生
産
制
限
、
操
業
短

縮
は
全
産
業
部
門
に
亘
っ
て
行
は
れ
、
中
小
企
業
に
於
い
て
は
事
業

不
振
、
金
融
梗
塞
の
た
め
に
倒
産
、
工
場
閉
鎖
の
悲
境
に
立
ち
至
る

も
の
続
出
し
、
ま
た
大
企
業
に
在
っ
て
は
産
業
合
理
化
な
る
カ
ム
フ

ラ
ー
ジ
ュ
の
も
と
に
賃
銀
引
下
げ
、
手
当
削
減
、
集
団
的
解
雇
が
渦

巻
く
非
難
を
押
し
切
っ
て
敢
行
せ
ら
れ
」、
不
況
に
よ
る
失
業
者
が

続
出
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
昭
和
恐
慌
下
の
大
阪
経
済
に
つ
い
て

も
、
酒
井
氏
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
れ
を
大
阪
府
市
に
於
け
る
具
体
的
情
勢
に
就
て
見
る
に
管

内
職
工
三
十
名
以
上
使
用
の
大
中
工
場
約
一
、
〇
〇
〇
の
中
そ

の
四
〇
％
は
目
下
休
廃
の
状
態
に
在
り
、
残
り
の
も
の
と
雖
も

そ
の
約
三
〇
％
は
事
業
縮
小
を
余
儀
な
く
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ま

た
減
給
は
一
般
的
風
潮
と
な
り
終
り
、
現
実
の
賃
銀
切
下
げ
の

外
労
働
時
間
の
短
縮
、
賃
銀
単
価
の
引
下
げ
等
極
め
て
露
骨
に

行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
。
泉
北
、
泉
南
の
綿
業
工
場
約
七
〇
〇
に
於

い
て
は
そ
の
殆
ど
全
て
を
通
じ
て
昨
年
末
来
一
割
乃
至
三
・
五

割
の
減
給
が
敢
行
さ
れ
た
。

此
等
強
力
な
る
資
本
の
攻
勢
に
対
し
て
被
傭
者
は
罷
・
怠
業

（

）
１１（

）
１２
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表１ 大阪府の工業生産額 （単位：千円）

計
軽工業重化学工業

年 次
雑工業飲食物工業染織工業特別工業化学工業機械及器具工業

１,３６７,３６８１９０,１３１１３０,１４２４６７,０２６１１２,８９４２１２,０１９２５５,１５４昭和元
１,３９７,１０３１６３,２４４１２４,２６８４７８,０３３１３４,６６３２１５,８１７２８０,９７６２
１,４８６,８８６１７２,５９０１３４,７７４４６８,４８０１４８,４３２２２８,９３４３３３,６７４３
１,６２８,１４９１８２,１４３１２９,７０６５００,００４１５９,３６４２５１,０４６４０５,８８３４
１,２３９,００２１４９,９８８１１２,４３１３１７,０３７１５６,７５４２０３,４２１２９９,３６８５
１,０９５,４２４１３０,６０３１００,４４２２７３,８２７１４４,５２９１７４,７３８２７１,２８２６
１,２３２,０６８１４８,９３７１０６,７１３３４６,６９６１５５,７８６１９９,５４１２７４,３９３７
１,５９７,５３３１６６,７３７１１３,３８９４７３,１３３１８７,６４６２４２,４２５４１４,１９９８
１,８９６,２４１１９８,４６１１３２,５１７５２５,７１４１９２,４２０２７６,５８２５６９,５４５９
２,０４３,７０９２１７,９００１４１,２２６５５３,９１９１３４,８７５３２５,８８０６６９,９０５１０
２,３１０,９５２３４７,４５２１４６,００１５３８,７７４１４１,９２５３５７,９８２７７８,８１６１１
３,０９９,６０４２８７,４５６１６０,７５６６９９,２５０１７５,３７３４３６,４７０１,３４０,２９７１２

出典：『大阪百年史』５７４頁による。
註：『大阪府統計書』を基にしている。

特別工業とは度量衡器、金属精錬、電気・ガス工業をいう。
計はいずれも合わないが、そのままにしている。

工場数と職工数

全工業その他の工業食料品工業印刷及製本業製材及木製品工業窯 業

職工数工場数職工数工場数職工数工場数職工数工場数職工数工場数職工数工場数

２４２,８５８６,９３０３１,４９１１,５７６１０,１３４７７３──────
１,５２２２１

２３８,８３４７,２９８３４,２６７１,７６５１０,２３４７９３──────
１,６９５２３

２４０,７４２７,７５９３５,４５５１,９２９１０,４６７７９８──────
１,３１０２４

２３６,４１６７,６９３１８,５２１９４７１０,５４７８４３７,６７６３０６５,８８６３３６１３,２２５３２４
２０７,６７６７,９２６１７,６５２９４４１０,２９５８７８７,９２６３２５５,６８７３６９１２,３７７３１２
２０６,１８５７,９６０１８,２４０１,０３７１０,６９９９２２７,８３８３３９５,３０３３５４９,９９１２９１
２２６,１８０８,３７６２３,１５２１,３５５１１,０３６９３３７,５１２３３５６,２８０３８７１０,４４９３０２
２５６,９３３９,５８２２７,３５０１,６２２１１,７３３９７７８,０１１３４４６,８０３４５６１２,１５４３３８
３０８,２１５１１,９３６３６,３３１２,４０６１２,５５２１,０９６９,１５３４４１８,１１９５８９１４,６５８３９９
３３３,２６６１２,６６３３６,０９２２,４９３１２,９５１１,０５０９,９７４４７４８,４２５６２７１５,９４３３８８
３６１,４４５１３,４１２３８,２８７２,５２０１３,４６９１,０８０９,８７３４９４９,０５３６５５１７,１１９４１７
４０７,７７７１６,８９１４３,９９６３,３５９１４,１９０１,２０１１１,０８５６６６９,９１０８５３１７,９００５００
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を
以
っ
て
闘
ひ
つ
ゝ
あ
る
が
弱
小
な
る
経
営
主
は
工
場
閉
鎖
に

よ
り
、
強
大
な
る
資
本
家
は
解
雇
を
以
っ
て
こ
れ
に
応
じ
つ
ゝ

あ
る
。
斯
く
て
結
局
の
と
こ
ろ
尨
大
な
る
馘
首
者
の
群
が
失
業

者
と
し
て
街
頭
に
投
げ
出
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
を
見
る
。
大
阪
府
下

に
於
い
て
本
年
（
昭
和
五
年
─
引
用
者
註
）
一
月
以
降
四
月
に
至

る
短
期
間
に
工
場
閉
鎖
を
な
し
た
る
も
の
一
八
七
、
事
業
縮
小

を
な
し
た
る
も
の
約
一
六
〇
工
場
に
及
び
、
争
議
件
数
は
一
六

九
件
に
達
し
て
ゐ
る
。
本
年
四
月
末
ま
で
解
雇
職
工
概
数
は
六
、

〇
〇
〇
人
余
に
上
り
（
男
女
の
割
合
は
四
対
一
）、
う
ち
争
議
に

基
く
解
雇
者
の
概
数
は
僅
か
に
八
〇
〇
人
弱
に
過
ぎ
な
い
。

昭
和
恐
慌
は
農
業
に
も
お
よ
び
、
農
業
恐
慌
と
な
っ
た
。
農
産
物

の
価
格
が
暴
落
し
、
農
家
の
窮
状
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
く
、
農
家
経

済
は
破
綻
し
た
。
農
業
恐
慌
は
日
中
戦
争
ま
で
つ
づ
き
、
大
阪
府
内

の
農
家
も
苦
境
に
立
た
さ
れ
た
が
、
そ
の
問
題
は
ひ
と
ま
ず
置
き
、

大
阪
の
工
業
の
状
況
に
つ
い
て
い
え
ば
、
以
上
の
よ
う
な
状
態
で

あ
っ
た
。
昭
和
恐
慌
は
大
阪
府
の
工
業
に
大
き
な
打
撃
を
あ
た
え
た
。

表
１
は
大
阪
府
の
工
業
生
産
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に

よ
れ
ば
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
工
業
生
産
額
は
一
六
億
二
八
一

四
万
九
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
が
、
翌
五
年
に
は
一
二
億
三
九
〇
〇
万

二
〇
〇
〇
円
、
六
年
一
〇
億
九
五
四
二
万
四
〇
〇
〇
円
と
な
り
、
六

表２ 大阪府の

紡織工業ガス及電気業化学工業機械及器具工業金属工業
年 次

職工数工場数職工数工場数職工数工場数職工数工場数職工数工場数

１２０,９５４１,８２０──２８,６１０８４７５０,１４７１,８９３──昭和元

１０９,７０６１,８７５──２８,７８６８７４５４,１５１１,９６８──２

１０２,５２２１,８９９──３０,０９５９０１６０,８９３２,２０８──３

１００,８１７２,０６３８９２１１１８,８６０６５２３６,７４０１,１２８２３,１９８１,０８３４
８１,２０３２,０５２１,１４０１２１９,００６６９２２９,１７１１,１６２２３,２１９１,１８０５
８３,８３１２,０１７１,０９４１１１８,２０４６９７２７,０９５１,１２８２３,０９８１,１６４６
８５,８２０１,８８９９９８１１２０,８１２７０２３３,６９５１,２６７２６,４２６１,１９５７
８８,５３８１,９８２１,０２２１１２２,５８６７５６４２,５０３１,６２９３６,２３３１,４６７８
９６,７４５２,１１４９８３１１２５,９１６８４１５６,８０２２,１９０４６,９５６１,８４９９
９６,２１２２,１７４１,０１３１１２９,１６６９１２６９,２０５２,５９２５４,２８５１,９４２１０
１０１,５２１２,２８４１,０５３１１３１,１９４９８７７８,０６６２,７３２６１,８１０２,２３２１１
１０５,４９６２,５２６１,０１４１１３３,５８８１,１６３９７,８８７３,７０９７２,７１１２,９０３１２

出典：『大阪百年史』５７２～５７３頁による。
註：『大阪府統計書』を基にしている。

昭和３年までの機械及器具工業には金属工業を、化学工業には窯業を含む。また同年までの
「その他の工業」のうち、上段の雑工業に製材及木製品工業・印刷及製本業を、下段の特別工業
にはガス及電気業を含む。



10

年
の
生
産
額
は
四
年

の
六
七
・
二
八
％
ま

で
減
少
し
た
。
工
業

部
門
別
で
は
、『
大

阪
工
業
会
五
十
年

史
』
も
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
、
染
織
工

業
（
紡
績
工
業
）
の

落
ち
込
み
が
は
げ
し

く
、
六
年
の
生
産
額

は
四
年
の
五
四
・
七

六
％
に
減
少
し
た
。

表
２
は
、
大
阪
府
の

工
場
数
と
職
工
数
を

示
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
職
工
数
で
は
、
昭
和
三
年
に
二
四
万
〇
七
四
二
人
で
あ
っ
た
が
、

四
年
二
三
万
六
四
一
六
人
、
五
年
二
〇
万
七
六
七
六
人
、
六
年
二
〇

万
六
一
八
五
人
と
な
り
、
四
年
か
ら
減
少
し
、
増
加
に
転
じ
る
の
は

七
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
工
場
数
は
、
昭
和
三
年
七
七
五
九

工
場
、
四
年
七
六
九
三
工
場
で
、
四
年
に
若
干
減
少
す
る
が
、
五
年

七
九
二
六
工
場
、
六
年
七
九
六
〇
工
場
と
、
不
況
下
に
あ
っ
て
も
増

加
し
て
い
る
。
職
工
数
が
減
少
す
る
中
で
の
工
場
数
の
増
加
で
あ
る

か
ら
、
中
小
零
細
企
業
が
不
況
下
に
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
表
１
、
表
２
か
ら
は
分
か
ら
な
い
が
、

先
の
酒
井
論
文
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
解
雇
や
工
場
閉
鎖
に
い

た
ら
な
く
て
も
、
賃
金
引
下
げ
や
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
に
よ
り
、

不
況
下
の
労
働
者
の
多
く
は
苦
し
い
生
活
に
追
い
や
ら
れ
た
。

一
方
、
不
況
は
失
業
者
を
続
出
さ
せ
た
が
、
大
阪
市
社
会
部
に
よ

る
大
阪
府
市
の
失
業
者
推
定
数
は
、
表
３
の
通
り
で
あ
る
。「
本
府

市
に
於
け
る
が
如
く
工
場
労
働
者
、
商
店
会
社
の
被
傭
者
、
自
由
労

働
者
の
失
業
者
の
上
に
未
就
職
の
知
識
階
級
を
加
へ
、
尚
ま
た
婦
人
、

少
年
の
男
子
職
業
戦
線
蚕
蝕
に
よ
る
失
業
者
、
或
は
ま
た
職
を
求
め

て
移
住
し
来
た
る
離
郷
農
民
、
鮮
人
の
群
等
を
併
せ
包
合
す
る
場
合

に
在
っ
て
は
益
々
失
業
者
の
意
義
並
に
そ
の
正
確
な
る
数
を
把
握
す

る
に
困
難
を
感
ぜ
し
め
る
」
状
態
で
正
確
な
人
数
を
把
握
す
る
の
は

非
常
に
む
ず
か
し
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
大
阪
市
社
会
部
は
、
表
３

が
示
す
よ
う
に
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
の
大
阪
府
内
の
失
業
者

は
、
一
時
二
万
七
〇
〇
〇
人
を
こ
え
た
と
推
定
し
た
。
し
か
し
、
実

際
は
そ
れ
よ
り
も
多
く
、
昭
和
五
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
大
阪

市
内
の
失
業
者
だ
け
で
も
三
万
〇
九
一
〇
人
で
あ
り
、
六
大
都
市
の

（

）
１３

（

）
１４

表３ 大阪市社会部による大阪府市の失業者推定数 （単位：人）

計其他の労働者日傭労働者俸給生活者

２５,１７０１４,５４０５,７５０４,８８０１０．１昭和４．
２２,８７０１３,２２０５,２２０４,４３０１１．１同
２７,０３０１４,４６０７,７２０４,８５０１２．１同
２５,１４０１４,５３０５,７４０４,８７０１．１昭和５．
２７,０２０１５,６２０６,１７０５,２３０２．１同
２７,７３０１６,０２０６,３４０５,３７０３．１同
２６,８９０１５,５３０６,１５０５,２１０４．１同
２６,９３０１５,５６０６,１６０５,２１０５．１同

出典：酒井利男「大阪府市に於ける失業救済事業（上）」（『社会政策時報』第
１１８号、昭和５年７月）３２頁による。
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中
で
最
高
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
朝
鮮
人
を
含
む
失

業
者
に
対
し
、
公
共
団
体
は
失
業
救
済
事
業
を
施
行
し
、
そ
の
救
済

に
あ
た
っ
た
。

（
２
）
重
化
学
工
業
の
発
展
と
大
阪
経
済

金
融
恐
慌
、
昭
和
恐
慌
と
二
つ
の
恐
慌
に
よ
り
昭
和
初
期
の
大
阪

経
済
は
、
大
き
な
打
撃
を
う
け
、
多
く
の
人
び
と
は
不
況
に
喘
い
だ
。

そ
の
さ
な
か
、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
九
月
一
八
日
に
満
州
事
変

が
勃
発
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
日
本
は
戦
争
経
済
に
突
入
し
、
景
気

も
次
第
に
回
復
し
て
い
っ
た
。

表
１
が
示
す
よ
う
に
、
大
阪
府
の
工
業
生
産
額
は
、
昭
和
七
（
一

九
三
二
）
年
か
ら
増
加
し
、
九
年
に
は
四
年
を
上
回
り
、
一
八
億
九

六
二
四
万
一
〇
〇
〇
円
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
増
加
し
た
。
昭
和

初
期
で
最
低
の
工
業
生
産
額
を
記
録
し
た
昭
和
六
年
と
一
二
年
を
比

較
す
る
と
、
二
・
八
倍
に
増
加
し
た
。
中
で
も
機
械
器
具
工
業
の
生

産
額
の
伸
び
が
い
ち
じ
る
し
く
、
昭
和
六
年
か
ら
一
二
年
ま
で
の
六

年
間
に
四
・
九
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
大
阪
の
主
要

工
業
で
あ
っ
た
染
織
工
業
は
、
昭
和
六
年
の
二
億
七
三
八
二
万
七
〇

〇
〇
円
が
一
二
年
に
六
億
九
九
二
五
万
〇
〇
〇
〇
円
と
、
二
・
六
倍

の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
大
阪
府
内
の
工
場
数
と
職
工
数
の
推

（

）
１５

移
を
示
す
表
２
に
よ
れ
ば
、
機
械
器
具
工
業
の
工
場
数
は
、
昭
和
六

年
の
一
一
二
八
工
場
が
一
二
年
に
三
七
〇
九
工
場
と
三
・
三
倍
、
職

工
数
は
二
万
七
〇
九
五
人
が
九
万
七
八
八
七
人
と
三
・
六
倍
に
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
紡
織
（
染
織
）
工
業
で
は
、
工
場
数
が
六
年
の
二

〇
一
七
工
場
が
一
二
年
に
二
五
二
六
工
場
と
一
・
三
倍
に
な
っ
た
に

過
ぎ
な
い
。
職
工
数
で
も
、
八
万
三
八
三
一
人
が
一
〇
万
五
四
九
六

人
と
一
・
三
倍
で
あ
る
。
機
械
器
具
工
業
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
金
属

工
業
や
化
学
工
業
な
ど
、
重
化
学
工
業
に
属
す
る
部
門
の
発
展
が
い

ち
じ
る
し
い
（
ガ
ス
・
電
気
業
は
横
ば
い
で
あ
る
が
）。
そ
れ
に
対
し
、

紡
織
（
染
織
）
工
業
、
窯
業
、
製
材
・
木
製
品
工
業
、
印
刷
・
製
本
業
、

食
料
品
工
業
な
ど
の
軽
工
業
は
、
発
展
が
ゆ
る
や
か
で
あ
っ
た
か
ら
、

全
工
業
中
に
占
め
る
重
化
学
工
業
の
比
重
は
次
第
に
高
ま
っ
た
。

こ
れ
は
、
表
４
が
示
す
よ
う
に
全
国
的
傾
向
で
も
あ
っ
た
が
、
大

阪
府
の
場
合
、
工
業
総
生
産
額
に
対
す
る
重
化
学
工
業
の
割
合
は
、

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
四
四
・
三
％
、
一
二
年
五
九
・
六
％
で
、
六

年
で
は
ま
だ
軽
工
業
が
過
半
を
占
め
て
い
た
。
満
州
事
変
が
勃
発
し
、

日
本
が
次
第
に
戦
時
体
制
へ
と
移
行
す
る
中
で
、
大
阪
府
に
お
い
て

も
重
化
学
工
業
化
が
進
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
東

京
府
と
比
較
す
る
と
遅
れ
て
い
た
。
東
京
府
の
重
化
学
工
業
化
率
は
、

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
五
一
・
六
％
と
五
〇
％
を
こ
え
、
六
年
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五
二
・
〇
％
、
一
二
年

七
〇
・
八
％
と
重
化
学

工
業
化
を
進
展
さ
せ
て

い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
急
速
に

重
化
学
工
業
化
を
進
め

た
東
京
は
、
工
業
生
産

額
に
お
い
て
も
次
第
に

大
阪
を
凌
駕
し
て
い
っ

た
。
表
５
に
よ
れ
ば
、

昭
和
二
（
一
九
二
七
）

年
の
全
国
工
業
生
産
額

は
六
七
億
四
六
〇
〇
万
円
で
あ
る
が
、
大
阪
市
は
八
億
五
六
〇
〇
万

円
（
全
国
比
一
二
・
七
％
）、
東
京
市
は
三
億
九
六
〇
〇
万
円
（
同
五
・

九
％
）
で
、
大
阪
市
は
全
国
第
一
の
工
業
都
市
で
も
あ
っ
た
。
昭
和

六
年
ま
で
そ
の
状
態
は
つ
づ
い
た
が
、
七
年
に
東
京
市
は
大
阪
市
を

追
い
越
し
た
。
東
京
市
は
七
年
一
〇
月
に
市
域
を
拡
張
し
、
世
界
第

二
の
大
都
市
に
な
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
同
年
の
全
国
工
業
生
産

額
五
九
億
八
二
〇
〇
万
円
の
う
ち
大
阪
市
は
七
億
五
六
〇
〇
万
円

（
全
国
比
一
二
・
六
％
）、
東
京
市
は
八
億
二
四
〇
〇
万
円
（
同
一
三
・

表５ 大阪と東京の工業生産額推移（昭和元～昭和１５年）
単位：百万円 （ ）内は％

東京府大阪府東京市大阪市全 国年 次

（１１.９）８２３（１６.６）１,１５４（５.１）３５６（１２.４）８５８（１００）６,９３６昭和元
（１３.６）９１８（１７.２）１,１５６（５.９）３９６（１２.７）８５６（１００）６,７４６２
（１３.５）９６９（１７.８）１,２７９（５.５）３９３（１３.１）９４５（１００）７,２０５３
（１３.２）１,０１８（１７.４）１,３４６（５.１）３９５（１３.０）１,００３（１００）７,７１７４
（１３.７）８１８（１６.７）９９６（５.５）３２６（１２.７）７５５（１００）５,９９５５
（１４.５）７５２（１６.６）８５８（５.９）３０３（１３.０）６７１（１００）５,１７４６
（１４.２）８５２（１７.２）１,０３０（１３.８）８２４（１２.６）７５６（１００）５,９８２７
（１４.３）１,１２４（１７.６）１,３８２（１３.８）１,０８６（１３.２）１,０４０（１００）７,８７１８
（１３.９）１,３０３（１７.６）１,６５０（１３.５）１,２６７（１３.４）１,２６１（１００）９,３９０９
（１４.１）１,５２７（１７.１）１,８４８（１３.８）１,４９３（１３.１）１,４１７（１００）１０,８３７１０
（１４.２）１,７３７（１６.３）１,９９４（１４.０）１,７１２（１２.０）１,４７３（１００）１２,２５８１１
（１４.８）２,４１９（１６.９）２,７５８（１４.５）２,３６９（１３.１）２,１４６（１００）１６,３５６１２
（１６.１）３,１６７（１６.４）３,２３３（１６.２）３,１９５（１２.９）２,５４２（１００）１９,６６７１３
（１６.９）４,２０６（１４.４）３,５８８（１５.７）３,９１０（１１.３）２,８０２（１００）２４,８６２１４
（１８.３）４,９６６（１４.１）３,８３０（１５.５）４,２０５（９.８）２,６６１（１００）２７,１５３１５

出典：『新修大阪市史』第７巻、３３４頁による。
註：職工５人以上の工業。ガス・電気業は除く。（ ）内の数字は全国に占める割合。
『大阪市統計書』『東京市統計年表』『工業統計５０年史』を基にしている。

表４ 大阪府と東京府の重化学工業化率の推移
（単位：％）

１４年１２年６年昭和２年区 分

６２.４５５.０３３.８２９.３重化学工業全 国egc ３７.６４５.０６６.２７０.７軽工業
７０.１５９.６４４.３４０.８重化学工業大阪府egc ２９.９４０.４５５.７５９.２軽工業
７８.４７０.８５２.０５１.６重化学工業東京府egc ２１.６２９.２４８.０４８.４軽工業

出典：『新修大阪市史』第７巻、３３９頁による。
註：数字は工業総生産額に対する割合。『大阪市統計書』
『東京市統計年表』『工業統計５０年史』を基にしている。
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八
％
）
と
な
っ
た
。
以
後
も
東
京
市
は
工
業
生
産
額
を
増
加
さ
せ
、

大
阪
市
と
の
差
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
大
阪
市
は
工
業
生
産
額
こ
そ

増
加
さ
せ
て
い
る
が
、
そ
れ
の
全
国
に
占
め
る
割
合
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
昭
和
一
五
（
一
九
四
〇
）
年
に
は
九
・
八
％
ま
で
落
ち
込
ん

だ
。
大
阪
府
全
体
で
も
、
時
期
は
若
干
ず
れ
る
が
趨
勢
は
変
わ
ら
な

い
。
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
ま
で
大
阪
府
の
工
業
生
産
額
は
東

京
府
を
上
回
っ
て
い
た
が
、
一
四
年
に
東
京
府
に
追
い
抜
か
れ
た
。

同
年
、
大
阪
府
の
工
業
生
産
額
は
三
五
億
八
八
〇
〇
万
円
（
全
国
比

一
四
・
四
％
）、
東
京
府
は
四
二
億
〇
六
〇
〇
万
円
（
同
一
六
・
九
％
）

で
あ
る
。

満
州
事
変
を
契
機
に
大
阪
府
の
重
化
学
工
業
も
発
展
を
遂
げ
た
が
、

東
京
府
の
発
展
に
及
ば
ず
、
大
阪
経
済
の
地
盤
沈
下
は
進
行
し
た
。

日
中
戦
争
が
は
じ
ま
り
日
本
が
戦
時
体
制
へ
移
行
し
た
直
後
の
昭
和

一
四
年
に
大
阪
府
と
東
京
府
の
地
位
は
逆
転
し
た
の
で
あ
っ
た
。

右
の
よ
う
に
、
重
化
学
工
業
の
発
展
す
る
中
で
、
大
阪
経
済
の
地

盤
沈
下
が
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
『
大
阪

工
業
会
五
十
年
史
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
重

化
学
工
業
の
発
展
に
よ
り
「
従
来
の
商
業
資
本
色
の
強
い
、
旧
い
日

本
資
本
主
義
は
工
業
資
本
的
な
近
代
的
資
本
主
義
へ
と
変
質
脱
皮
し

え
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
脱
皮
過
程
に
お
い
て
主
導
権
を
と
っ
た
の

は
東
京
で
あ
り
、
か
く
て
こ
の
よ
う
な
日
本
資
本
主
義
の
変
質
脱
皮

と
と
も
に
日
本
経
済
の
中
心
と
し
て
の
大
阪
の
地
位
が
し
だ
い
に
侵

蝕
を
受
け
、
大
阪
経
済
の
地
盤
沈
下
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
東
京
が
主
導
権
を
取
り
え
た
の
は
こ
の
脱
皮
が
い
わ
ゆ
る
自
然

発
生
的
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
産
業
軍
事
化
と
い
う
政
府

な
い
し
軍
の
上
か
ら
の
力
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ

り
、
こ
こ
に
当
然
政
府
や
軍
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
東
京
が
主
導
権

を
取
り
え
た
わ
け
で
あ
っ
た
。
か
く
て
大
阪
の
工
業
は
全
体
と
し
て

は
発
展
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
個
々
の
業
種
に
お
け
る
全
国
的
比

重
は
低
下
し
、
発
展
の
テ
ン
ポ
も
東
京
に
比
べ
て
し
だ
い
に
遅
れ
が

ち
と
な
り
」
東
京
に
首
位
の
座
を
譲
っ
た
。
ま
た
、
重
化
学
工
業
の

発
展
が
「
カ
ル
テ
ル
化
、
ト
ラ
ス
ト
化
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
合
理
化

と
並
行
し
て
進
ん
だ
た
め
、
反
面
で
中
小
企
業
問
題
を
深
刻
化
せ
し

め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
期
の
昭
和
初
頭
の
金
融
恐

慌
以
来
独
占
の
形
成
は
進
ん
だ
が
、
昭
和
六
年
の
重
要
産
業
統
制
法

の
制
定
お
よ
び
工
業
組
合
法
の
改
正
に
よ
り
、
当
期
に
お
い
て
は
合

理
化
は
さ
ら
に
一
層
進
行
し
た
。
し
か
し
当
期
の
合
理
化
は
こ
れ
ら

の
法
規
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た
た
め
、
や
や
も
す
れ
ば
そ
の
主
導
権

を
東
京
に
奪
わ
れ
が
ち
で
あ
り
、
か
つ
こ
う
し
た
合
理
化
は
、
反
面

で
中
小
企
業
者
の
苦
境
没
落
、
大
企
業
へ
の
従
属
な
ど
を
必
然
的
に

（

）
１６
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惹
起
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
点
で
も
東
京
に
比
し
、
中
小

企
業
の
比
重
の
大
き
い
大
阪
は
深
刻
な
問
題
を
か
か
え
る
こ
と
に

な
っ
た
」
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
の
大
阪
経
済
は
、
地
盤
沈
下
が
進
行
す
る
と
共
に
、
中

小
企
業
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
た
。
そ
れ
に
加
え
て
朝
鮮
人
問
題
が

あ
っ
た
。
在
阪
朝
鮮
人
の
多
く
は
劣
悪
な
労
働
条
件
で
中
小
零
細
企

業
で
働
き
、
民
族
的
差
別
に
苦
し
み
な
が
ら
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
に
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
在
阪
朝
鮮
人
の
問
題
に
つ
い

て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（

）
１７

二

在
阪
朝
鮮
人
の
労
働
・
生
活
・
差
別

１

在
阪
朝
鮮
人
の
激
増

大
阪
府
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
は
、
表
６
に
よ
る
と
、
大
正
元
（
一

九
一
二
）
年
に
は
わ
ず
か
二
四
八
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
二

（
一
九
二
七
）
年
に
は
四
万
〇
九
六
〇
人
、
七
年
に
一
一
万
八
四
六
六

人
、
一
二
年
に
二
三
万
四
一
八
八
人
と
、
昭
和
初
期
の
不
況
下
に
お

い
て
も
増
加
し
つ
づ
け
た
。
男
女
別
に
み
る
と
、
大
正
期
は
大
部
分

が
男
子
で
あ
っ
た
。
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
に
お
い
て
も
女
子

は
総
数
の
一
九
％
に
過
ぎ
な
っ
た
。
昭
和
に
は
い
り
女
子
の
増
加
が

表６ 在阪朝鮮人人口 （単位：人）

合 計女男年 次

２４８２２４６大正元
３３８２４３１４２
２１６４２１２３
３９９２３９７４
７６２１３７４９５
２,２３５２０５２,０３０６
３,２９７２４５３,０５２７
３,９６２４２４３,５３８８
４,４９４６１８３,８７６９
７,４２１１,２５３６,１６８１０
１３,３３７２,１００１１,２３７１１
２３,６３５４,０８６１９,５４９１２
３７,０４６６,９４４３０,１０２１３
３１,８６０６,０６５２５,７９５１４
３５,２２９８,２３５２６,９９４昭和元
４０,９６０９,７０１３１,２５９２
５５,２０９１５,０２２４０,１８７３
６７,９７２１９,４６２４８,５１０４
８０,５５２２４,３２２５６,２３０５
８５,５６７２７,４７８５８,０８９６
１１８,４６６４０,９４９７７,５１７７
１４０,２７７４８,６９０９１,５８７８
１７１,１６０６４,６３６１０６,５２４９
２０２,３１１８０,９１１１２１,４００１０
２２４,７４９９０,９４３１３３,８０６１１
２３４,１８８９６,９３８１３７,２５０１２
２４１,６１９１０２,２６２１３９,３５７１３
２７４,７６９１１６,９０７１５７,８６２１４
３１２,２６９１３２,３５８１７９,９１１１５
４００,６５６１７５,５７９２２５,０７７１６
４１２,７４８１８１,５９９２３１,１４９１７

出典：『新修大阪市史』第７巻、６４５頁による。
註：各年末現在の数字。『大阪府警察統

計書』各年版を基にしている。
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い
ち
じ
る
し
く
、
昭
和
二
年
に
二
三
・
七
％
、
七
年
に
三
四
・
六
％
、

一
二
年
に
四
一
・
四
％
と
激
増
し
て
い
る
。
大
正
期
は
、
独
身
ま
た

は
単
独
で
来
阪
し
た
男
子
労
働
者
が
多
く
、
昭
和
に
は
い
る
と
紡
績

女
工
な
ど
に
な
っ
た
若
年
女
子
労
働
者
も
増
え
た
が
、
一
家
を
あ
げ

て
来
阪
し
大
阪
に
定
住
す
る
者
が
急
増
し
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
昭
和
に
は
い
り
来
住
す
る
朝
鮮
人
が
急
増
し
た
の
だ

ろ
う
か
。
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
』
は
、
渡
航
者
激

増
の
主
な
原
因
は
次
の
六
点
に
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
一
）
朝
鮮
に
お
け
る
小
作
農
民
の
生
活
が
い
ち
じ
る
し
く
逼
迫

し
て
い
る
こ
と
。

（
二
）
近
年
水
干
害
の
被
害
甚
大
で
あ
る
こ
と
。

（
三
）
小
作
農
に
代
わ
る
べ
き
労
務
の
需
要
が
少
な
い
こ
と
。

（
四
）
内
地
に
お
け
る
労
働
賃
金
が
朝
鮮
に
比
べ
非
常
に
高
率
で

あ
る
こ
と
。

（
五
）
帰
鮮
者
が
内
地
労
働
の
状
況
を
誇
張
し
て
吹
聴
す
る
こ
と
。

（
六
）
内
地
企
業
家
が
朝
鮮
人
労
働
者
は
内
地
人
の
賃
金
に
比
べ

低
率
で
、
過
激
な
労
働
に
堪
え
る
た
め
、
こ
れ
を
歓
迎
す

る
傾
向
に
あ
る
こ
と
。

右
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
他
に
大
阪
市
社
会
部
調
査
課
編

『
朝
鮮
人
労
働
者
問
題
』
は
、
大
正
期
末
、
す
で
に
朝
鮮
人
労
働
者
が

（

）
１８

（

）
１９

内
地
へ
来
住
す
る
根
本
原
因
は
「
唯
、
一
片
の
生
活
難
と
謂
ふ
よ
り

も
、
寧
ろ
、
朝
鮮
人
下
層
民
が
大
い
に
覚
醒
し
、
其
向
上
心
が
強
ま

り
た
る
結
果
に
外
な
ら
ざ
る
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
、
朝
鮮
人
の
精

神
的
自
覚
の
高
ま
り
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
昭
和
に
入
っ

て
一
層
強
ま
り
こ
そ
す
れ
、
弱
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
内
地
移
住
に
つ
い
て
は
、
政
府
の
と
っ

た
政
策
と
も
関
係
し
て
い
る
。
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
四
月
、
朝

鮮
総
督
府
は
警
務
総
監
部
令
第
三
号
を
発
布
し
、
朝
鮮
人
の
旅
行
を

取
り
締
ま
る
た
め
、
旅
行
証
明
書
制
度
を
設
け
た
。
す
な
わ
ち
、
そ

の
第
一
条
で
次
の
よ
う
に
定
め
た
。

第
一
条

当
分
ノ
内
朝
鮮
外
ニ
旅
行
シ
又
ハ
朝
鮮
内
ニ
渡
来
ス
ル

朝
鮮
人
ハ
左
ノ
各
号
ニ
依
ル
ヘ
シ

一

朝
鮮
外
ニ
旅
行
セ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
居
住
地
所
轄
警
察
署

警
察
ノ
事
務
ヲ
取
扱
フ
憲
兵
分
隊

憲
兵
分
遣
所
ヲ
含
ム
以
下
同
シ

又
ハ
警
察
官
駐
在
所

憲
兵

駐
在

所
ヲ
含
ム

以
下
同
シ

ニ
旅
行
ノ
目
的
及
旅
行
地
ヲ
届
出
テ
旅
行
証

明
書
ノ
下
付
ヲ
受
ケ
朝
鮮
最
終
ノ
出
発
地
ノ
警
察
官
憲兵

ヲ
含
ム
以

下
同
シ

ニ
之
ヲ
提
示
ス
ヘ
シ

二

朝
鮮
内
ニ
渡
来
セ
ム
ト
ス
ル
者
ハ
前
号
ノ
証
明
書
又
ハ
在

外
帝
国
公
館
ノ
証
明
書
ヲ
朝
鮮
最
初
ノ
到
着
地
ノ
警
察
官

ニ
提
示
ス
ヘ
シ

（

）
２０

（

）
２１



16

三

前
二
号
ノ
証
明
書
又
ハ

外
国
旅
券
規
則
ニ
依
ル

旅
券
ヲ
有
セ
サ
ル
者
ハ

朝
鮮
最
終
ノ
出
発
地
又

ハ
朝
鮮
最
初
ノ
到
着
地

ヲ
管
轄
ス
ル
警
察
署
又

ハ
警
察
官
駐
在
所
ニ
自

ラ
出
頭
シ
旅
行
ノ
目
的

及
旅
行
地
ヲ
届
出
ツ
ヘ

シ
但
シ
警
察
官
ニ
於
テ

取
締
上
特
ニ
其
ノ
必
要

ナ
シ
ト
認
メ
タ
ル
者
ハ

此
ノ
限
ニ
在
ラ
ス

そ
し
て
、
こ
の
規
定
に
違
反
し

た
物
は
拘
留
ま
た
は
科
料
に
処
す

こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
内
地

移
住
は
旅
行
証
明
書
制
度
に
よ
っ

て
制
限
さ
れ
た
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
が
も
た
ら
し
た
い
わ
ゆ
る
大

（

）
２２

戦
景
気
は
、
国
内
労
働
力
の
欠
乏
と
な
っ
た
の
で
、
比
較
的
寛
大
に

朝
鮮
人
の
来
往
を
許
可
し
た
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
朝
鮮
人
の
居
住
、
移
転
の
自
由
を
阻
害
す
る
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
制
定
当
初
か
ら
評
判
が
よ
く
な
か
っ
た
の
で
、
大
正
一
一

（
一
九
二
二
）
年
一
二
月
、
朝
鮮
総
督
府
は
朝
鮮
総
督
府
令
第
一
五
三

号
を
も
っ
て
大
正
八
年
の
警
務
総
監
部
令
第
三
号
を
廃
止
し
た
。
こ

こ
に
お
い
て
朝
鮮
人
の
内
地
渡
航
は
制
度
上
自
由
と
な
り
、
多
く
の

朝
鮮
人
が
来
往
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、
大
正
一
二
（
一
九

二
三
）
年
二
月
に
済
州
島
と
大
阪
と
を
直
航
す
る
朝
鮮
人
専
用
汽
船

の
航
路
が
開
設
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て
来
往
す
る
朝
鮮
人

が
増
加
し
た
。
表
７
に
よ
る
と
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の
在
日
朝

鮮
人
が
五
三
万
七
六
九
五
人
で
あ
る
が
、
そ
の
三
一
・
八
％
に
あ
た

る
一
七
万
一
一
六
〇
人
が
在
阪
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
済
州
島

か
ら
の
渡
航
者
五
万
〇
〇
五
三
人
の
う
ち
、
七
五
・
八
％
に
あ
た
る

三
万
七
九
三
八
人
が
大
阪
に
住
ん
だ
の
で
、
在
阪
朝
鮮
人
の
二
二
・

二
％
が
済
州
島
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
朝
鮮
人

が
居
住
し
た
昭
和
戦
前
期
の
大
阪
は
、
朝
鮮
人
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
社
会
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
時
代
で
も
あ
っ
た
。

（

）
２３

表７ 在日・在阪朝鮮人と済州島出身者

④／②④／③④うち済州島
出身者③／①③在阪

朝鮮人①／②②うち済州島
出身者

①在日
朝鮮人年 次

７５.８％２２.２％３７,９３８３１.８％１７１,１６０９.３％５０,０５３５３７,６９５昭和９
６３.１３５.８６３,９７２２８.０１７８,７２０１５.９１０１,３７８６３８,８０６４９

出典：杉原達「在阪朝鮮人の渡航過程」（杉原・玉井編『大正／大阪／スラム』）２１６頁による。
註：昭和９年（①③）は田村紀之「内務省警保局調査による朝鮮人人口（Ⅰ）」（『経済と経済学』４６

号、１９８１年２月）５９・８２頁、昭和９年（②④）は『枡田一二地理学論文集』８７～８８頁、昭和４９年
は姜在彦「在日朝鮮人の６５年」（『三千里』８号、１９７６年１１月）３１頁を基にしている。
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２

昭
和
初
年
の
在
阪
朝
鮮
人

（
１
）
在
阪
朝
鮮
人
の
地
域
的
分
布

在
阪
朝
鮮
人
が
五
万
五
〇
〇
〇
人
を
こ
え
た
昭
和

三
（
一
九
二
八
）
年
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
居
住
地
域

を
み
る
と
、
表
８
が
示
す
よ
う
に
大
阪
市
内
が
四
万

四
五
八
一
人
で
あ
る
。
在
阪
朝
鮮
人
の
八
〇
・
九
％

が
大
阪
市
内
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
れ
を
区
別
に
み

る
と
、
東
成
区
が
も
っ
と
も
多
く
一
万
三
八
九
五
人

（
在
阪
朝
鮮
人
の
二
五
・
二
％
）、
こ
れ
に
港
区
、
東
淀

川
区
、
西
淀
川
区
、
此
花
区
、
北
区
、
西
成
区
、
浪

速
区
が
つ
づ
い
た
が
、
東
成
区
の
朝
鮮
人
人
口
の
多

さ
は
突
出
し
て
お
り
、
他
の
区
・
市
あ
る
い
は
郡
部

の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
在
阪
朝

鮮
人
が
多
く
居
住
し
た
の
は
、
大
正
一
四
（
一
九
二

五
）
年
の
大
阪
市
域
拡
張
の
際
、
大
阪
市
に
編
入
さ

れ
た
旧
東
成
郡
や
旧
西
成
郡
な
ど
で
あ
り
、
中
小
零

細
企
業
が
密
集
す
る
市
の
周
縁
部
で
あ
っ
た
。
一
カ

所
に
二
〇
〇
人
以
上
が
密
集
し
て
い
る
地
域
は
表
９

の
通
り
で
あ
る
。
大
阪
市
内
に
一
五
カ
所
あ
っ
た
が
、

表８ 在阪朝鮮人の分布
状況（昭和３年末調）

人 数市区郡別

２,９２３北 区大阪市
３,０４４此花区
１,８０２東 区
１,２３３南 区
２,７９９浪速区
３,１１３西淀川区
５３９西 区
４,９５６港 区
４,６５３東淀川区
１３,８９５東成区
１,５９１住吉区
１,１２２天王寺区
２,９１６西成区

４４,５８１（大阪市）計

１,６６５堺 市
１,１５１岸和田市
７,８０５府下郡部

５５,２０９（大阪府）合計

表９ 在阪朝鮮人の密集地（１カ所２００人以上）
（昭和３年末調）

人数戸数場 所

２４７２５天王寺区南日東町自１１番地至１４１番地
３７７３１船出町１１番地
４０２７５港区小林町仮小屋
３２０３８泉尾浜通２丁目
３７０８５船町仮小屋
９８４６３東成区大今里自３４２番地至５８３番地
３３４２７猪飼野町１３６６番地
１,４８３８０東小橋町自１５２番地至１５７番地
１,４６７１００中浜町４２７番地５番地
１,４９１９２鴫野町２１５番地
６１５９

ママ

猪飼野町自９２３番地至９２５番地
２７７３２猪飼野町８７３番地
２８６２５猪飼野町６２８番地
２５８２８鶴橋木野町３５５番地
２３８２５東淀川区中津浜通５丁目

９,１４９７８５計

出典：三木正一「在阪朝鮮人について」（『大大阪』第５
巻第４号）３８頁による。

註：猪飼野町の９戸は５９戸か。
出典：三木正一「在阪朝鮮人に

ついて」（『大大阪』第５巻
第４号）３８頁による。

註：計および合計は合わない
が、そのままにしている。
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東
成
区
九
カ
所
、
港
区
三
カ
所
、
天
王
寺
区
二
カ
所
、
東
淀
川
区
一

カ
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
五
カ
所
の
地
域
を
合
計
す
る
と
戸
数
は
七

八
五
戸
で
、
九
一
四
九
人
が
居
住
し
て
い
た
。
平
均
す
る
と
、
一
戸

当
り
一
一
・
七
人
で
あ
る
が
、
東
小
橋
町
の
密
集
地
で
は
一
戸
当
り

一
八
・
五
人
、
鴫
野
町
で
は
一
六
・
二
人
が
狭
い
家
屋
に
居
住
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
在
阪
朝
鮮
人
の
職
業

在
阪
朝
鮮
人
の
多
く
は
労
働
者
で
あ
っ
た
。
表

に
よ
れ
ば
、
昭

１０

和
三
（
一
九
二
八
）
年
末
で
は
在
阪
朝
鮮
人
五
万
五
二
〇
九
人
の
三

六
・
七
％
に
当
る
二
万
〇
二
六
四
人
が
「
各
種
職
工
」
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
、
紡
績
工
場
で
働
く
紡
績
工
が
三
一
〇
八
人
い
た
が
、
ほ
と

ん
ど
が
女
子
労
働
者
で
あ
っ
た
。
男
子
労
働
者
は
ガ
ラ
ス
工
（
二
九

六
七
人
）、
鉄
工
（
八
六
〇
人
）、
洋
晒
工
（
五
四
七
人
）、
ゴ
ム
工
（
四

四
五
人
）、
鍍
金
工
（
四
四
二
人
）
な
ど
、
各
種
職
工
と
し
て
小
規
模

な
工
場
に
就
業
し
て
い
た
。「
そ
の
他
の
労
働
者
」
は
一
万
七
四
四

五
人
で
、
三
一
・
六
％
を
占
め
る
が
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
土
木
工

事
に
従
事
す
る
者
で
あ
る
（
六
三
四
五
人
）。
次
い
で
雑
役
（
五
七
六

七
人
）
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
不
熟
練
労
働
者
と
し
て
劣
悪
な
労
働
条

件
の
も
と
で
就
労
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
就
労
し
得
た
者
は
よ

か
っ
た
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
末
で
も
、
在
阪
朝
鮮
人
の
五
・

六
％
に
当
る
三
一
一
五
人
が
失
業
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
六
月
末
に
は
在
阪
朝
鮮
人
が
六
万
四
七
四
二
人
に
増

え
、
そ
れ
に
と
も
な
い
各
職
業
の
人
数
も
増
加
し
た
。「
各
種
職
工
」

は
二
万
三
〇
五
九
人
（
在
阪
朝
鮮
人
の
三
五
・
六
％
）、「
そ
の
他
の
労

働
者
」
は
二
万
〇
五
三
三
人
（
同
三
一
・
七
％
）、
失
業
者
は
四
七
三

二
人
（
同
七
・
三
％
）
と
な
っ
た
。
こ
の
わ
ず
か
半
年
間
に
も
、
在

阪
朝
鮮
人
の
失
業
者
は
増
え
た
が
、
昭
和
恐
慌
期
に
は
急
増
し
た
。

岩
村
登
志
夫
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
昭
和
恐
慌
期
の
「
在
日
朝
鮮
人

（

）
２４

表１０ 職業別在阪朝鮮人数 （単位：人）

昭和４年６月末昭和３年末
年 月

職 業

３,２５９２,８１７学生及び自由業
４,４９１３,５８９商業従事者
２３,０５９２０,２６４各 種 職 工
２０,５３３１７,４４５その他の労働者
８,６６８７,９７９無 職 者
４,７３２３,１１５失 業 者

６４,７４２５５,２０９計

出典：昭和３年末は三木正一「在阪朝鮮人について」
（『大大阪』第５巻第４号）３９～４０頁、昭和４年６
月末は内務省警保局編『昭和四年中に於ける社
会運動の状況』１２２３頁による。

註：『状況』で「人夫」としているものを「その他の労
働者」としている。
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労
働
者
の
失
業
率
は
日
本
人
の
約
三
倍
に
達
し
、
大
阪
市
で
は
一
九

三
〇
年
一
〇
月
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
失
業
率
は
一
八
％
を
記
録
し
、

同
市
の
失
業
者
は
、
五
人
に
一
人
は
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
。
大
阪
・
堺

両
市
の
失
業
救
済
事
業
登
録
者
は
一
九
三
〇
年
末
に
一
万
四
〇
〇
〇

人
余
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
朝
鮮
人
が
六
〇
％
以
上
の
八
七
〇
〇

人
余
を
占
め
た
」
の
で
あ
る
。
恐
慌
の
打
撃
を
在
阪
朝
鮮
人
が
も
っ

と
も
強
く
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。

（
３
）
朝
鮮
人
保
護
事
業
と
「
内
鮮
融
和
」

在
阪
朝
鮮
人
が
増
加
す
る
と
共
に
多
様
な
団
体
が
結
成
さ
れ
た
が
、

朝
鮮
人
保
護
事
業
に
か
か
わ
っ
た
昭
和
初
期
の
団
体
に
は
表

に
掲

１１

げ
た
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
っ
と
も
活
動
し
た
の
は

内
鮮
協
和
会
で
あ
る
。
同
会
は
大
阪
府
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
融
和

団
体
で
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
五
月
に
財
団
法
人
の
認
可
を

受
け
、
大
阪
府
知
事
を
会
長
に
、
内
務
部
長
を
副
会
長
に
、
社
会
課

長
を
常
務
理
事
と
し
、
大
阪
府
と
朝
鮮
総
督
府
の
補
助
金
や
寄
付
金
、

事
業
収
入
な
ど
で
会
を
運
営
し
た
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、
表
に
示

す
よ
う
な
職
業
紹
介
・
共
同
宿
泊
・
夜
学
校
・
保
育
・
診
療
・
住

宅
・
隣
保
事
業
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
朝
鮮
人
の
福
利
増

進
に
つ
と
め
、「
内
鮮
融
和
」
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
大
正
一

（

）
２５

四
（
一
九
二
五
）
年
五
月
、
中
本
第
二
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
に
開

設
さ
れ
た
中
本
夜
学
校
は
「
東
成
区
中
道
町
一
帯
の
朝
鮮
人
を
対
象

に
し
て
小
学
校
程
度
の
教
育
を
施
し
、
あ
わ
せ
て
『
内
鮮
協
和
の
実

を
挙
げ
る
』
こ
と
を
目
的
と
し
、『
修
身
』『
国
語
（
日
本
語
）』『
算

術
』
を
主
に
修
業
年
限
三
年
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
五
年
か
ら
二
七

年
に
か
け
て
中
退
者
は
九
一
一
人
に
も
達
し
、
卒
業
者
は
二
八
年
ま

で
に
わ
ず
か
一
一
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

内
鮮
協
和
会
の
堺
夜
学
校
は
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
三
月
に
錦
小

学
校
の
校
舎
に
設
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
も
「
堺
市
と
周
辺
部
の
朝
鮮

人
を
対
象
と
し
て
小
学
校
程
度
の
教
育
を
施
し
、『
忠
君
愛
国
の
念

を
養
い
、
健
全
な
る
臣
民
を
養
成
す
る
を
以
て
目
的
と
し
』、
修
業

年
限
三
年
の
第
一
学
級
、
修
業
年
限
二
年
の
第
二
学
級
で
そ
れ
ぞ
れ

小
学
校
三
年
、
六
年
修
了
の
課
程
を
め
ざ
し
て
定
員
一
五
〇
人
と
し

た
が
、
一
九
三
三
年
ま
で
の
卒
業
者
は
九
八
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
」

と
い
う
。

相
愛
会
大
阪
本
部
も
朝
鮮
人
保
護
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
大
正

期
の
「
鮮
人
保
護
事
業
と
し
て
は
相
愛
会
大
阪
支
部
（
十
二
年
）・
内

鮮
協
和
会
（
十
三
年
）・
相
愛
会
大
阪
中
央
本
部
（
十
四
年
）
の
設
立

を
見
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
相
愛
会
は
大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）

（

）
２６

（

）
２７

（

）
２８
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表１１ 朝鮮人保護事業一覧

相愛会大阪本部内鮮協和会名 称

東成区東桃谷町東区大手前之町大阪府庁内位 置

財団法人財団法人
組織又ハ
経営主体

大正１２年９月大正１３年５月５日創 立

会長 丁臣變常務理事 藤澤喜久郎代 表 者

主事２、委員１１主事１、事務員８、保母８、嘱託１５従 事 員

１００,３００円基金

資
産
及
経
費

３７２坪２４ 時価 ２２,３３２円土地

時価 ２０,７６０円２３棟 ７１,３３０円建物

価格 ４,２６８円５０銭価格 １２,８００円備品

７,８６２円
経常部 ４７,５００円
臨時部 ３０,０００円

７７,５００円予算

事業収入、会費、補助金、寄付金
事業収入、資産収入、補助金、
寄付金、雑収入

財源

和泉、堺、淀川、西、佐
野、阪神、泉南ノ七部ヲ
有ス
求人数 ２,１３２
求職数 ２,４５６
紹介数 ２,０７４
就職数 ２,３８７
実人員 ３,２７０
延人員 ６,９２８
１,２８２
１２４
８６２
１,６８１
実人員 ６２６
延人員 ３,４１０

支部

職業紹介

無料宿泊

人事相談
旅費其他扶助
無料食券交付
住宅供給
夜学校

豊崎、鶴橋、木津川職業
紹介所
泉尾共同宿泊所
中本、今宮、堺夜学校
鶴橋、木津川、豊崎保育
所
豊崎診療院
豊崎、鶴橋、木津川住宅
豊崎、鶴橋、木津川隣保
館

職業紹介

共同宿泊
夜学校
保育

診療
住宅
隣保事業

事

業

桃谷大手前電 停
東 ５,３８０電 話
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城東協和会鶴橋内鮮自治会名 称

東成区大今里町中本警察署内東成区鶴橋北之町２丁目鶴橋警察署内位 置

会員組織会員組織
組織又ハ
経営主体

昭和３年９月２６日大正１３年５月１８日創 立

会長 小湊梅太郎会長 河野庄二郎代 表 者

会長１、副会長２、幹事長１、幹事４、常
務委員７、委員３０

従 事 員

１,４８０円基金

資
産
及
経
費

土地

建物

備品

５５６円４６６円予算

会費、寄付金会費、寄付金財源

６４世帯救 貧１１４職業紹介

事

業

５９職業紹介１６９貧民救済
６世帯罹災救助５３医療救護

槿花園補助１２３人事相談
棄権防止宣伝１２４失業救済

利用者ノ資格及手続
管内ニ居住スル者ニシテ委員ノ推
薦ニ依リ入会申込ノ手続ヲ為シタ
ル者

約８００会 員 数

今里鶴橋電 停
天王寺４．４４．（警察署）電 話
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内鮮青年団大阪総本部柏原日鮮自治会名 称

東淀川区木川西ノ町２丁目９３南河内郡柏原町大字市村柏原警察署内位 置

会員組織会員組織
組織又ハ
経営主体

昭和３年８月１６日大正１５年２月１日創 立

会長 金元福会長 岸本忠五郎代 表 者

団長１、副団長１、幹事８、部長８、
書記２

会長１、名誉会長１、幹事長１従 事 員

基金

資
産
及
経
費

土地

建物

価格 １００円備品

２０６円９６円予算

会費、寄付金会費、寄付金財源

１３１職業紹介朝鮮人戸口調査 １回

事

業

８０人事相談同 失業調査 １回
救貧 ６１
住宅争議解決 ４３
１７歳以上ノ男子入団原書ヲ提出シ
団長ノ許可ヲ要ス
団費 月２０銭

登録失業者労働手帳用写真費
補助 ７２件
利用者ノ資格及手続
会員ニ限ル会員ハ本会ノ趣旨目的ニ
賛同セル者

利用者ノ負担

阪急 十三大鉄 柏原電 停
柏原２電 話
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大成普通夜学校槿花園名 称

東成区中川町６８４東成区小橋北ノ町２丁目１５２位 置

個人経営個人経営
組織又ハ
経営主体

昭和３年２月１０日昭和５年１０月１８日創 立

権斗龍金永彦代 表 者

校長１、主事１、教員６
園長１、学務委員２、事務理事１、
保母２、教員３

従 事 員

１３０円基金

資
産
及
経
費

土地

時価 ５００円建物

価格 ３０円備品

５９５円８４９円予算

事業収入、寄付金事業収入、寄付金財源

夜学校 生徒数 ９３名幼児教育 ５５

事

業

大阪市内猪飼野、片江、中川、腹
見及大友ノ各町在住朝鮮人ノ貧困
児童タルヲ要シ保護者ヨリ申出デ
シム

夜 学 １３７
利用者ノ資格及手続
幼稚園々児ハ年齢４歳乃至７歳。夜
学部生徒ハ８歳以上ニシテ父母又ハ
後見人ヨリ願書ヲ提出セシム

利用者ノ負担
園児ハ無料
生徒ハ月謝２０銭 免除スルコトアリ

大軌 今里小橋西ノ町電 停
電 話
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大阪朝鮮人自治青年団大和田内鮮同愛会名 称

東成区中川町６８４
西淀川区大和田町４９
大和田警察署内

位 置

会員組織会員組織
組織又ハ
経営主体

昭和３年１月２２日昭和２年９月２５日創 立

会長 権斗龍会長 仲島忠次代 表 者

園長１、副園長１、幹事長１、幹事
６、書記６

会長１、副会長１、会計１、幹事長１、幹
事４、委員３１、顧問相談役１５

従 事 員

１,５００円基金

資
産
及
経
費

土地

建物

備品

４７６円６１５円予算

会費、寄付金事業収入、寄付金財源

講習会講演会開催８９職業紹介

事

業

家族慰安会開催１６２人事相談
衛生思想普及３１救 貧
救貧６医 療
模範鮮人表彰４８６無料種痘
利用者ノ資格及手続
満１６歳以上満３０歳以下ノ男子ニシ
テ品行方正ナル者申込書ニ依リ調
査ノ上決定ス

利用者ノ負担 会費１ケ月２０銭

体育奨励
教育奨励

１３其他救護
利用者ノ資格及手続
管内居住者ニ限リ会長ノ承認シタル
モノ申込書ニ記入申込ム

利用者ノ負担

大軌 今里阪神 福電 停
土佐堀 ７９０（警察署）電 話
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内鮮協会総本部済州共済会大阪支部名 称

西淀川区大仁本町３丁目３１東成区南中道３丁目１３０位 置

会員組織会員組織
組織又ハ
経営主体

昭和４年２月１０日昭和２年５月１日創 立

会長 牧本万助支部長 田中半治代 表 者

会長１、副会長２、部長８理事１、主事１、書記３従 事 員

１４,７６２円１３銭基金

資
産
及
経
費

７８坪０２ 時価 ９,３６８円土地

５９坪 時価 ７,７６５円建物

価格 ５００円備品

３,９８７円１５,８２１円予算

会費、事業収入、寄付金会費、事業収入財源

４６７職業紹介１,４０５保護注意

事

業

２１住宅３２８職業紹介
５６９事故調停受付６２２件 解決６２２人事相談
８３０貧民救済２５０救 護
７５思想善導実人員８８ 延人員４７７施 療

利用者ノ資格及手続
年齢１８歳以上５０歳以下ノ者ニシテ
会員ノ紹介ニ依リ入会申込ノ手続
ヲ行フ

１７件 学費補助９奨 学
３,０７０事情案内
１４室、人員６４貸間貸家

利用者ノ資格及手続
済州島出身ニシテ確実ナル目的ノ下
ニ出稼ニ来阪シタルトキ本会ニ加入
セシム

利用者ノ負担 １ケ年８０銭

阪神北大阪線 大仁玉造電 停
南 ４,２３５電 話
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韶羅親友会大阪総本部大阪府朝鮮青年団本部名 称

北区北同心町２丁目５５大正区泉尾松ノ町２丁目２０位 置

会員組織会員組織
組織又ハ
経営主体

昭和３年８月２２日昭和６年４月２日創 立

会長 朴春基団長 田中藤太郎代 表 者

会長１、副会長２、事務１、総務２、書
記１、部長７、相談役１０、顧問２

団長１、副団長２、事務員１、部長６、会
計２、幹事１５

従 事 員

基金

資
産
及
経
費

土地

建物

備品

１,５６０円８７０円予算

会費、寄付金会費、寄付金財源

１２４住宅争議調停２１回月例修養講演会

事

業

３,２６５人事相談宣伝１３回防火宣伝講演会
衛生思想普及講演３回
奨学（学資補助）３回時 事 講 演 会

５５６職業紹介８０雑 件
救 護 １５１
利用者ノ資格及手続
会員ニ限ル会員ハ大阪在住ノ内鮮
人ニシテ会ノ趣旨目的ニ賛同スル
者

利用者ノ負担 月額１０銭

利用者ノ資格及手続
大阪府下在住ノ１５歳以上ノ男子団員
ノ紹介ニ依リ申込書記入入会ス

利用者ノ負担
正団員及特別団員５銭
賛助団員（一時金ヲ拠出シタル者）

扇橋泉尾松ノ町電 停
電 話
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大同協会関西本部在大阪朝鮮人平和会本部名 称

東淀川区本庄東通２丁目１０西成区北開３丁目９位 置

会員組織会員組織
組織又ハ
経営主体

昭和５年６月１日昭和４年７月１日創 立

会長 山本芳治会長 崔秉基代 表 者

会長１、副会長２、総務３、部長４
幹事２４、部員３

会長１、副会長２、総務２、庶務２、
部長３、財務１、顧問５

従 事 員

６００円基金

資
産
及
経
費

土地

時価 １,２００円建物

備品

１,９６８円２４１円予算

会費、寄付金会費、寄付金財源

１２７職業紹介講演会開催

事

業

５３保護救済１５人救 護
７５相談指導６労働争議調停
５４３金品給与１８職 業 紹 介
８３福利教化２５モヒ患者保護

利用者ノ資格及手続
思想堅実善良ナル者ニシテ会員ノ
紹介ニ依リ加入セシム

利用者ノ負担
其 他 支部．城北支部及北支部ヲ

有ス

利用者ノ資格及手続
入会申込書ニ記入入会金ヲ添ヘ申込
ム

利用者ノ負担 会費月２０銭

中崎町南海本線 今宮電 停
電 話
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協進会朝鮮人協会総本部名 称

東成区猪飼野町８３８住吉区阿倍野筋５丁目６６位 置

会員組織会員組織
組織又ハ
経営主体

昭和２年１月１６日大正１１年７月２４日創 立

会長 李在鶴会長 李善洪代 表 者

会長１、副会長１、総務４、部長８、
幹事長５、幹事５０、常務員３

会長１、総務２、部長８、書記長１、
幹事３３、書記１

従 事 員

基金

資
産
及
経
費

土地

建物

備品

１,８００円３,３９１円予算

経営者醵出会費、寄付金財源

求職５７２ 紹介２３９職業紹介１４８職 業 紹 介
事

業

２１人事相談５３借家争議調停
１８９患者周旋内鮮人結婚媒介

利用者ノ資格及手続
失業者、無住居者、新渡来者ニシ
テ会員ノ紹介ニ依リ許可ヲ得テ入
所ス

思 想 善 導
利用者ノ資格及手続
原則トシテ１戸ヲ構フル者会員ノ紹
介ニ依リ入会ス

利用者ノ負担

猪飼野阿倍野電 停
電 話

出典：大阪社会事業聯盟編『大阪社会事業年報』（大阪社会事業聯盟、昭和８年）２９６～３０４頁による。
註：明らかに誤字と思われるものは訂正した。また、一部漢数字を算用数字に改めるなどした。
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年
に
東
京
に
お
い
て
結
成
さ
れ
、
そ
の
支
部
で
あ
る
相
愛
会
大
阪
支

部
が
大
正
一
二
（
一
九
二
二
）
年
に
、
相
愛
会
大
阪
中
央
本
部
が
大

正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
に
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
相
愛
会
大
阪
中
央

本
部
が
表

の
相
愛
会
大
阪
本
部
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
相
愛
会
大
阪

１１

本
部
の
下
に
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
こ
ろ
七
支
部
が
あ
り
、
職

業
紹
介
・
無
料
宿
泊
・
人
事
相
談
・
旅
費
そ
の
他
扶
助
・
無
料
食
券

交
付
・
住
宅
供
給
・
夜
学
校
な
ど
の
事
業
を
行
な
っ
た
。
表

で
は

１１

分
か
り
に
く
い
が
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
一
月
の
『
大
阪
朝
日
』
に

よ
れ
ば
、
相
愛
会
和
泉
支
部
は
泉
南
郡
西
信
達
村
の
大
阪
紡
績
の
朝

鮮
人
労
働
者
と
そ
の
家
族
五
〇
〇
人
に
民
族
衣
装
の
着
用
を
禁
じ
、

さ
ら
に
岸
和
田
市
在
住
の
朝
鮮
人
三
〇
〇
〇
人
に
つ
い
て
も
同
じ
よ

う
な
こ
と
を
計
画
し
て
い
た
か
ら
、
同
会
は
日
本
の
植
民
地
支
配
を

容
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
お
も
ね
る
親
日
融
和
団
体
と
い
う

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
八
月
に
岸
和
田
紡

績
会
社
の
本
社
工
場
で
、
朝
鮮
人
女
性
労
働
者
の
争
議
が
起
こ
っ
た

が
、
そ
の
際
「
岸
和
田
署
長
は
親
日
融
和
団
体
相
愛
会
の
幹
部
に
も

助
力
を
依
頼
し
」
て
争
議
を
収
拾
さ
せ
た
。
ま
た
、
翌
年
五
月
に
岸

和
田
紡
績
堺
分
工
場
で
も
争
議
が
発
生
す
る
が
、
同
工
場
の
労
働
者

の
状
態
に
つ
い
て
岩
村
登
志
夫
氏
は
「
岸
紡
の
従
業
員
の
三
〇
％
な

い
し
四
〇
％
は
、
丁
臣
変
ら
の
相
愛
会
岸
和
田
支
部
が
朝
鮮
で
募
集

（

）
２９

（

）
３０

し
た
出
稼
婦
人
労
働
者
で
あ
っ
た
が
、
同
堺
分
工
場
の
一
九
二
九
年

末
の
平
均
賃
金
男
子
一
円
三
七
銭
、
女
子
一
円
二
六
銭
は
、
府
下
の

他
の
紡
績
工
場
に
く
ら
べ
て
か
な
り
低
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
一

九
三
〇
年
二
月
か
ら
四
月
初
に
か
け
て
三
回
、
計
一
二
％
も
引
下
げ

ら
れ
、
こ
れ
に
操
業
短
縮
が
重
な
っ
て
実
収
賃
金
は
四
〇
％
も

減
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
名
の
で
て
い
る
丁
臣
変
こ
そ
相

愛
会
大
阪
本
部
の
会
長
で
あ
る
。
丁
臣
変
ら
相
愛
会
大
阪
本
部
お
よ

び
支
部
の
幹
部
ら
は
、
企
業
に
朝
鮮
人
労
働
者
を
斡
旋
し
、
賃
金
の

上
前
を
は
ね
た
り
、
労
働
争
議
に
は
警
察
に
協
力
し
、
企
業
側
に

立
っ
て
、
争
議
に
参
加
し
て
い
る
朝
鮮
人
労
働
者
を
抑
圧
す
る
役
割

を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
相
愛
会
は
朝
鮮
人
保
護
事
業
を
行
な
う
と

い
っ
て
も
、
か
な
り
問
題
の
あ
る
団
体
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
城
東
協
和
会
は
、

朝
鮮
人
が
密
集
し
て
い
た
東
成
区
の
中
本
警
察
署
管
内
の
者
を
会
員

と
し
、
救
貧
・
職
業
紹
介
・
罹
災
救
助
・
槿
花
園
補
助
・
棄
権
防
止

宣
伝
の
事
業
を
行
な
っ
た
。
会
長
は
中
本
署
長
で
あ
り
、
管
内
に
在

住
す
る
府
会
議
員
や
市
会
議
員
の
ほ
か
、
方
面
委
員
・
学
校
長
・
医

師
・
工
場
主
・
家
主
ら
を
顧
問
や
評
議
員
ま
た
は
賛
助
員
と
し
た
。

だ
が
、
警
察
署
長
を
会
長
と
し
、
警
察
署
内
に
お
か
れ
た
城
東
協
和

会
は
「
朝
鮮
人
集
団
居
住
地
に
お
け
る
警
察
機
構
と
方
面
委
員
組
織

（

）
３１
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と
を
一
体
化
し
た
朝
鮮
人
『
皇
民
』
化
方
策
」
を
推
進
す
る
組
織
で

あ
っ
た
。

鶴
橋
内
鮮
自
治
会
や
柏
原
日
鮮
自
治
会
、
そ
れ
に
大
和
田
内
鮮
同

愛
会
も
警
察
署
内
に
お
か
れ
て
お
り
、
朝
鮮
人
保
護
事
業
を
行
な
う

団
体
で
あ
る
と
い
う
も
の
の
、
警
察
は
こ
の
組
織
を
朝
鮮
人
の
取
り

締
ま
り
や
情
報
収
集
に
利
用
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

朝
鮮
人
協
会
総
本
部
は
、
職
業
紹
介
・
借
家
争
議
調
停
・
内
鮮
人

結
婚
媒
介
・
思
想
善
導
を
事
業
と
し
て
行
な
う
親
日
融
和
団
体
で

あ
っ
た
。
た
だ
、
会
長
の
李
善
洪
は
、
朝
鮮
人
協
会
が
設
立
さ
れ
た

大
正
一
一
（
一
九
二
二
）
年
こ
ろ
、
労
働
運
動
や
水
平
運
動
に
も
関

心
を
い
だ
き
、
水
平
社
幹
部
の
泉
野
利
喜
蔵
や
米
田
富
ら
と
交
流
し
、

関
西
朝
鮮
人
聯
盟
を
組
織
し
て
水
平
社
と
連
携
し
よ
う
と
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
彼
は
、
岩
村
登
志
夫
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
大
正
一
一

（
一
九
二
二
）
年
一
二
月
に
在
阪
朝
鮮
人
労
働
者
が
中
心
と
な
っ
て
大

阪
朝
鮮
人
労
働
者
同
盟
会
の
創
立
大
会
を
開
催
す
る
が
、
そ
の
際
大

会
妨
害
を
企
て
た
。
ま
た
、
昭
和
に
は
い
る
と
後
に
詳
述
す
る
よ
う

に
、
衆
議
院
議
員
選
挙
に
大
阪
第
四
区
か
ら
無
所
属
で
立
候
補
し
、

落
選
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
李
善
洪
は
在
阪
朝
鮮
人
社
会
の
ボ

ス
で
あ
り
、「
内
鮮
融
和
」
に
つ
と
め
た
人
物
で
あ
っ
て
、
朝
鮮
人
協

会
は
朝
鮮
人
の
経
営
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
朝
鮮
総
督
府
や
大
阪

（

）
３２

（

）
３３

（

）
３４

（

）
３５

府
・
大
阪
市
の
関
係
者
の
支
援
を
受
け
た
融
和
団
体
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
表

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
人
保
護
事
業

１１

に
か
か
わ
っ
た
団
体
や
施
設
は
、
大
阪
府
や
大
阪
市
あ
る
い
は
警
察

署
な
ど
の
主
導
の
も
と
に
運
営
し
た
り
、
在
阪
朝
鮮
人
が
行
政
の
支

援
を
受
け
て
運
営
し
た
り
し
て
お
り
、
規
模
も
性
格
も
一
様
で
な
い

が
、
い
ず
れ
も
朝
鮮
人
の
福
利
増
進
を
図
り
「
内
鮮
融
和
」
を
目
的

と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
種
の
朝
鮮
人
保
護
事
業

は
、
激
増
す
る
在
阪
朝
鮮
人
の
住
宅
・
職
業
（
失
業
）・
衛
生
・
教
育

な
ど
の
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、
朝
鮮
人
の
福
利
増
進
を
は
か
っ
た

と
い
う
も
の
の
、
昭
和
初
年
の
恐
慌
期
に
お
い
て
は
一
部
の
在
阪
朝

鮮
人
を
救
済
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

（
４
）
在
阪
朝
鮮
人
の
社
会
労
働
運
動

Ａ
大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
と
労
働
争
議

来
阪
し
た
朝
鮮
人
の
多
く
は
労
働
者
で
あ
り
、
不
況
下
に
お
い
て

は
日
本
人
労
働
者
と
競
合
し
、
苦
し
い
生
活
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
各
種
朝
鮮
人
保
護
事
業
は
、
こ
う
し
た
苦
境
に
あ
え
ぐ

在
阪
朝
鮮
人
の
生
活
環
境
を
改
善
し
、「
内
鮮
融
和
」
を
図
ろ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
朝
鮮
人
労
働
者
ら
に
よ
る
民
族
差
別
の
撤

廃
や
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
を
求
め
る
運
動
も
、
大
正
期
か
ら
進
め
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ら
れ
て
い
た
。
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
二
月
、
全
国
的
組
織
で

あ
る
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟
（
在
日
労
総
）
が
東
京
に
お
い
て
設

立
さ
れ
た
。
そ
れ
に
大
阪
の
大
阪
朝
鮮
労
働
者
同
盟
会
（
大
正
一
一

年
設
立
）・
堺
朝
鮮
労
働
同
志
会
・
西
成
朝
鮮
労
働
同
盟
会
・
大
阪
光

済
会
・
今
福
朝
鮮
労
働
組
合
・
鶴
町
朝
鮮
労
働
組
合
・
城
東
朝
鮮
労

働
同
盟
会
の
七
団
体
が
加
盟
し
た
。
そ
の
後
、
在
日
労
総
の
組
織
再

編
成
の
方
針
に
し
た
が
い
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
九
月
、
大
阪
朝

鮮
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
労
働
同
盟
や
労
働
組
合

を
地
域
別
一
般
合
同
労
働
組
合
に
改
め
、
此
花
・
北
部
・
東
北
・
東

南
・
港
・
西
成
・
堺
・
泉
北
の
各
支
部
を
設
け
、
組
合
の
本
部
を
西

成
区
中
開
五
丁
目
の
西
成
支
部
事
務
所
に
置
い
た
。

大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
は
在
阪
朝
鮮
人
の
組
織
化
に
つ
と
め
た
の
で
、

最
盛
期
の
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
秋
に
は
一
万
七
〇
〇
〇
人
の

組
合
員
を
擁
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
不
況
が
つ
づ
い
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
在
阪
朝
鮮
人
が
激
増
し
た
の
で
、
失
業
者

が
増
加
し
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
賃
金
引
下
げ
、
解
雇
が
相
次
ぎ
、
府

内
の
各
所
で
争
議
が
発
生
し
た
。
大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
の
各
支
部
の

組
合
員
は
、
そ
れ
ら
の
争
議
を
応
援
し
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
地
位
を

ま
も
る
た
め
に
た
た
か
っ
た
。 （

）
３６

（

）
３７

（

）
３８

（

）
３９

Ｂ
在
日
本
朝
鮮
労
働
総
同
盟
の
全
協
へ
の
解
消
と
労
働
争
議

大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
四
月
に
結
成
さ
れ
た
朝
鮮
共
産
党
は
、

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
に
朝
鮮
共
産
党
日
本
総
局
を
設
け
、

在
日
朝
鮮
人
の
組
織
化
に
つ
と
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
三
（
一
九

二
八
）
年
以
来
、
日
本
共
産
党
や
朝
鮮
共
産
党
日
本
総
局
は
弾
圧
を

受
け
、
在
日
労
総
幹
部
も
多
数
検
挙
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
在
日
労

総
の
運
動
は
一
時
沈
滞
し
た
が
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
九
月
以

降
、
検
挙
を
免
れ
た
者
に
よ
り
、
在
日
労
総
の
指
導
部
を
確
立
強
化

し
、
全
協
（
日
本
労
働
組
合
全
国
協
議
会
）
へ
の
解
消
闘
争
が
展
開
さ

れ
た
。
在
日
労
総
を
解
消
す
る
理
由
は
、
労
総
加
盟
の
各
地
方
組
合

に
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
従
来
在
日
本
朝
鮮
労
働

総
同
盟
は
労
働
階
級
独
自
の
闘
争
を
等
閑
に
し
て
朝
鮮
共
産
党
の
指

導
下
に
活
動
し
、
或
は
鮮
内
の
民
族
的
闘
争
と
結
ん
で
労
総
の
革
命

的
組
合
闘
争
を
妨
害
し
、
且
内
地
左
翼
団
体
と
の
連
絡
阻
隔
し
た
為

日
本
帝
国
主
義
の
特
殊
的
弾
圧
に
逢
ひ
中
心
分
子
を
失
ふ
に
至
っ
た
」

が
、
こ
れ
は
運
動
方
針
の
誤
り
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
そ
の

誤
り
を
清
算
す
る
に
は
「
従
来
朝
鮮
共
産
党
の
指
導
下
に
あ
っ
た
為

特
殊
的
弾
圧
を
加
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
日
本
内
地
に
於
い
て
は

日
本
共
産
党
の
指
導
下
に
入
る
べ
く
、
此
の
支
配
階
級
の
攻
勢
に
対

抗
し
て
真
に
労
働
階
級
の
利
益
を
擁
護
獲
得
す
べ
き
途
は
全
労
働
階

（

）
４０
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級
の
共
同
闘
争
以
外
に
何
物
も
な
い
。
直
に
在
日
本
朝
鮮
労
働
階
級

の
利
益
を
代
表
し
忠
実
に
闘
争
す
る
為
に
は
一
切
の
民
族
的
闘
争
を

放
棄
し
真
に
左
翼
労
働
組
合
と
し
て
徹
底
的
権
力
獲
得
の
闘
争
を
為

す
べ
き
で
あ
る
。
日
鮮
労
働
者
の
労
働
条
件
は
完
全
に
一
致
し
て
居

り
、
賃
金
の
差
別
民
族
的
差
別
等
の
特
殊
的
弾
圧
は
日
本
労
働
階
級

の
為
す
と
こ
ろ
に
非
ず
し
て
日
本
帝
国
主
義
の
所
作
で
あ
る
か
ら
、

此
等
差
別
の
撤
廃
は
日
本
労
働
階
級
と
の
協
力
な
く
し
て
は
実
現
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
。
然
る
に
日
本
に
於
け
る
労
働
階
級
の
階
級
的

擁
護
権
力
獲
得
の
闘
争
を
遂
行
す
る
革
命
的
労
働
団
体
は
日
本
労
働

組
合
全
国
協
議
会
で
あ
る
か
ら
之
に
合
流
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」

と
し
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
一
二
月
一
四
日
夜
、
大
阪
市
西
成
区
旭

南
通
八
丁
目
の
金
龍
柱
宅
で
在
日
労
総
の
全
国
代
表
者
会
議
な
ら
び

に
拡
大
中
央
執
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
在
日
労
総
の
解
体
が
決
議

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
は
昭
和
五
（
一
九
三

〇
）
年
四
月
、
解
体
声
明
書
を
発
表
し
、
日
常
闘
争
を
通
じ
て
全
協

系
の
産
業
別
組
合
に
合
流
し
た
。
大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
の
各
支
部
に

つ
い
て
い
え
ば
、
同
年
四
月
は
じ
め
に
北
部
支
部
が
大
阪
化
学
労
働

組
合
へ
、
西
成
支
部
が
大
阪
皮
革
労
働
組
合
へ
、
東
北
支
部
が
大
阪

金
属
労
働
者
組
合
支
部
へ
、
港
・
泉
州
両
支
部
は
全
協
木
材
・
金

（

）
４１

（

）
４２

属
・
一
般
へ
解
消
し
た
と
い
う
。
だ
が
、
東
成
区
今
福
の
大
阪
朝
鮮

労
働
組
合
東
北
支
部
の
場
合
、「
中
堅
分
子
一
〇
人
余
が
全
協
へ
再

組
織
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
自
由
労
働
者
が
多
か
っ
た
組
合
員
大
衆

は
放
置
さ
れ
、
老
練
幹
部
は
多
数
排
除
さ
れ
」
た
。
全
国
的
に
も
在

日
労
総
の
全
協
へ
の
解
消
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
い
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、

在
日
労
総
の
解
体
が
決
議
さ
れ
た
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
一
二
月

当
時
、
労
総
加
盟
組
合
員
が
二
万
三
〇
〇
〇
余
人
が
い
た
が
、
解
体

が
完
了
し
た
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
一
〇
月
ま
で
に
全
協
へ
加
盟

し
た
朝
鮮
人
組
合
員
は
、
わ
ず
か
二
六
六
〇
余
人
で
あ
っ
た
。
し
か

も
、
そ
の
う
ち
約
一
一
〇
〇
人
が
在
阪
朝
鮮
人
労
働
者
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
全
協
組
織
内
に
お
け
る
朝
鮮
人
の
地
位
や
役
割
を

み
て
も
、「
昭
和
五
六
年
中
に
於
て
は
殆
ど
下
部
組
織
に
属
し
て
上

部
の
指
令
に
基
き
行
動
隊
等
に
編
成
さ
れ
各
種
カ
ン
パ
に
参
加
し
或

は
文
書
の
貼
徹
布
に
動
員
さ
れ
、
争
議
に
際
し
裏
面
よ
り
之
を
画
策

煽
動
し
或
は
街
頭
連
絡
に
当
る
等
日
常
闘
争
に
於
け
る
行
動
方
面
を

分
担
」
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
朝
鮮
人
が
全
協
に
お
い
て
重
要
な

地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
昭
和
七
（
一
九
二
二
）
年
に
は

い
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
在
日
労
総
の
解
体
問
題
で
、
在
日
朝
鮮
人
労
働
者
の

組
織
が
ゆ
れ
た
が
、
こ
の
こ
ろ
朝
鮮
人
労
働
者
に
よ
る
労
働
争
議
が

（

）
４３

（

）
４４

（

）
４５
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多
発
し
た
。
表

で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
昭
和
四

１２

（
一
九
二
九
）
年
一
月
か
ら
同
年
九
月
末
に
か
け
、
全

国
で
七
六
六
一
人
が
二
五
六
件
の
労
働
争
議
に
参
加

し
た
。
こ
れ
ら
の
争
議
の
多
く
は
、
在
日
労
総
の
指

導
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

こ
の
時
期
に
在
阪
朝
鮮
人
に
よ
る
労
働
争
議
は
四
二

件
で
、
五
八
七
人
が
参
加
し
た
が
、
在
日
労
総
の
下

部
組
織
で
あ
る
大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
の
指
導
・
支
援

に
よ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

在
日
労
総
の
解
体
の
時
期
と
重
な
る
昭
和
四
（
一

九
二
九
）
年
一
〇
月
か
ら
翌
五
年
九
月
末
に
か
け
て

は
、
昭
和
恐
慌
に
も
影
響
さ
れ
て
在
日
朝
鮮
人
労
働

者
の
争
議
は
増
加
し
た
。
全
国
で
は
一
万
三
八
〇
三

人
が
四
八
六
件
の
労
働
争
議
に
参
加
し
た
。
大
阪
で

は
こ
の
一
年
間
に
一
四
〇
四
人
が
五
六
件
の
労
働
争

議
に
参
加
し
た
。
そ
し
て
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年

の
春
ご
ろ
ま
で
は
大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
の
指
導
・
支

援
を
受
け
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
大
阪
朝
鮮
労
働

組
合
の
全
協
へ
の
解
消
後
は
全
協
の
指
導
し
た
争
議

も
あ
っ
た
。

（

）
４６

表１２ 在阪・在日朝鮮人労働紛争議調

昭和５年１１月１日
～６年１０月３１日

昭和４年１０月１日
～５年９月３０日

昭和４年１月１日
～４年９月３０日

全国大阪全国大阪全国大阪

１０３７１５３４７９３件数
賃金支払要求

３,３８６３４２５,７２８８６２,３８１５９人員

５６１１４３５２２１件数
解雇職工復職要求

８８５２２９５３７９１４０４７０人員

５５１１３７１２２６１２件数
賃金値下反対

１,９３６５６０１,４３９６１０１,０３９１９６人員

６５７４３６３７３件数
賃金値上要求

３,７５０９６２,８８７１８０２,５６４４７人員

６２２０７４１５４５１０件数
解雇手当要求

１,５１０４０７９５７１５２５８１３３人員

２３６１７６６４件数
休業反対

１,６４０１１９３２８１７２７８４２人員

１１９７１１９８４１１３件数
その他

１,９７２２４１１,９２７１１３６１４１４０人員

４８３６９４８６５６２５６４２件数
計

１５,０７９１,９９４１３,８０３１,４０４７,６６１５８７人員

出典：内務省警保局編『昭和四年中に於ける社会運動の状況』１１９９頁（『状況』１昭和２～４年所
収）、『状況』２昭和５年、１２０９頁、『状況』３昭和６年、１１６５頁による。

種 別

期 間

地域
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昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
一
一
月
か
ら
翌
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年

一
〇
月
末
ま
で
の
間
に
は
、
六
年
九
月
一
八
日
に
満
州
事
変
が
勃
発

す
る
が
、
不
況
の
中
に
あ
り
、
在
日
朝
鮮
人
の
労
働
争
議
は
更
に
増

加
し
た
。
全
国
で
は
一
万
五
〇
七
九
人
が
四
八
三
件
の
争
議
に
参
加

し
た
。
大
阪
で
は
一
九
九
四
人
が
六
九
件
の
争
議
に
参
加
し
た
。

こ
の
表

に
掲
げ
た
時
期
に
お
け
る
在
阪
朝
鮮
人
労
働
者
の
労
働

１２

争
議
は
、
参
加
者
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
だ
け
で
な
く
、
一
件
当

た
り
の
平
均
参
加
者
も
増
加
し
て
い
る
。
不
況
下
で
あ
る
ゆ
え
、
争

議
の
原
因
が
賃
金
値
上
げ
を
要
求
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
賃
金
値
下

げ
反
対
、
解
雇
手
当
の
要
求
、
休
業
反
対
な
ど
、
生
活
防
衛
的
な
も

の
が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年

末
ま
で
は
大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
、
同
組
合
が
解
消
す
る
と
全
協
の
指

導
・
支
援
を
受
け
た
争
議
が
多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
朝
鮮
人

が
主
力
と
な
っ
て
起
こ
し
た
争
議
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
昭
和

五
（
一
九
三
〇
）
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
の
岸
和
田
紡
績
会
社

堺
分
工
場
の
労
働
争
議
で
あ
る
。
こ
の
争
議
の
経
過
に
つ
い
て
は
、

先
学
の
研
究
も
あ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
争
議
の
初
期
に
は
日
・
朝

労
働
者
の
連
帯
も
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
全
協
の
影
響
が
強
ま
る
と

と
も
に
、
朝
鮮
人
労
働
者
ら
が
工
場
を
襲
撃
す
る
な
ど
し
た
た
め
弾

圧
さ
れ
、
争
議
は
敗
北
に
終
わ
っ
た
。

（

）
４７

昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
八
月
の
中
河
内
郡
縄
手
村
に
あ
る
日
本

理
器
の
争
議
で
は
、
朝
鮮
人
と
被
差
別
部
落
民
の
約
六
〇
人
が
一
団

と
な
っ
て
額
田
警
察
分
署
を
襲
撃
し
、
被
検
束
者
を
奪
還
し
た
。

こ
の
よ
う
に
日
本
人
労
働
者
や
被
差
別
部
落
民
と
朝
鮮
人
労
働
者

が
共
闘
す
る
こ
と
も
み
ら
れ
た
が
、
共
闘
体
制
が
確
立
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
二
月
、
大
阪
ゴ
ム
工

組
合
（
全
協
加
盟
）
の
指
導
を
受
け
て
闘
わ
れ
た
東
成
区
大
今
里
中

本
町
の
東
亜
ゴ
ム
の
争
議
で
は
、
組
合
員
で
あ
る
朝
鮮
人
労
働
者
だ

け
が
参
加
し
、
日
本
人
労
働
者
は
参
加
せ
ず
、
工
場
主
側
に
立
っ
て

争
議
を
妨
害
す
る
な
ど
し
た
た
め
、
惨
敗
に
終
わ
っ
た
。

Ｃ
大
阪
・
済
州
島
航
路
と
東
亜
通
航
組
合

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
二
月
に
大
阪
と
済
州
島
と
を
直
航
す

る
朝
鮮
人
専
用
汽
船
の
航
路
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
済
州
島

か
ら
渡
来
し
、
大
阪
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
が
増
加
し
た
。
す
る
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
定
期
航
路
を
利
用
し
て
大
阪
と
済
州
島
と
を
往

来
す
る
朝
鮮
人
が
増
加
し
た
。
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
こ
ろ
、
定

期
航
路
を
設
け
て
い
た
尼
崎
汽
船
部
や
朝
鮮
郵
船
の
大
阪
・
済
州
島

間
の
船
賃
は
、
片
道
一
二
円
五
〇
銭
で
あ
っ
た
。
こ
の
高
額
船
賃
に

対
し
て
は
利
用
者
の
不
満
が
強
く
、
船
賃
引
下
げ
を
要
求
す
る
気
運

が
次
第
に
高
ま
り
、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
四
月
、
済
州
島
住
民
が

（

）
４８

（

）
４９

（

）
５０

（

）
５１
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尼
崎
汽
船
部
と
朝
鮮
郵
船
に
船
賃
の
値
下
げ
を
求
め
た
が
、
両
社
に

拒
絶
さ
れ
た
。
在
阪
朝
鮮
人
も
、
済
州
島
住
民
の
動
き
に
呼
応
し
て
、

同
月
天
王
寺
公
会
堂
で
済
州
島
民
大
会
を
開
き
、
参
加
者
約
二
〇
〇

〇
人
が
船
賃
の
値
下
げ
と
乗
客
の
待
遇
改
善
の
要
求
を
決
議
し
、
実

行
委
員
を
選
ん
で
両
社
と
交
渉
し
た
が
、
こ
れ
も
拒
否
さ
れ
た
。
そ

こ
で
、
済
州
島
出
身
者
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
大
阪
と
済
州
島
を
結

ぶ
航
路
の
自
主
運
航
を
め
ざ
す
運
動
を
は
じ
め
た
。
昭
和
五
（
一
九

三
〇
）
年
四
月
、
在
阪
朝
鮮
人
と
済
州
島
在
住
民
約
四
五
〇
〇
人
に

よ
り
東
亜
通
航
組
合
を
結
成
し
た
。
そ
し
て
九
月
、
臨
時
大
会
を
開

き
、
船
賃
六
円
五
〇
銭
で
一
一
月
一
日
か
ら
傭
船
「
蛟
龍
丸
」
で
開

航
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
朝
鮮
郵
船
な
ど
既
存
の

汽
船
会
社
は
、
船
賃
を
一
二
円
五
〇
銭
か
ら
六
円
五
〇
銭
に
値
下
げ

し
、
さ
ら
に
優
待
券
を
添
付
す
る
な
ど
し
て
対
抗
し
た
。

蛟
龍
丸
の
傭
船
契
約
は
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
ま
で
で

あ
っ
た
の
で
、
三
月
に
就
航
を
中
断
し
た
。
東
亜
通
航
組
合
は
、
こ

の
五
カ
月
間
に
多
額
の
負
債
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
大
衆

の
支
持
が
得
ら
れ
た
と
み
て
、
伏
木
丸
を
購
入
し
、
六
年
一
二
月
一

日
に
再
航
し
た
。
す
る
と
既
存
の
汽
船
会
社
は
、
船
賃
を
六
円
五
〇

銭
か
ら
三
円
に
引
下
げ
た
。
ま
た
、
伏
木
丸
は
最
初
の
就
航
の
帰
航

時
に
座
礁
し
、
こ
の
救
出
に
多
額
の
資
金
を
費
や
し
た
の
で
、
東
亜

（

）
５２

通
航
組
合
は
経
営
危
機
に
陥
っ
た
。
そ
の
上
、
全
協
が
活
動
の
場
と

し
て
東
亜
通
航
組
合
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
、
官
憲
の
弾

圧
を
受
け
、
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
一
二
月
に
伏
木
丸
の
就
航
を

停
止
し
た
。

東
亜
通
航
組
合
が
阪
済
航
路
の
船
賃
値
下
げ
の
た
め
に
闘
っ
た
の

は
短
期
間
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
活
動
に
つ
い
て
吉
浦
大
蔵
氏
は
「
民

族
的
企
業
団
体
と
し
て
昭
和
五
年
四
月
大
阪
に
金
文
準
其
の
他
全
羅

南
道
済
州
島
出
身
者
に
依
り
東
亜
通
航
組
合
が
結
成
せ
ら
れ
た
が
、

同
組
合
は
其
の
後
組
織
を
次
第
に
拡
大
し
て
内
鮮
両
地
に
多
数
の
支

部
を
設
け
組
合
員
約
一
万
余
を
獲
得
し
民
族
意
識
の
昂
揚
に
努
め
つ

つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
姜
文
錫
其
の
他
極
左
分
子
の
介
入
策
動
に
因
り

其
の
行
動
著
し
く
尖
鋭
化
し
、
民
族
主
義
団
体
よ
り
寧
ろ
共
産
主
義

団
体
に
転
化
し
た
か
の
状
況
を
呈
し
た
為
関
係
極
左
分
子
の
検
挙
を

見
た
。
茲
に
於
て
組
合
幹
部
は
極
左
分
子
の
策
動
を
排
し
て
昭
和
八

年
二
月
経
営
団
体
へ
の
方
向
転
換
を
決
議
し
、
次
で
六
月
新
に
洪
在

栄
を
組
合
長
に
選
び
陣
容
を
整
へ
る
と
共
に
方
向
転
換
反
対
派
の
策

動
を
斥
け
新
方
針
の
下
に
発
展
を
策
し
、
阪
済
就
航
船
船
賃
値
上
に

関
聯
し
て
済
州
島
共
済
会
の
粉
碎
を
企
図
す
る
等
策
動
を
試
み
た
」

（
マ
マ
）

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
岩
村
登
志
夫
氏
は
東
亜
通
航
組
合
の
活
動

は
「
広
範
な
在
阪
朝
鮮
人
大
衆
の
日
常
的
要
求
に
依
拠
し
た
も
っ
と

（

）
５３

（

）
５４

（

）
５５
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も
す
ぐ
れ
た
組
合
活
動
で
あ
り
」、
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
一
二
月

に
「
日
本
官
憲
の
妨
害
を
け
っ
て
、
伏
木
丸
は
、
赤
旗
一
〇
本
と

『
わ
れ
ら
は
わ
れ
ら
の
船
に
』『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
船
に
乗
る
な
』『
伏

木
丸
の
渡
航
阻
止
反
対
』
な
ど
の
朝
鮮
語
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
書
か
れ
た

白
幕
を
は
り
め
ぐ
ら
せ
て
就
航
し
た
。
日
本
官
憲
は
、
東
亜
通
航
組

合
を
共
産
主
義
系
団
体
と
し
て
弾
圧
し
、
伏
木
丸
に
よ
る
帰
国
者
の

再
入
国
を
禁
圧
す
る
ま
で
に
な
っ
た
が
、
か
え
っ
て
組
織
は
強
ま
り
、

他
社
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
伏
木
丸
は
つ
ね
に
定
員
以

上
の
朝
鮮
人
を
満
載
し
て
済
州
島
・
大
阪
間
の
運
航
を
続
け
た
」
の

で
あ
り
、「
東
亜
通
航
組
合
の
発
展
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
民
族
解
放

闘
争
の
急
激
な
高
揚
と
結
び
つ
く
も
の
で
」、「
全
協
の
民
族
的
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
を
是
正
し
て
合
法
的
経
済
闘
争
の
分
野
を
確
保
拡
大
し
た
」

も
の
と
し
て
、
高
く
評
価
し
て
い
る
。
巨
額
の
負
債
を
抱
え
、
そ
の

処
理
に
悩
ま
さ
れ
つ
づ
け
た
と
は
い
え
、
在
阪
朝
鮮
人
と
済
州
島
在

住
民
と
が
連
携
し
て
行
な
わ
れ
た
東
亜
通
航
組
合
の
活
動
は
、
多
く

の
朝
鮮
人
に
支
援
さ
れ
た
運
動
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

（

）
５６

（

）
５７

（

）
５８

（

）
５９

３

昭
和
前
期
に
お
け
る
在
阪
朝
鮮
人

（
１
）
在
阪
朝
鮮
人
の
増
加
と
集
住
地
域

Ａ
朝
鮮
人
集
住
地
域
の
形
成

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
年
九
月
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
た
。
同

事
変
を
契
機
に
産
業
の
軍
事
化
が
進
展
す
る
と
共
に
、
景
気
も
次
第

に
回
復
し
、
や
が
て
活
況
を
呈
す
る
に
い
た
っ
た
。
す
る
と
、
植
民

地
政
策
に
よ
り
窮
乏
化
し
た
朝
鮮
人
の
多
く
が
日
本
内
地
に
活
路
を

求
め
て
渡
来
し
た
。
来
阪
す
る
朝
鮮
人
も
満
州
事
変
以
後
急
増
し
た
。

表
６
が
示
す
よ
う
に
、
在
阪
朝
鮮
人
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
に

一
〇
万
人
を
こ
え
て
一
一
万
八
四
六
六
人
と
な
り
、
翌
八
年
一
四
万

〇
二
七
七
人
、
一
一
年
二
二
万
四
七
四
九
人
、
一
四
年
二
七
万
四
七

六
九
人
、
そ
し
て
一
七
年
四
一
万
二
七
四
八
人
と
な
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
大
阪
市
内
在
住
の
朝
鮮
人
は
、
表

で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
昭

１３

和
八
（
一
九
三
三
）
年
一
一
万
一
七
二
一
人
、
一
一
年
一
七
万
〇
三

三
九
人
、
一
四
年
二
〇
万
六
三
三
二
人
、
一
七
年
三
一
万
七
七
三
四

人
で
、
在
阪
朝
鮮
人
の
約
七
割
が
大
阪
市
内
に
住
ん
で
い
た
。

と
い
っ
て
も
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
昭
和
初
年
か
ら
市
周
縁
部
に

住
む
朝
鮮
人
が
多
く
（
表
８
参
照
）、
そ
の
傾
向
は
以
後
も
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
の
市
域
拡
張
で
大
阪
市
に
編
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入
さ
れ
た
市
東
部
の
東
成
区
は
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
三
万

〇
一
二
六
人
と
三
万
人
を
こ
え
た
が
、
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年

に
は
九
万
二
四
四
四
人
と
な
っ
た
。
東
成
区
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、

旧
西
成
郡
の
東
淀
川
区
や
西
成
区
な
ど
に
も
朝
鮮
人
が
多
く
住
み
、

各
所
に
朝
鮮
人
居
住
地
域
を
形
成
し
た
（
表

参
照
）。
そ
の
一
つ
が

１３

東
成
区
今
福
で
あ
る
。
同
地
域
の
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
こ
ろ
の

状
態
に
つ
い
て
、『
大
大
阪
』
は
「
大
大
阪
新
開
地
風
景
」
に
お
い
て
、

次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
工
場
地
帯
で
あ
る
。
こ
れ
と
い
ふ
目
星

い
工
場
は
一
つ
も
な
い
が
、
職
工
二
十
人
、
三
十
人
の
小
工
場

が
ド
ッ
サ
リ
あ
る
。
住
ん
で
ゐ
る
人
々
も
工
場
で
働
く
人
が
多

く
さ
う
し
た
人
々
の
中
に
朝
鮮
同
胞
の
四
千
人
が
あ
る
の
だ
。

こ
の
四
千
人
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
の
辺
で
は
借
家
問
題
が
、
い
つ

も
ご
た
ご
た
し
て
ゐ
る
。
日
本
人
に
家
を
借
て
入
っ
た
が
最
後

一
ヶ
月
か
二
ヶ
月
の
家
賃
を
払
っ
て
、
そ
の
後
は
め
っ
た
に
家

賃
を
払
は
ぬ
、
出
ろ
と
言
へ
ば
多
額
の
立
退
料
を
取
る
。
鮮
人

の
労
銀
は
安
い
が
、
そ
の
生
活
程
度
は
未
だ
安
い
の
だ
か
ら
、

（
マ
マ
）

鮮
人
と
い
へ
ど
も
、
一
般
に
貧
乏
と
ば
か
り
は
言
は
れ
な
い
。

こ
の
あ
た
り
で
は
故
郷
へ
送
金
す
る
額
だ
け
で
も
大
し
た
も
の

だ
。
そ
れ
に
現
金
を
そ
の
ま
ゝ
送
る
価
格
表
記
郵
便
と
い
ふ
の

（

）
６０

表１３ 大阪市内の朝鮮人人口（昭和８～１７年） （単位：人）

１７年１６年１５年１４年１３年１２年１１年１０年９年８年区 別

３,５８５３,５７６３,７９４３,７９９３,１３３３,４２３３,４８４３,６４２３,３２２３,１２５東 区
８３１８２２６９８６３６７９５７９５８６７８５８８２６５５２西 区
３,０９３３,０２７２,７８０２,９６７３,１４０３,３７４３,２４７２,９２８２,７４８２,５５１南 区
８,８６５８,７９５８,７０９７,２４６７,６５８８,１６８８,３００８,８３６８,０４１６,３８３北 区
１３,４７７１２,７７７１２,１４９１１,５２５１０,２９０１０,５９２１１,０６４９,４１８７,５６９５,７４７港 区
１８,６８６１８,６１６１３,８４２１３,８０１１３,３４４１３,０３９１１,６０６１０,３０４８,６７８７,７０６大正区
２４,０６３２３,９９３１２,５９９１１,４８６１１,３４０１１,２５５１０,８５７１０,７４６８,４７５７,１００此花区
１１,１１４１１,０４４１０,６７２１０,１６６９,９６４１０,１０４１０,９３７８,８８６８,７７３７,９２６浪速区
３,１３９３,０６９２,８０３２,８４９２,７７６２,６３０２,７１６２,６２７２,３８９２,１２６天王寺区
１４,５９６１４,５２６８,４０８６,６８３６,３１０６,４５２６,２１８５,７７７４,９８２４,２３４住吉区
９２,３８８９２,４４４６４,４６６５７,９６４４６,３５８４４,１４５４１,８１５３８,５３８３０,１２６２６,７２９東成区
２５,８６８２５,７９８１８,６９６１５,４８８１４,５０８１４,２０６１３,１３５１２,００３１１,５６５８,０７６旭 区
３４,３８２２３,８１２２１,６３５１９,８１３１７,６４０１６,２０４１４,１８６１２,６７９１２,１７９９,５１１西成区
３２,４９７３２,４２７２５,７２６２３,３００１９,８９０１８,８２０１８,５９２１５,８７２１４,２６２１１,５９０東淀川区
３１,１５０３１,０８０２０,８９０１８,６０９１４,５３６１２,１９８１３,３１５１１,３８９１０,０６６８,３６５西淀川区

３１７,７３４３０５,８０６２２７,８６７２０６,３３２１８１,６８２１７５,４０５１７０,３３９１５４,５０３１３４,００１１１１,７２１合 計

出典：『新修大阪市史』第７巻、６４６～６４７頁による。
註：各年末現在の数字。『大阪府警察統計書』各年版を基にしている。
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を
盛
ん
に
利
用
す
る
。
現
金
と
い
ふ
も
の
を
尊
重
す
る
習
慣
が
、

そ
こ
に
は
現
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
一
軒
の
家
を
借
り
た
も
の

は
、
多
く
の
下
宿
人
を
置
き
、
そ
こ
か
ら
は
間
代
な
ん
か
も
キ

チ
ン
キ
チ
ン
と
取
り
立
て
る
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
た
ち
が
よ
く

な
い
。

鮮
人
と
い
へ
ば
家
を
借
す
者
が
な
く
な
る
。
そ
こ
で
川
っ
ぷ

ち
や
野
原
の
ま
ん
中
に
一
夜
作
り
の
小
屋
を
作
っ
て
す
む
、
追

ひ
は
ら
っ
て
も
す
ぐ
ま
た
小
屋
を
作
る
。

若
い
者
が
多
勢
来
て
ゐ
る
だ
け
に
、
子
供
も
多
い
が
、
就
学

す
る
も
の
は
多
く
は
な
く
、
小
さ
い
間
か
ら
、
何
か
仕
事
を
与

へ
る
と
い
ふ
風
で
あ
る
。

労
働
者
街
で
あ
る
だ
け
に
、
不
景
気
は
深
刻
に
こ
た
へ
る
。

大
工
場
で
さ
へ
も
立
ち
行
か
ぬ
と
い
ふ
時
代
な
の
だ
か
ら
み
ん

な
失
業
の
危
険
に
直
面
し
て
ゐ
る
。
失
業
し
て
も
、
故
郷
に
帰

り
も
し
な
い
で
、
や
っ
ぱ
り
こ
の
辺
に
居
つ
い
て
ゐ
る
相
で
あ

る
。
そ
こ
へ
、
他
か
ら
入
り
こ
ん
で
来
る
人
も
あ
っ
て
、
人
口

は
殖
え
る
一
方
で
、
空
家
も
少
く
な
い
が
、
密
度
は
だ
ん
だ
ん

濃
く
な
っ
て
行
く
。

か
う
し
た
状
態
の
下
で
は
、
伝
染
病
と
犯
罪
と
が
、
跳
梁
す

る
こ
と
は
、
言
は
で
も
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
年
二
百
七
十
五

件
の
赤
痢
を
出
し
て
居
り
、
ヂ
フ
テ
リ
ア
、
チ
フ
ス
等
も
相
当

多
い
。
犯
罪
で
は
窃
盗
、
賭
博
が
多
く
、
本
年
二
月
の
記
録
で

は
窃
盗
七
十
二
件
、
検
挙
数
六
十
と
い
ふ
か
ら
、
成
績
は
い
ゝ

方
だ
ら
う
。
伝
染
病
で
も
、
犯
罪
で
も
、
鮮
人
が
多
い
。
こ
の

方
面
の
問
題
は
内
鮮
融
和
と
い
ふ
こ
と
で
終
始
す
る
だ
ら
う
。

右
の
記
述
の
中
に
は
、「
鮮
人
」
な
ど
の
差
別
語
や
、
民
族
的
偏
見

に
も
と
づ
く
差
別
的
表
記
も
み
ら
れ
る
が
、
中
小
零
細
企
業
が
多
く

存
在
す
る
地
域
に
、
朝
鮮
人
が
職
を
求
め
て
集
住
し
、
ど
の
よ
う
な

生
活
を
し
て
い
た
か
、
そ
の
状
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
だ
、

こ
れ
は
一
地
域
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
次
に
大
阪
府
が
、

大
阪
市
内
に
一
戸
を
構
え
て
居
住
す
る
一
万
一
八
三
五
世
帯
を
、
昭

和
七
（
一
八
三
二
）
年
六
月
か
ら
同
年
一
二
月
末
ま
で
の
七
カ
月
に

わ
た
っ
て
実
地
調
査
を
し
た
結
果
に
よ
り
、
当
時
の
在
阪
朝
鮮
人
の

生
活
状
態
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ｂ
大
阪
市
内
在
阪
朝
鮮
人
の
生
活
状
態

大
阪
府
学
務
部
社
会
課
が
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
六
月
に
刊
行

し
た
『
在
阪
朝
鮮
人
の
生
活
状
態
』
に
よ
れ
ば
、
大
阪
市
内
在
住
朝

鮮
人
の
世
帯
主
一
万
一
八
三
五
人
の
う
ち
、
五
四
・
八
二
％
に
当
た

る
六
四
八
七
人
が
済
州
島
を
含
む
全
羅
南
道
出
身
者
で
あ
っ
た
。
次

い
で
多
い
の
は
慶
尚
南
道
で
、
二
三
・
四
九
％
に
当
た
る
二
七
八
〇
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人
、
慶
尚
北
道
が
一
三
・
一
六
％
に
当
た
る
一
五
五
七
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
南
朝
鮮
出
身
者
で
あ
る
。

こ
れ
ら
出
身
者
の
分
布
状
態
を
警
察
署
管
轄
区
域
別
に
み
る
と
、

全
羅
南
道
の
出
身
者
は
玉
造
区
域
に
お
い
て
九
一
・
四
一
％
、
高

津
・
戎
・
九
条
・
川
口
・
新
町
な
ど
の
区
域
で
も
八
〇
％
以
上
を
占

め
て
い
た
。
し
か
し
、
網
島
区
域
で
は
二
一
・
〇
五
％
、
住
吉
区
域

で
は
一
二
・
四
〇
％
と
少
数
で
あ
っ
た
。
反
対
に
網
島
・
住
吉
両
区

域
に
は
慶
尚
南
道
出
身
者
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
在
阪
朝
鮮
人
の

多
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
同
郷
の
者
が
集
ま
っ
て
生
活
し
て
い

た
の
で
あ
る
。

渡
来
理
由
は
、「
農
業
の
不
振
」
が
も
っ
と
も
多
く
、
全
世
帯
の
五

六
％
を
占
め
て
い
る
。
次
い
で
「
生
活
難
の
た
め
」
と
「
金
儲
」
が

多
く
、
こ
の
両
者
で
三
二
％
を
占
め
て
お
り
、
大
部
分
が
生
活
苦
を

脱
す
る
た
め
に
職
を
求
め
て
来
阪
し
た
人
た
ち
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
来
阪
当
時
、
旅
費
以
外
の
無
所
持
金
者

が
八
〇
一
三
人
で
六
七
・
七
一
％
に
の
ぼ
っ
た
。
所
持
者
で
も
一
〇

円
以
下
が
一
七
・
五
一
％
、
一
〇
円
以
上
二
〇
円
以
下
が
五
・
一
五

％
で
あ
り
、
一
〇
〇
〇
円
以
上
の
所
持
者
は
わ
ず
か
一
〇
人
で
あ
っ

た
。
平
均
所
持
金
額
は
一
六
円
七
三
銭
で
あ
る
。

職
業
で
は
、
大
別
し
て
「
工
業
」
に
属
す
る
も
の
が
七
一
三
七
人

（

）
６１

（

）
６２

（

）
６３

（

）
６４

で
六
〇
・
三
〇
％
、
次
が
「
商
業
」
の
二
二
〇
七
人
、
一
八
・
六
五

％
で
あ
る
。
日
雇
や
雑
役
夫
な
ど
を
主
と
す
る
「
其
の
他
の
有
業

者
」
は
一
〇
六
一
人
で
八
・
九
六
％
、「
無
職
」
は
一
三
〇
一
人
で
一

一
・
〇
〇
％
で
あ
る
。
こ
の
無
職
の
者
は
「
大
部
分
失
業
者
又
は
未

就
職
者
と
見
ら
れ
る
」
と
い
う
。
昭
和
恐
慌
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る

時
期
と
は
い
え
、
在
阪
朝
鮮
人
の
中
に
多
数
の
失
業
者
が
い
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
各
種
職
業
の
う
ち
、
比
較
的
多
数
従
事
し
て
い
る
も

の
を
あ
げ
れ
ば
、
鉄
工
が
も
っ
と
も
多
く
八
九
五
人
、
次
は
土
木
人

夫
の
六
八
六
人
、
土
工
の
六
二
一
人
、
日
雇
人
夫
の
四
五
三
人
、
手

伝
い
の
四
五
二
人
、
仲
仕
の
三
五
二
人
、
ガ
ラ
ス
職
工
の
三
〇
〇
人
、

屑
物
商
の
二
五
六
人
、
ミ
シ
ン
裁
縫
職
の
二
一
六
人
、
製
材
職
工
の

二
一
〇
人
、
下
宿
業
の
二
一
六
人
な
ど
で
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
に
従
事
し
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
公
務
員
や
教
師
・
医
師
な
ど

は
き
わ
め
て
少
な
い
。

自
営
業
者
を
含
む
有
業
者
一
万
〇
五
三
四
人
の
労
働
時
間
に
つ
い

て
み
る
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
一
〇
時
間
内
外
で
あ
っ
て
、
九
時

間
以
上
一
一
時
間
以
下
の
も
の
で
五
四
・
七
六
％
（
五
七
六
八
人
）、

五
時
間
以
内
の
も
の
は
〇
・
〇
八
％
（
九
人
）、
一
五
時
間
以
上
の
も

の
は
一
・
〇
三
％
（
一
〇
九
人
）
で
あ
る
。
労
働
時
間
の
定
ま
ら
な

い
も
の
は
二
五
・
七
〇
％
（
二
七
〇
七
人
）
で
あ
っ
た
。

（

）
６５

（

）
６６

（

）
６７
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有
業
者
の
約
七
割
に
当
た
る
七
三
八
六
人
が
日
給
者
で
あ
る
が
、

一
カ
月
に
二
六
日
以
上
勤
労
す
る
も
の
が
三
八
・
一
五
％
で
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
一
六
日
か
ら
二
〇
日
以
下
の
も
の
が
一
九
・
六
三

％
、
二
一
日
以
上
二
五
日
以
下
の
も
の
一
四
・
四
七
％
で
あ
り
、
半

月
以
上
の
も
の
で
七
二
・
二
五
％
を
占
め
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
五

日
以
内
の
も
の
も
お
り
（
三
・
〇
三
％
）、
総
平
均
勤
労
日
数
は
二

一
・
四
三
日
で
あ
る
。

こ
の
日
給
勤
労
者
の
賃
金
は
、
五
〇
銭
以
下
の
も
の
や
二
円
以
上

の
も
の
も
い
る
が
、
一
円
か
ら
一
円
五
〇
銭
ま
で
の
も
の
が
も
っ
と

も
多
く
五
五
・
八
二
％
を
占
め
、
次
い
で
五
〇
銭
以
上
一
円
以
下
の

も
の
が
二
五
・
〇
七
％
、
一
円
五
〇
銭
以
上
二
円
以
下
の
も
の
が
一

五
・
〇
八
％
で
、
総
平
均
賃
金
は
一
円
三
四
銭
で
あ
っ
た
。

低
賃
金
で
働
く
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
世
帯
主
の
教
育
程
度
を
み

る
と
、
無
教
育
者
が
全
体
の
六
一
・
五
四
％
を
占
め
た
。
残
り
三

八
・
四
五
％
は
教
育
の
あ
る
の
も
で
あ
る
が
、
専
門
学
校
お
よ
び
大

学
卒
業
・
退
学
あ
る
い
は
在
学
者
は
わ
ず
か
三
七
人
（
〇
・
三
二
％
）

に
過
ぎ
な
い
。
ま
た
。
日
本
語
を
全
然
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
解
し
な

い
も
の
が
二
三
・
一
九
％
で
あ
っ
た
。

居
住
す
る
家
屋
に
つ
い
て
み
る
と
、
借
家
が
六
七
八
三
世
帯
で
総

数
の
五
七
・
三
二
％
を
占
め
た
。
こ
の
中
に
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
掛
の
類

（

）
６８

（

）
６９

（

）
７０

に
居
住
す
る
一
七
四
世
帯
（
一
・
四
七
％
）
も
含
ま
れ
て
い
る
。
次

に
多
い
の
が
借
間
で
四
六
六
八
世
帯
（
三
九
・
四
四
％
）
で
あ
る
。

持
家
に
居
住
す
る
も
の
は
三
八
四
世
帯
（
三
・
二
四
％
）
で
あ
る
が
、

こ
の
中
に
も
バ
ラ
ッ
ク
小
屋
掛
の
類
が
二
三
二
世
帯
（
一
・
九
六
％
）

あ
っ
た
。
世
帯
使
用
の
室
数
は
、
一
世
帯
で
一
室
使
用
が
五
九
三
七

世
帯
（
五
〇
・
一
七
％
）、
次
い
で
二
室
が
三
六
八
八
世
帯
（
三
一
・

一
六
％
）
で
、
平
均
す
る
と
一
世
帯
当
り
一
・
八
〇
室
で
あ
る
。
ま

た
、
世
帯
使
用
の
畳
数
は
、
三
畳
か
ら
八
畳
ま
で
の
世
帯
で
総
数
の

六
八
・
七
五
％
を
占
め
、
一
世
帯
当
た
り
の
平
均
は
六
・
五
二
畳
で

あ
り
、
一
人
当
た
り
平
均
畳
数
は
一
・
五
二
畳
で
あ
っ
た
。

彼
ら
の
住
環
境
は
非
常
に
悪
く
、
低
水
準
の
生
活
に
甘
ん
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
貯
金
や
剰
余
金
あ
る
い
は
国
元
へ

の
送
金
を
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
少
し
も
し
な
い
世
帯

は
総
数
の
二
九
・
四
八
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
生
活
が
で
き
ず
公
共

団
体
や
私
設
団
体
ま
た
は
親
戚
・
近
隣
・
知
己
な
ど
か
ら
生
活
の
扶

助
や
救
助
を
受
け
た
も
の
は
、
総
世
帯
一
万
一
八
三
五
の
二
・
八
六

％
（
三
三
九
世
帯
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
援
助
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
彼
ら
は
苦
境
に
あ
り
な
が
ら
、
自
立

し
て
生
き
る
道
を
歩
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

（

）
７１

（

）
７２



41

Ｃ
在
阪
朝
鮮
人
と
部
落

イ
被
差
別
部
落
へ
の
流
入

昭
和
前
期
に
在
阪
朝
鮮
人
が
急
増
し
、
大
阪
府
内
の
各
所
に
密
住

し
た
が
、
そ
の
う
ち
の
相
当
数
は
被
差
別
部
落
と
そ
の
周
縁
部
に
定

住
し
た
。
表

は
大
阪
府
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
表
で

１４

明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
阪
市
内
の
部
落
だ
け
で
な
く
、
郡
部
の
部
落

に
も
多
く
の
朝
鮮
人
が
流
入
し
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
堺
市
耳
原
町
の
部
落
に
は
、
表

に
よ
れ
ば
、
昭
和
八
（
一
九

１４

二
三
）
年
末
に
一
一
〇
〇
人
も
の
朝
鮮
人
が
住
ん
で
い
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
、
耳
原
町
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
朝
鮮
人
の

朴
憲
行
氏
は
、
当
時
の
耳
原
町
で
の
生
活
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
昭
和
恐
慌
の
大
波
に
父
の
飯
場
の
仕
事
も
な
く
な
り
、

一
九
三
三
年
六
月
、
飯
場
を
た
た
ん
で
親
戚
の
つ
て
を
頼
っ
て
堺
の

耳
原
に
引
っ
越
し
た
。」「
耳
原
に
き
て
は
じ
め
て
朝
鮮
人
が
こ
ん
な

に
沢
山
い
る
、
と
驚
い
た
。
最
初
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て
誰
が
来
た
の

か
は
知
ら
な
い
が
、
慶
尚
南
道
出
身
者
が
親
戚
・
縁
者
・
知
人
と
集

ま
っ
て
き
た
の
だ
と
思
う
。」「
住
ん
で
い
た
と
こ
ろ
が
ど
こ
か
は
憶

え
て
い
な
い
。
雨
が
降
れ
ば
道
は
ド
ロ
ド
ロ
で
入
り
く
ん
だ
道
の
奥

の
少
し
小
高
い
と
こ
ろ
に
長
屋
が
あ
り
、
そ
こ
に
い
た
と
思
う
。
ま

わ
り
は
同
じ
よ
う
な
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
よ
う
な
長
屋
が
密
集
し
て
い

（

）
７３

（

）
７４

て
、
池
が
近
く
に
あ
り
、『
仁
徳
天
皇
陵
』
が
見
え
て
い
た
。
汚
く
て

臭
く
て
、
今
で
は
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
住
宅
事
情
だ
っ
た
。

朝
鮮
人
は
長
屋
ご
と
に
固
ま
っ
て
、
耳
原
の
人
の
住
宅
よ
り
一
段
ひ

ど
い
感
じ
だ
っ
た
。
た
だ
朝
鮮
人
が
全
部
一
か
所
に
い
た
の
で
な
く
、

朝
鮮
人
の
住
む
長
屋
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
と
思
う
。
家
は
平
屋
で

内
風
呂
な
ん
て
な
い
か
ら
、
銭
湯
に
行
っ
た
。
名
前
は
忘
れ
た
が
一

〇
人
ぐ
ら
い
入
る
と
一
杯
の
と
こ
ろ
で
、
耳
原
の
人
も
一
緒
に
入
っ

た
。
お
湯
は
少
し
遅
く
行
く
と
、
す
っ
か
り
汚
く
な
っ
て
い
た
。
入

浴
す
る
こ
と
で
差
別
は
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
入
っ
て
い
る
と
耳
原
の

子
ど
も
ら
が
『
チ
ョ
ー
セ
ン
』
と
か
『
ク
サ
イ
』
と
か
い
う
の
は
い

つ
も
の
こ
と
だ
っ
た
。」「
屑
買
い
が
主
な
仕
事
で
、
朝
鮮
人
の
ボ
ロ

屋
の
大
き
な
問
屋
が
三
、
四
軒
あ
り
、
親
戚
も
そ
の
一
人
だ
っ
た
。

父
は
リ
ヤ
カ
ー
を
一
台
買
っ
て
母
が
家
で
ア
メ
を
作
り
、
そ
れ
を

も
っ
て
泉
佐
野
の
辺
り
ま
で
行
っ
て
交
換
し
た
。
歩
い
て
行
く
の
だ

か
ら
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
縄
張
り
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
父
の
知
り
あ
い
が
泉
佐
野
に
い
た
ら
し
く
、

い
つ
も
泉
佐
野
で
、
リ
ヤ
カ
ー
に
廃
品
回
収
し
た
も
の
を
い
っ
ぱ
い

積
ん
で
、
問
屋
に
行
っ
て
種
類
分
け
し
て
、
い
く
ら
か
の
お
金
を
得

て
、
そ
れ
で
そ
の
日
の
食
事
を
し
た
。
だ
か
ら
両
親
が
夜
お
そ
く

な
っ
て
も
帰
っ
て
こ
な
い
と
、
空
腹
の
弟
や
妹
と
迎
え
に
行
っ
た
こ

（

）
７５
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表
１４

大
阪
府
在
住
朝
鮮
人
部
落
密
集
地
方
調

（
昭
和
８
年
末
調
）

計
無
職

自
由
労
働
者

各
種
職
工

自
由
業

戸
数

密
集
地
域

計
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男

６４５
１７５

４７０
６２

５０
４８

３０７
２４

５２
４１

６１
１０９

自
３

至
２０４

旭
区

生
江
町

８７９
１３０

５４９
１７３

１３１
１２

７９
３０

２０３
１１５

１３６
２２３

自
１
丁
目

至
６
丁
目

西
成
区
中
開

１
,０３３

２７５
７５８

９７
２３３

１４
１６１

２１
１６８

１４３
１９６

２３１
自
１
丁
目

至
４
丁
目

同
北
開

４２０
１５９

２６１
３６

５６
１３

４１
４６

７４
６４

９０
１０３

自
３
丁
目

至
８
丁
目

同
南
開

２３８
９３

１４５
３３

５１
８

２５
１１

３５
４１

３４
５８

自
４
丁
目

至
５
丁
目

同
出
城
通

６１０
２４８

３６２
７４

９１
１７

５８
４５

１２２
１１２

９１
１２８

自
７
丁
目

至
９
丁
目

同
同

４５９
１６８

２９１
７９

１１８
７

４８
３８

５２
４４

７３
１０５

自
４
丁
目

至
６
丁
目

同
長
橋
通

３３１
１１５

２１６
１５

５５
１２

２６
７

６２
８１

７３
７１

自
４
丁
目

至
７
丁
目

同
鶴
見
橋
北
通

１８４
６４

１２０
２１

３５
３

２１
２３

３８
１７

２６
４７

自
４
丁
目

至
５
丁
目

同
鶴
見
橋
通
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２６１
１０５

１５６
２１

１５
５

４１
７

６１
７２

３９
５３

自
６
丁
目

至
８
丁
目

同
同

２９３
１１８

１７５
３４

３１
５

２４
１５

４８
６４

７２
６９

６６４
同

津
守
町

２６７
９６

１７１
２１

４０
２

６０
１

５０
６２

２１
５１

自
７３４

至
７４９

同
同

２５０
１０５

１４５
３５

２９
６

６１
１６

１４
４８

４１
５８

３８３
同

同

３８７
１６５

２２２
１１１

４９
３８

８３
１６

９０
─

─
８１

６
丁
目
１５

浪
速
区
栄
町

５１３
１７５

３３８
１１

２５
４０

５１
４７

１１３
７７

１４９
６０

２
同

広
田
町

１
,１００

４０４
６９６

３７３
２００

１０
５１

１６
３６６

５
７９

２３１
一
円

堺
市

耳
原
町

１３９
７０

６９
５０

３３
─

２０
２０

１２
─

４
３６

番
外
地

泉
南
郡
貝
塚
町
津
田

６８９
２４４

４４５
─

─
─

─
─

９０
２４４

３５５
２４８

王
子
南
王
子
村

泉
北
郡
信
太
村
字

１２３
５０

７３
─

─
２

３２
４６

３１
２

１０
８２

４７３
４７４

中
河
内
郡
竜
華
町
安
中

２９３
９２

２００
９０

３８
２

６８
─

８７
─

８
５０

富
田
枯
木

同
矢
田
村
字

３９１
１２９

２６２
６

１５
２４

３４
８０

１６７
１９

４６
１６０

御
旅
町

新
町

三
島
郡
吹
田
町

３５
,３９４

１２
,６２１

２２
,７７３

２１
,４５４

４
,７６４

３
,９９６

１
,６４６

５
,２４８

３
,３２１

２
,８８８

４
,７０５

７
,０１６

合
計

出
典
：『
大
阪
の
部
落
史
』第
６
巻
、
１２２
～
１２３
頁
に
よ
る
。

註
：
大
阪
府『
昭
和
八
年
度
朝
鮮
人
ニ
関
ス
ル
統
計
表
』を
基
に
し
て
い
る
。

合
計
は
い
ず
れ
も
合
わ
な
い
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
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と
も
あ
っ
た
。」「
朝
鮮
人
の
な
か
に
は
、
肥
汲
み
を
し
て
い
る
人
も

い
た
し
、
鉄
工
所
に
働
き
に
い
っ
て
い
る
人
も
い
た
が
、
肉
や
皮
の

仕
事
に
関
係
し
た
人
は
知
ら
な
い
。」「
だ
ん
だ
ん
周
辺
を
歩
き
ま
わ

る
う
ち
に
、
耳
原
は
周
辺
の
日
本
人
の
集
落
と
様
子
が
違
い
、
一
段

と
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
な
ぜ
か
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
。」「
食
事
は
麦
、
あ
わ
、
豆
な
ど
を
ま
ぜ
て
食
べ
て
い
た
。
キ
ム

チ
は
勿
論
、
耳
原
で
は
朝
鮮
料
理
の
材
料
が
あ
り
、
マ
ッ
カ
リ
や
何

か
も
あ
っ
て
、
朝
鮮
人
が
結
婚
す
る
と
チ
ャ
ン
グ
で
お
祝
い
し
、
ま

わ
り
の
人
も
寄
っ
て
祝
っ
た
。
民
族
衣
裳
で
暮
ら
し
て
い
て
、
耳
原

の
中
に
小
朝
鮮
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。」

被
差
別
部
落
で
あ
る
耳
原
町
に
は
、
多
く
の
朝
鮮
人
が
住
ん
で
い

た
が
、
彼
ら
の
生
活
は
朴
氏
の
語
る
と
こ
ろ
と
大
差
が
な
い
で
あ
ろ

う
。
彼
ら
は
生
き
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
つ
き
収
入
を
得

た
。
表

に
よ
れ
ば
、
被
差
別
部
落
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
も
、
職
業

１４

を
大
別
す
る
と
「
自
由
業
」「
各
種
職
工
」「
自
由
労
働
者
」「
無
職
」

と
な
り
、
他
の
地
域
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
と
変
わ
ら
ず
、
職
工
や
日

雇
労
働
者
が
多
い
。
し
か
し
、
耳
原
町
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
他
の
部
落
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
の
中
に
は
、
部
落
産
業

と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
職
と
し
た
者
も
い
た
。

（

）
７６

（

）
７７

（

）
７８

（

）
７９

（

）
８０

ロ
朝
鮮
人
と
部
落
民
と
の
競
合

日
頃
、
差
別
に
苦
し
む
部
落
の
人
び
と
の
中
に
も
、
在
阪
朝
鮮
人

に
偏
見
を
抱
き
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
み
ら
れ
た
。
旭
区
生

江
町
は
、
表

で
も
朝
鮮
人
の
密
集
し
て
い
る
地
域
と
し
て
表
示
さ

１４

れ
て
い
る
が
、
同
町
の
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
か
ら
昭
和
一
一
（
一

九
三
六
）
年
ま
で
の
日
本
人
と
朝
鮮
人
の
世
帯
数
・
人
口
を
示
し
た

の
が
表

で
あ
る
。
こ
の
間
に
朝
鮮
人
の
世
帯
数
は
、
昭
和
六
年
の

１５

五
三
世
帯
が
二
六
六
世
帯
と
約
五
倍
、
人
口
は
二
八
五
人
が
一
〇
八

三
人
と
三
・
八
倍
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
ひ
き
か
え
日
本
人
は
、
世
帯

数
で
は
四
世
帯
、
人
口
で
は
わ
ず
か
二
一
二
人
の
増
加
に
と
ど
ま
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
一
一
年
五
月
現
在
、
同
町
の
世
帯
数
五
九

三
世
帯
の
う
ち
の
四
四
・
九
％
、
人
口
二
八
五
〇
人
の
う
ち
の
三
八

％
を
朝
鮮
人
が
占
め
た
。

生
江
町
で
は
、
生
江
町
経
済
更
生
会
が
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）

年
の
秋
に
全
国
水
平
社
大
阪
府
聯
合
会
書
記
長
の
北
野
実
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
た
。
そ
の
「
生
江
町
経
済
更
生
会
趣
旨
」
に
「
現
在
私
達

の
在
住
せ
る
生
江
町
は
、
一
般
社
会
的
水
準
か
ら
見
て
非
常
に
遅
れ

た
、
封
建
的
生
活
形
態
で
、
比
較
に
な
ら
な
い
最
低
水
準
に
置
か
れ

て
ゐ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
そ
の
事
が
又
、
社
会
的
賤
視
観
念
の

基
本
的
条
件
と
さ
え
な
っ
て
ゐ
ま
す
」
と
前
置
き
し
、「
半
島
人
は

（

）
８１

（

）
８２
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町
民
の
半
数
近
く
移
住
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
す
」
と
、
朝
鮮
人

の
増
加
を
問
題
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
原
因
は
「
勿
論
住
宅
難
に

よ
っ
て
町
を
去
っ
た
内
地
人
も
相
当
数
あ
り
ま
す
が
…
…
斯
様
に
鮮

人
の
移
住
の
激
し
く
な
る
原
因
は
鮮
人
に
対
し
て
一
般
社
会
人
は
住

宅
の
賃
貸
を
拒
否
せ
る
結
果
に
も
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
、
生
江
町

自
体
が
、
文
化
的
経

済
的
水
準
が
非
常
に

低
い
か
ら
で
、
例
へ

ば
、
水
が
低
き
に
流

れ
る
如
く
、
鮮
人
労

働
者
も
、
高
い
経
済

的
文
化
的
水
準
の
所

よ
り
、
…
…
所
謂
住

み
難
い
所
よ
り
…
…

低
い
処
へ
と
落
ち
付

い
て
く
る
」
と
み
た

の
で
あ
る
。
こ
の
対

策
と
し
て
、
地
区
整

理
を
徹
底
的
に
行
な

う
こ
と
を
「
経
済
更

（

）
８３

（

）
８４

生
会
趣
旨
」
で
提
案
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、「
生
江
町
ニ
在
住
ス

ル
町
民
亦
ハ
町
自
体
ノ
経
済
ノ
自
力
更
生
ヲ
図
リ
町
民
ノ
完
キ
改
善

ト
人
格
ノ
向
上
ヲ
図
ル
ヲ
目
的
」
と
す
る
生
江
町
の
経
済
更
生
会
の

会
員
を
、「
内
地
人
ニ
シ
テ
男
女
ヲ
不
問
戸
主
又
ハ
世
帯
主
ヲ
以
ツ

テ
構
成
ス
」
と
会
則
で
定
め
、
朝
鮮
人
を
排
除
し
た
。

昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
七
月
に
全
国
水
平
社
大
阪
府
聯
合
会

委
員
長
の
松
田
喜
一
に
よ
っ
て
浪
速
区
経
済
更
生
会
が
結
成
さ
れ
た

西
浜
部
落
も
、
朝
鮮
人
居
住
者
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
経
済

更
生
会
は
、
日
中
戦
争
に
よ
り
生
活
が
悪
化
し
た
部
落
民
と
部
落
に

居
住
す
る
朝
鮮
人
の
生
活
を
擁
護
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
朝
治
武
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
経
済
更

生
会
は
靴
修
繕
業
者
な
ど
を
組
織
し
て
部
落
民
衆
の
生
活
を
擁
護
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
朝
鮮
人
の
部
落
居
住
に

よ
る
皮
革
業
進
出
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
排
外
主
義
的
な
一
面
を

も
っ
て
い
た
」
と
い
う
。

西
淀
川
区
加
島
町
の
部
落
で
は
、
部
落
民
の
出
資
に
よ
り
共
同
浴

場
を
設
け
て
い
た
が
、
昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
に
朝
鮮
人
の
入

浴
を
拒
否
す
る
事
件
も
起
こ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
部
落
在
住
朝
鮮

人
ら
に
は
入
浴
料
三
銭
を
徴
収
し
て
入
浴
を
認
め
て
い
た
が
、
彼
ら

が
町
内
費
の
支
出
を
拒
む
な
ど
、
部
落
の
慣
習
に
従
わ
な
か
っ
た
た

（

）
８５

（

）
８６

（

）
８７（

）
８８

表１５ 旭区生江町の日本人・朝鮮人別世帯数・人口の推移

１１年１０年９年８年７年昭和６年年次

３２７３２６３３５３１０３０９３２３世帯数日
本
人 １,７６７１,６２８１,５９５１,４６９１,４７８１,５５５人口

２６６２５０２３１１４１８２５３世帯数朝
鮮
人 １,０８３１,１４６１,０３８６５５４３１２８５人口

５９３５７６５６６４５１３９１３７６世帯数合
計 ２,８５０２,７７４２,６３３２,１２４１,９０９１,８４０人口

出典：『大阪の部落史』第６巻、１３０頁による。
註：『大阪市旭区生江町経済更生会趣意並ニ会則（草案）』を基にしている。

昭和１１年は５月現在のもの。
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め
、
部
落
の
年
次
大
会
で
朝
鮮
人
の
入
浴
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
決
議

し
た
。
朝
鮮
人
側
は
対
抗
手
段
と
し
て
、
部
落
内
店
舗
の
日
用
品
不

買
の
挙
に
出
た
。
す
る
と
部
落
側
は
、
在
住
朝
鮮
人
の
部
落
外
追
放

を
企
て
る
な
ど
、
両
者
の
対
立
が
し
ば
ら
く
つ
づ
い
た
。

被
差
別
部
落
に
居
住
す
る
朝
鮮
人
が
増
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
三

原
容
子
氏
は
、「
な
ぜ
朝
鮮
人
の
多
く
が
部
落
に
居
住
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
の
社
会
で
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
る
職

種
を
選
択
す
る
よ
り
ほ
か
な
く
、
ま
た
低
所
得
で
も
生
活
し
や
す
い

経
済
的
精
神
的
居
住
環
境
が
あ
っ
た
た
め
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同

じ
被
差
別
の
立
場
と
し
て
友
情
を
交
わ
し
た
話
も
あ
る
が
、
両
者
間

の
軋
轢
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
朝
鮮
人

が
増
加
す
る
と
と
も
に
各
所
で
両
者
が
対
立
し
、
紛
争
が
生
じ
た
。

（
２
）
在
阪
朝
鮮
人
の
各
種
団
体
と
諸
運
動

Ａ
在
阪
朝
鮮
人
の
諸
団
体
と
加
盟
者

在
阪
朝
鮮
人
の
増
加
に
と
も
な
い
、
各
種
運
動
団
体
が
組
織
さ
れ

た
。
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
か
ら
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
ま
で

の
年
別
増
減
な
ら
び
に
主
な
分
布
状
況
は
表

の
通
り
で
あ
る
。
表

１６

の
「
極
左
」
は
、
共
産
主
義
系
極
左
派
に
属
す
る
団
体
の
こ
と
で
、

『
社
会
運
動
の
状
況
』
に
よ
れ
ば
、「
主
ト
シ
テ
内
地
人
ノ
組
織
ス
ル

（

）
８９

（

）
９０

団
体
ニ
加
盟
シ
、
純
然
タ
ル
鮮
人
ノ
ミ
ノ
団
体
ハ
極
メ
テ
僅
少
ナ
リ

ト
ス
。
即
チ
昭
和
四
年
末
在
留
朝
鮮
人
ノ
極
左
運
動
ガ
内
地
人
ノ
夫

レ
ニ
合
流
以
来
、
内
地
人
ノ
指
導
下
ニ
活
躍
シ
ツ
ツ
ア
ル
現
況
ニ
シ

表１６ 在阪朝鮮人左翼・民族・無政府団体年別主要分布表
（内務省警保局保安課調）

団 体 数 及 び 人 員
名 称

１２年１１年１０年９年８年７年６年昭和５年

（１）（１１）（１３）（１４）（１３）（９）
極 左

２０３３１８１２６５０６９４３,８４４

（８）（７）（１１）（１４）（１６）（１３）
左 翼

４５０５４５９００１,２２５１,７２７１,８９０

（９）（１８）（２４）（２８）（２９）（２２）（１７）（８）
計

４７０８７６１,７１２１,８７５２,４２１５,７３４７,７４５２,４８０

（２）（２）（２）（２）（２）（３）
無政府

３５４１４７８０８０６０

（４６）（４７）（４５）（３８）（２０）（６）（５）（４）
民 族

２,４８０２,５３２３,９２８７,２９９１３,６９１１１,６５０１,９５０１,２６０

出典：吉浦大蔵『朝鮮人の共産主義運動』（司法省刑事局『思想研究資料』特輯第７１号、
昭和１５年１月）１８～１９頁による。

註：（ ）内は団体数、（ ）外は人員。
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テ
、
此
種
団
体
中
鮮
人
組
合
員
大
多
数
ヲ
占
メ
其
ノ
中
心
勢
力
ガ
鮮

人
ニ
在
ル
モ
ノ
、
及
比
較
的
鮮
人
ノ
活
動
活
溌
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
挙
グ
レ

バ
、
全
協
各
産
業
別
組
合
ノ
各
地
方
支
部
及
其
ノ
影
響
下
ニ
在
ル
組

合
」
で
あ
る
と
い
う
。「
左
翼
」
は
、
共
産
主
義
系
左
翼
派
に
属
す
る

団
体
で
、「
中
ニ
ハ
極
左
的
傾
向
ヲ
有
ス
ル
分
子
ノ
介
在
ス
ル
ア
リ
、

稍
モ
ス
レ
バ
其
ノ
行
動
矯
激
ニ
亙
ル
虞
ナ
シ
ト
セ
ズ
、
然
レ
共
之
等

ノ
団
体
ハ
概
ネ
合
法
場
面
ニ
於
テ
労
働
紛
争
議
等
ニ
介
在
之
ヲ
指
導

シ
ツ
ツ
ア
ル
程
度
ニ
止
マ
」
る
も
の
で
あ
る
。「
無
政
府
」
は
、
無
政

府
主
義
系
に
属
す
る
団
体
の
こ
と
で
あ
る
。「
民
族
」
は
、
民
族
主

義
系
団
体
で
あ
り
、「
内
地
在
留
鮮
人
ノ
共
産
主
義
運
動
ノ
進
展
ニ

圧
倒
セ
ラ
レ
、
有
力
分
子
ノ
多
ク
ハ
方
向
ヲ
転
換
シ
テ
共
産
主
義
運

動
ニ
趨
キ
、
今
ヤ
朝
鮮
人
ノ
民
族
主
義
運
動
ハ
植
民
地
民
族
解
放
闘

争
ヲ
目
標
ト
シ
テ
活
溌
ナ
ル
運
動
ヲ
展
開
シ
ツ
ツ
ア
ル
共
産
主
義
運

動
中
ニ
其
ノ
主
流
ヲ
認
メ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
現
状
」
で
あ
る
が
、
大
阪
府

は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
を
ピ
ー
ク
に
他
府
県
と
比
べ
て
極
端
に

加
盟
者
が
多
い
。
こ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）

年
四
月
に
金
文
準
ら
が
民
族
的
企
業
団
体
と
し
て
東
亜
通
航
組
合
を

結
成
し
、
組
合
員
約
一
万
人
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

表

に
表
示
さ
れ
て
い
る
団
体
の
他
に
在
阪
朝
鮮
人
関
係
の
団
体
と

１６
し
て
、「
国
家
主
義
乃
至
国
家
社
会
主
義
系
」
に
属
す
る
団
体
や
「
融

（

）
９１

（

）
９２

（

）
９３

和
親
睦
系
其
の
他
」
の
系
統
に
属
す
る
団
体
が
あ
る
。「
国
家
主
義

乃
至
国
家
社
会
主
義
系
」
に
属
す
る
団
体
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）

年
一
二
月
末
現
在
、
大
阪
府
内
に
二
団
体
が
あ
り
、
一
五
〇
人
が
そ

れ
に
属
し
て
い
た
が
、
同
団
体
の
一
つ
は
、
同
年
一
一
月
大
阪
市
に

お
い
て
結
成
さ
れ
た
大
日
本
生
産
党
系
の
大
阪
合
同
労
働
組
合
で
あ

る
。「
融
和
親
睦
系
其
の
他
」
の
系
統
に
属
す
る
団
体
は
、
昭
和
八

（
一
九
三
三
）
年
一
二
月
末
現
在
、
一
八
六
団
体
が
あ
り
、
三
万
八
八

〇
〇
人
が
加
盟
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
団
体
の
う
ち
の
主
な
も
の
は

表

に
掲
げ
て
お
り
、
融
和
団
体
で
あ
っ
た
。

１１な
お
、
共
産
主
義
系
極
左
派
に
属
す
る
団
体
の
う
ち
活
発
に
活
動

し
た
の
は
、
全
協
の
各
産
業
別
組
合
の
支
部
で
あ
る
。
そ
の
産
業
別

組
合
と
組
合
員
数
を
示
す
と
表

の
通
り
で
あ
る
。
同
表
に
は
掲
げ

１７

て
い
な
い
が
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
一
〇
月
末
に
お
け
る
全
協

系
に
属
す
る
在
阪
朝
鮮
人
は
約
一
一
〇
〇
人
で
あ
っ
た
が
、
翌
昭
和

六
（
一
九
三
一
）
年
一
〇
月
末
に
は
約
八
〇
〇
人
と
な
っ
た
。
そ
の

う
ち
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
全
協
失
同
（
全
協
失
業
者
同
盟
）
大
阪
地

方
委
員
会
の
五
〇
〇
人
で
あ
る
。
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
末
に
は

五
産
別
支
部
、
二
三
九
四
人
と
な
る
が
、
全
協
失
同
は
同
年
三
月
に

全
協
土
建
（
全
協
日
本
土
木
建
築
労
働
組
合
）
へ
解
消
し
た
か
ら
、
そ

の
人
員
は
全
協
土
建
大
阪
支
部
の
五
二
五
人
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

（

）
９４

（

）
９５

（

）
９６
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昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
末
に
は
八
産
別
支
部
、
二

五
五
人
と
な
り
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
末
に
は

七
産
別
支
部
、
一
五
七
人
（
他
に
関
西
ス
ポ
ー
ツ
聯
盟

員
二
一
人
）
と
な
っ
た
。
そ
し
て
昭
和
一
〇
（
一
九

三
五
）
年
末
に
は
、
六
産
別
支
部
、
九
七
人
と
、
全

協
に
加
盟
す
る
人
数
は
減
少
し
た
。

全
協
の
最
盛
期
で
あ
る
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年

に
は
、
全
協
の
組
合
員
の
九
〇
％
が
朝
鮮
人
労
働
者

で
、
朝
鮮
人
が
各
産
業
別
組
合
の
支
部
の
責
任
者
ま

た
は
役
員
と
し
て
組
織
の
拡
大
強
化
に
つ
と
め
た
が
、

役
員
な
ど
に
な
っ
た
活
動
家
は
、
日
本
共
産
党
員
で

あ
っ
た
り
、
日
本
共
産
青
年
同
盟
員
で
あ
っ
た
り
し

た
の
で
、
し
ば
し
ば
検
挙
さ
れ
、
そ
の
都
度
組
合
員

の
離
脱
が
み
ら
れ
た
。
中
で
も
昭
和
八
（
一
九
三
三
）

年
に
は
活
動
家
の
多
く
が
検
挙
さ
れ
、
指
導
者
を
欠

く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
全
協
は
そ
の
後
急
速
に
衰

退
し
た
の
で
あ
っ
た
（
同
年
、
治
安
維
持
法
違
反
に
よ

り
、
検
挙
さ
れ
た
朝
鮮
人
は
表

Ａ
が
示
す
よ
う
に
、

１８

大
阪
だ
け
で
五
二
八
人
に
の
ぼ
っ
た
）。

（

）
９７

表１７ 全協内在阪朝鮮人の勢力消長 （内務省警保局調）

１０年末９年末８年末７年末昭和６年１０月末

５００全協失同大阪地方委員会

３２金某 ４３
７９

全協化学関西支部
大阪地区 金石基

５８８李某１００同 化学大阪支部

関西スポーツ聯盟
金重永 ２１１８

全協化学赤色
スポーツ聯盟 金重永

１８金仲昊 ３７
４８

全協土建関西支部
大阪地区 柳某

５２５李相吉同 土建支部

５１２
１８

全協出版関西支部
大阪地区 金吉洙・黄学憲

３８２吳永洙同 出版支部

２７朴某 ２９
２７

全協金属関西支部
大阪地区 金仁鍾

５３６金庚得１００同 金属支部

８金崔鎬 ２３
４２

全協繊維関西支部
大阪地区 金宗賢

３６３金某１００同 繊維支部

６
６

全協交通関西支部
大阪地区 金小守

同 交通支部

７７
１５

全協一般関西支部
大阪地区 任吉鳳

同 一般支部

２
全協港湾関西支部
大阪地区 林某

同 港湾支部

出典：吉浦大蔵『朝鮮人の共産主義運動』（司法省刑事局『思想研究資料』特輯第７１号、昭和１５年１月）１１１～
１１５頁による。

註：人物名は支部あるいは地区・分会の責任者または幹部。
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Ｂ
在
阪
朝
鮮
人
の
労
働
争
議

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
か
ら
昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
ま
で
の

大
阪
府
内
に
お
け
る
労
働
争
議
お
よ
び
治
安
維
持
法
違
反
な
ど
で
の

検
挙
・
起
訴
人
員
は
表

の
通
り
で
あ
る
。
同
表
Ｂ
の
「
そ
の
他
の

１８

特
別
法
」
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
出
版
法
違
反
、
新
聞
紙

法
違
反
、
銃
砲
火
薬
類
取
締
法
違
反
、
暴
力
行
為
等
処
罰
に
関
す
る

法
律
違
反
、
警
察
犯
処
罰
令
違
反
な
ど
で
検
挙
さ
れ
た
人
数
で
あ
る
。

大
阪
府
は
、
特
別
法
違
反
に
よ
っ
て
検
挙
さ
れ
る
人
数
が
ど
の
府
県

よ
り
も
多
か
っ
た
が
、『
社
会
運
動
の
状
況
』
は
「
此
種
犯
罪
ノ
漸
次

増
加
ノ
傾
向
ニ
在
ル
ハ
鮮
人
ニ
シ
テ
極
左
運
動
ニ
参
加
ス
ル
モ
ノ
逐

年
増
加
セ
ル
ニ
因
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。
事
実
、
在
阪
朝
鮮
人
の
中

に
共
産
党
員
、
あ
る
い
は
そ

の
同
調
者
が
多
数
お
り
、
朝

鮮
人
の
諸
運
動
を
指
導
し
た

り
し
た
。
そ
の
者
た
ち
を
含

む
多
く
の
在
阪
朝
鮮
人
が
表

Ｂ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ

１８う
に
、
大
量
検
挙
さ
れ
た
。

そ
れ
で
も
在
阪
朝
鮮
人
に
よ

る
労
働
争
議
は
絶
え
る
こ
と

（

）
９８

表１８（B） 特別法違反検挙朝鮮人人員
（大阪府、昭和７～１２年）

計
その他の
特 別 法

治 安
維持法

年次

１,２７３１,１７６９７７年
８,９８４８,４５６５２８８
３,８７２３,７４４１２８９
１,７５３１,７１３４０１０
３,２６８３,１９５７３１１
１,６４２１,６２１２１１２

２０,７９２１９,９０５８８７計

出典：岩村登志夫『在日朝鮮人と日本労
働者階級』２６６頁による。

註：『状況』各年を基にしている。

表１８（A） 労働争議及び治安維持法違反検挙起訴人員（大阪府、昭和７年～１２年）

治安維持法違反
検挙起訴人員

労働争議参加人員・件数

年次
朝鮮人人員総人員朝鮮人参加数総 数

起訴検挙起訴検挙ストライキ争議総数ストライキ争議総数

７９７８２６８２（３９）１,２３９（４５）１,３３１（１１３）４,７２５（２４４）９,００９７年
３７５２８１８８１,５４７（２４）７２２（６７）１,６６４（９７）４,８８４（２４５）１０,９３９８
８１２８３９３７７（２１）８３２（１１１）１,６９２（７１）４,３７０（２５４）９,２７１９
５４０９７３（４５）９３２（１２４）１,６９３（９２）５,０８４（３２２）１１,７７７１０
７７３１７１３４（３６）４５１（１４５）１,７２３（６３）４,１０６（４００）１２,５５７１１
６２１５４１１８（３１）４７１（１３０）２,１５８（６７）４,５８４（４１３）１５,６１５１２

出典：岩村登志夫『在日朝鮮人と日本労働者階級』２６６頁による。
註：『状況』各年を基にしている。労働争議の（ ）外は参加人数、（ ）内は件数を示す。

治安維持法違反検挙起訴人員は無政府主義、大本教などによるものを除外している。
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な
く
つ
づ
け
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
の
争
議
の
う
ち
、
全
協
繊
維
の
指
導
に
よ
る
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
る
の
は
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
の
小
津
武
林
起
業
会

社
（
西
淀
川
区
野
里
町
）
の
争
議
で
あ
る
。
同
社
の
朝
鮮
人
女
子
労

働
者
三
七
人
は
、
同
年
三
月
以
来
、
女
子
労
働
者
解
雇
反
対
、
待
遇

改
善
な
ど
に
関
す
る
要
求
書
を
会
社
に
提
出
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は

い
っ
た
。
そ
し
て
、
会
社
が
要
求
を
拒
絶
す
る
と
、
全
員
が
工
場
の

作
業
室
に
は
い
り
込
み
、
暴
行
し
た
。
そ
の
た
め
主
謀
者
五
人
が
検

挙
さ
れ
た
が
、
屈
す
る
こ
と
な
く
、
全
協
繊
維
大
阪
支
部
の
応
援
・

指
導
の
も
と
に
飽
く
ま
で
初
志
の
貫
徹
を
期
し
、
闘
争
を
継
続
し
た
。

六
月
二
九
日
夜
に
は
、
争
議
団
員
約
一
〇
人
と
応
援
員
六
〇
人
が
そ

れ
ぞ
れ
薪
木
を
も
っ
て
工
場
を
襲
撃
し
、
窓
ガ
ラ
ス
七
〇
〇
枚
余
を

破
壊
す
る
な
ど
し
た
。
所
轄
警
察
署
員
は
、
急
報
に
よ
り
現
場
に
駆

け
つ
け
た
が
、
争
議
団
員
ら
は
逮
捕
を
免
れ
よ
う
と
し
て
頑
強
に
抵

抗
し
、
巡
査
三
人
と
通
行
人
四
人
に
傷
を
負
わ
せ
た
。
警
察
は
七
月

一
〇
日
ま
で
に
全
員
を
検
挙
し
た
。
梁
南
士
以
下
三
三
人
は
騒
擾
罪

で
大
阪
地
方
検
事
局
に
送
致
さ
れ
、
全
員
起
訴
さ
れ
た
。
同
年
一
二

月
、
大
阪
地
方
裁
判
所
は
彼
ら
を
懲
役
一
〇
カ
月
な
い
し
八
カ
月
に

処
し
た
。
も
っ
と
も
、
梁
南
士
以
下
七
人
を
除
く
ほ
か
は
、
い
ず
れ

も
三
カ
年
間
刑
の
執
行
を
猶
予
さ
れ
た
。

（

）
９９

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
も
、
朝
鮮
人
労
働
者
が
全
協
の
指
導

の
も
と
に
行
な
っ
た
争
議
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
谷
山
と
松
本
ゴ
ム

工
場
の
争
議
が
あ
る
。
大
阪
市
東
成
区
猪
飼
野
方
面
に
は
、
ゴ
ム
工

場
が
三
三
工
場
あ
り
、
朝
鮮
人
労
働
者
九
八
〇
余
人
が
働
い
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
労
働
者
の
中
に
全
協
日
本
化
学
に
加
盟
し
て
い
る
者
が
か

な
り
い
た
が
、
彼
ら
は
事
業
主
側
が
業
界
不
況
の
打
開
策
と
し
て
臨

時
休
業
、
工
場
閉
鎖
な
ど
を
考
え
て
い
る
こ
と
を
探
知
し
た
。
そ
こ

で
、
も
し
打
開
策
が
事
業
主
側
か
ら
発
表
さ
れ
れ
ば
、
直
ち
に
全
協

日
本
化
学
の
指
導
の
も
と
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
断
行
す
る
手
は
ず
を
整
え

て
い
た
。
た
ま
た
ま
、
同
年
五
月
一
三
日
、
谷
山
工
場
に
お
い
て
一

部
工
賃
の
値
下
げ
を
発
表
し
、
次
い
で
五
月
一
五
日
、
松
本
工
場
も

同
じ
よ
う
に
値
下
げ
を
発
表
し
た
の
で
、
両
工
場
の
労
働
者
（
谷
山

工
場
一
六
人
、
松
本
工
場
九
四
人
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
工
場
主
に
対
し
、

値
下
げ
取
消
し
を
要
求
す
る
と
共
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。
全

協
化
学
と
日
本
共
産
青
年
同
盟
（
共
青
）
員
は
、
予
定
し
て
い
た
よ

う
に
各
工
場
を
ゼ
ネ
ス
ト
に
ま
き
込
も
う
と
し
、
両
工
場
争
議
団
の

応
援
を
す
る
と
共
に
、
各
種
印
刷
物
を
頒
布
し
て
宣
伝
・
煽
動
に
つ

と
め
た
。
し
か
し
、
大
阪
府
が
ス
ト
ラ
イ
キ
が
他
に
拡
大
し
な
い
よ

う
取
り
締
ま
っ
た
の
で
、
両
工
場
以
外
に
波
及
せ
ず
、
争
議
は
何
ら

成
果
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
同
月
中
に
終
わ
っ
た
。

（

）
１００
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右
に
あ
げ
た
争
議
は
、
い
ず
れ
も
全
協
の
関
与
が
明
ら
か
な
も
の

で
あ
る
が
、『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当

時
の
「
争
議
の
多
く
は
朝
鮮
人
の
み
が
立
ち
上
が
り
、
日
本
人
労
働

者
が
支
援
し
な
い
と
い
う
形
」
の
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
人
労
働
者

と
朝
鮮
人
労
働
者
が
た
が
い
に
協
力
し
、
闘
う
こ
と
は
き
わ
め
て
少

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
双
方
が
対
立
し
て
、
ス
ト
破
り
が
行

な
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
朝
鮮
人
労
働
者
の
争
議
は
、
表

Ａ
が
示

１８

す
よ
う
に
頻
発
し
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
い
た
ら
な
い
も
の
が
多

か
っ
た
。
た
と
え
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
い
っ
た
と
し
て
も
、
要
求
を

貫
徹
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
ば
し
ば
争
議
は
失
敗
に
終
わ
っ
た

の
で
あ
る
。

Ｃ
在
阪
朝
鮮
人
の
消
費
組
合
運
動

昭
和
に
は
い
っ
て
労
働
運
動
や
農
民
運
動
が
さ
か
ん
に
な
る
と
共

に
、
各
組
合
を
基
礎
と
す
る
消
費
組
合
が
各
地
に
設
立
さ
れ
、
消
費

組
合
運
動
の
進
展
を
み
た
。
大
阪
に
お
い
て
も
、
労
働
団
体
な
ど
に

よ
っ
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
消
費
組
合
が
設
立
さ
れ
た
が
、
在
阪
朝
鮮
人
の

居
住
地
域
に
お
け
る
消
費
組
合
も
、
表

が
示
す
よ
う
に
数
多
く
設

１９

立
さ
れ
、
さ
か
ん
に
活
動
し
た
。

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
三
月
、
無
産
者
消
費
組
合
の
全
国
的
統

一
指
導
機
関
と
し
て
、
日
本
無
産
者
消
費
組
合
聯
盟
（
日
消
聯
）
が

（

）
１０１

結
成
さ
れ
た
が
、
翌
年
五
月
、
よ
り
広
範
な
大
衆
を
獲
得
す
る
た
め

「
無
産
者
」
を
削
除
し
、
日
本
消
費
組
合
聯
盟
（
日
消
聯
）
と
改
称
し

た
。
そ
の
日
消
聯
は
、
関
西
地
方
に
お
け
る
消
費
組
合
を
糾
合
し
て

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
六
月
、
日
消
聯
関
西
地
方
協
議
会
を
結
成

し
た
（
翌
年
五
月
、
日
消
聯
関
西
地
方
委
員
会
と
改
称
）。
同
協
議
会
は
、

朝
鮮
人
の
獲
得
を
め
ざ
し
て
、
結
成
直
後
に
日
消
聯
関
西
地
協

ニ
ュ
ー
ス
朝
鮮
語
版
第
一
号
な
ら
び
に
朝
鮮
文
の
「
七
月
二
日
の
第

六
回
国
際
消
費
組
合
デ
ー
に
対
す
る
闘
争
方
針
の
指
令
書
」
を
発
行

す
る
な
ど
し
て
組
織
の
拡
大
に
つ
と
め
た
。
こ
の
協
議
会
に
金
応
斗

ら
を
幹
部
と
す
る
大
同
消
費
組
合
や
金
爀
鐘
・
金
在
演
ら
を
幹
部
と

す
る
槿
愛
消
費
組
合
な
ど
が
加
盟
し
た
が
、「
此
等
組
合
幹
部
は
常

に
全
協
其
の
他
の
極
左
分
子
と
緊
密
に
連
絡
し
て
活
動
し
た
」
と
い

う
。
ま
た
、
大
同
消
費
組
合
は
朝
鮮
語
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
す
る
ほ
か
、

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
六
月
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
、
婦
人
部
・

青
年
部
の
組
織
お
よ
び
『
消
費
組
合
新
聞
』
の
読
者
獲
得
を
決
議
す

る
な
ど
、
組
織
の
拡
大
に
つ
と
め
た
。

東
大
阪
消
費
組
合
は
朴
来
成
ら
に
よ
っ
て
東
成
区
猪
飼
野
に
設
立

さ
れ
た
が
、
岩
村
登
志
夫
氏
は
「
こ
れ
は
全
協
の
指
令
に
し
た
が
っ

た
も
の
で
、
一
株
三
円
の
出
費
で
朝
鮮
人
五
〇
〇
世
帯
を
組
織
し
て

阪
神
消
費
組
合
（
尼
崎
─
引
用
者
註
）
を
通
じ
て
食
料
品
を
共
同
購

（

）
１０２

（

）
１０３
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表
１９

在
阪
朝
鮮
人
の
消
費
組
合

備
考

中
心
人
物

組
合
員
数

創
立
年
月
日

名
称

昭
和
９
年

昭
和
８
年

昭
和
７
年

昭
和
９
年

昭
和
８
年

昭
和
７
年

日
消
加
盟
、
９
年
争
議
応
援
３
件
、

極
左
派

金
性
大

金
鎮
坤

金
応
斗

金
応
斗

２１
３００

３００
昭
４
.４
.２２

大
同
消
費
組
合

日
消
加
盟
、
極
左
派

李
鶴
基

金
在
演

金
爀
鐘

金
爀
鐘

１３０
１８０

５０
昭
７
.２
.１２

槿
愛
消
費
組
合

９
年
争
議
応
援
４
件
、
極
左
派

金
瑞
玉

７９
昭
８
.１０
.１

大
阪
消
費
組
合
東
部
出
張
所

左
翼
派

張
進
薫

１５０
昭
６
.８
.１１

住
吉
消
費
組
合

左
翼
派

金
聲
振

金
聲
振

金
聲
振

６０
６０

６０
昭
７
.５
.１

西
成
区
津
守
町
消
費
組
合

９
年
争
議
応
援
２
件
、
左
翼
派

金
明
彦

３０
昭
７
.４
.２０

大
阪
消
費
組
合

左
翼
派

金
富
沢

奉
徳
裁

金
富
沢

２０
２０

昭
７
.１０
.１１

京
南
消
費
組
合

左
翼
派

朱
聖
沢

５０
昭
７
.１０
.２３

永
信
消
費
組
合

左
翼
派

許
澳

金
載
爀

５０
４５

昭
７
.８
.１６

共
醒
会
消
費
組
合

左
翼
派

崔
周
享

崔
周
享

１５
１４

昭
７
.１２
.１

共
済
消
費
組
合

９
年
争
議
応
援
２
件
、
検
束
１
人
、
左
翼
派

金
洙
鎮

朴
来
成

１３０
１００

昭
８
.７
.２８

東
大
阪
消
費
組
合

左
翼
派

金
鐘
萬

１４
昭
８
.８
.２５

高
槻
町
朝
鮮
消
費
組
合

出
典
：『
状
況
』４
昭
和
７
年
、
５
昭
和
８
年
、
６
昭
和
９
年
に
よ
り
作
成
。

註
：
組
合
員
数
、
中
心
人
物
は
各
年
末
現
在
の
も
の
。

「
備
考
」の
極
左
派
、
左
翼
派
は
、『
状
況
』で
、
共
産
主
義
系
極
左
派
と
し
て
い
る
も
の
を「
極
左
派
」、
共
産
主
義
系
左
翼
派
と
し
て
い
る
も
の
を「
左
翼
派
」と
し
た
。

こ
れ
ら
の
他
に
、
ウ
リ
消
費
組
合
な
ど
が
あ
る
。
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入
し
た
が
、
朝
鮮
人
居
住
街
に
密
着
し
て
労
働
争
議
の
資
金
カ
ン
パ

網
と
な
り
、
全
協
組
合
員
養
成
の
貯
水
池
の
役
目
を
果
た
し
た
」
と

述
べ
て
い
る
。
事
実
、『
社
会
運
動
の
状
況
』
に
よ
れ
ば
、
東
大
阪
消

費
組
合
は
日
本
消
費
組
合
系
の
組
合
で
、
表

に
示
す
よ
う
に
、
昭

１９

和
九
（
一
九
三
四
）
年
に
は
二
件
の
争
議
を
応
援
し
、
組
合
員
一
人

が
検
挙
さ
れ
て
い
る
。

在
阪
朝
鮮
人
の
消
費
組
合
は
、
お
お
む
ね
階
級
的
消
費
組
合
で
、

日
本
消
費
組
合
聯
盟
に
加
盟
す
る
組
合
か
、
そ
の
系
統
の
組
合
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
消
費
組
合
聯
盟
は
「
組
織
に
関
し
て
は

超
党
派
性
を
標
榜
し
つ
ゝ
あ
る
も
、
一
面
に
於
て
は
ロ
ッ
チ
デ
ー
ル

派
消
費
組
合
及
産
業
組
合
運
動
を
排
撃
し
、
又
其
の
行
動
綱
領
に
於

て
は
一
般
組
合
経
営
の
外
、
小
作
争
議
、
労
働
争
議
の
応
援
、
其
の

他
の
政
治
闘
争
を
目
的
と
し
つ
ゝ
あ
り
て
、
其
の
性
質
は
階
級
的
消

費
組
合
た
る
こ
と
明
か
な
る
が
、
更
に
其
の
中
心
人
物
は
、
本
聯
盟

の
運
動
を
日
本
共
産
党
の
運
動
に
隷
属
せ
し
め
て
、
共
産
党
の
外
廓

運
動
た
ら
し
め
ん
こ
と
を
期
し
つ
ゝ
あ
り
。
又
日
本
共
産
党
は
、
本

聯
盟
内
に
フ
ラ
ク
シ
ヨ
ン
を
潜
入
せ
し
め
て
其
の
外
廓
的
運
動
を
指

導
し
」
て
い
た
。
在
阪
朝
鮮
人
の
消
費
組
合
は
、
こ
の
日
消
聯
に
影

響
さ
れ
な
が
ら
消
費
組
合
運
動
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（

）
１０４

（

）
１０５

（
３
）
普
通
選
挙
の
実
施
と
在
阪
朝
鮮
人
の
政
治
的
進
出

Ａ
地
方
議
会
議
員
選
挙
と
在
阪
朝
鮮
人

大
正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
三
月
に
普
通
選
挙
法
（
衆
議
院
議
員
選

挙
法
改
正
法
律
）
が
成
立
し
、
五
月
に
公
布
さ
れ
た
。
同
法
に
よ
り
、

衆
議
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
納
税
要
件
が
撤
廃
さ
れ
、
満
二
五
歳
以

上
の
男
子
に
選
挙
権
が
、
満
三
〇
歳
以
上
の
男
子
に
被
選
挙
権
が
与

え
ら
れ
た
。
こ
の
納
税
要
件
撤
廃
の
普
通
選
挙
制
は
、
大
正
一
五

（
一
九
二
六
）
年
六
月
の
市
制
・
町
村
制
・
府
県
制
の
同
時
改
正
に
よ

り
、
各
種
地
方
議
会
の
議
員
選
挙
に
も
適
用
さ
れ
た
。
た
だ
、
地
方

議
会
の
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
を
有
す
る
も
の
は
「
市
町
村
公

民
」
で
あ
っ
た
（
府
県
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は
、
府
県
内
の
市
町
村
公

民
が
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
を
有
し
た
）。
そ
し
て
「
公
民
」
の
要
件

は
「
帝
国
臣
民
た
る
こ
と
、
年
令
二
十
五
年
以
上
の
男
子
た
る
こ
と
、

二
年
以
上
そ
の
市
町
村
住
民
た
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
地
方
議

会
の
議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙
権
は
、
二
五
歳
以

上
の
男
子
が
有
し
た
。
在
日
朝
鮮
人
も
、
普
通
選
挙
法
お
よ
び
市

制
・
町
村
制
・
府
県
制
の
改
正
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
普
通
選
挙
の

選
挙
権
と
被
選
挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

普
通
選
挙
に
よ
る
最
初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
昭
和
三
（
一
九

二
八
）
年
二
月
に
行
な
わ
れ
た
が
、
関
西
で
最
初
に
普
通
選
挙
に
よ

（

）
１０６
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る
市
会
議
員
選
挙
が
行
な
わ

れ
た
の
は
岸
和
田
市
で
、
昭

和
二
（
一
九
二
七
）
年
一
月

で
あ
っ
た
（
全
国
で
は
、
岸

和
田
市
よ
り
先
に
浜
松
市
な

ど
七
市
で
普
選
を
行
な
っ
て

い
る
）。
同
選
挙
に
岸
和
田

市
在
住
の
朝
鮮
人
が
選
挙
権

を
行
使
し
た
。
当
時
、
岸
和

田
市
在
住
朝
鮮
人
は
約
一
五

〇
〇
人
と
み
ら
れ
る
が
、
紡

績
工
場
な
ど
で
働
く
女
性
が

多
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
男

性
が
少
な
く
、
有
権
者
は
わ

ず
か
四
一
人
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
そ
の
う
ち
、
文
字
の
書

け
る
二
九
人
が
投
票
し
た
が
、

ハ
ン
グ
ル
に
よ
る
投
票
も

あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
無

効
と
さ
れ
た
。
ハ
ン
グ
ル
投

票
が
有
効
と
な
っ
た
の
は
、
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
二
月
の
第
一

七
回
総
選
挙
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ン
グ
ル
投
票
が
認
め
ら
れ
る
と
「
選

挙
ポ
ス
タ
ー
、
ビ
ラ
、
立
て
看
板
、
推
薦
状
な
ど
に
ハ
ン
グ
ル
文
字

が
進
出
し
、
朝
鮮
語
の
演
説
も
行
わ
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
各
級
選
挙

（
マ
マ
）

に
朝
鮮
人
が
立
候
補
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
」
と
『
岸
和
田
市
史
』

は
記
し
て
い
る
。

た
し
か
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
各
種
選
挙
に
朝
鮮
人
が
立
候
補
し
て

い
る
。
表

は
全
国
の
各
種
選
挙
で
の
朝
鮮
人
立
候
補
者
数
と
当
選

２０

者
数
、
お
よ
び
大
阪
府
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
表
に
よ

れ
ば
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
の
市
会
議
員
選
挙
に
朝
鮮
人
立
候

補
者
が
一
人
い
る
。
地
方
議
会
議
員
選
挙
で
の
最
初
の
朝
鮮
人
立
候

補
者
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
四
年
一
月
の
堺
市
会
議
員
選
挙
に
立
候
補

し
た
紡
績
工
場
朝
鮮
人
監
督
の
黄
承
元
で
あ
る
。
彼
は
二
〇
四
票
を

得
た
が
落
選
し
た
（
ち
な
み
に
最
下
位
当
選
者
の
得
票
数
は
二
五
八
票
）。

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
一
月
の
堺
市
会
議
員
選
挙
に
も
、
泉
州

一
般
労
働
組
合
の
推
薦
を
得
て
紡
績
工
場
の
朝
鮮
人
監
督
、
金
敬
善

が
立
候
補
し
て
い
る
。
金
も
一
八
四
票
を
獲
得
し
た
が
落
選
し
た

（
最
下
位
当
選
者
の
得
票
数
は
三
〇
〇
票
）。

表

Ｂ
に
よ
る
と
、
昭
和
四
年
か
ら
八
年
ま
で
の
間
に
実
施
さ
れ

２０

た
各
種
選
挙
に
、
大
阪
府
内
で
立
候
補
し
た
朝
鮮
人
は
四
人
で
あ
る

（

）
１０７

（

）
１０８

（

）
１０９

（

）
１１０

（B） 大阪府

合 計１４～１８年９～１３年昭和４～８年

５８（２３）３７（１４）１７（８）４（１）

出典：『東大阪市史』近代Ⅱ、５０～５１頁による。
註：松田利彦『戦前期の在日朝鮮人と参政権』の表

を基にしている。
（ ）内の数字は当選者数。

合 計１８年１７年１６年１５年

（２）１２（０）６
（０）１３（０）１
（３１）１７３（０）１（１３）６３（１）３（５）２８
（２０）４７（１２）２３（１）１（１）２
（２９）４３（０）１（１２）１７

（８２）２８８（０）３（３７）１０９（２）４（６）３０
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が
、
そ
の
中
に
七
年
の
衆
議

院
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
た

者
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
、

地
方
議
会
の
議
員
選
挙
に
立

候
補
し
た
の
は
三
人
で
、
一

人
が
当
選
し
た
の
で
あ
る
。

当
選
者
は
八
年
四
月
の
泉
南

郡
雄
信
達
村
の
村
会
議
員
選

挙
で
、
一
八
票
を
得
て
当
選

し
た
古
物
商
の
鄭
命
用
で
あ

り
、
相
愛
会
泉
南
支
部
に
属

し
た
。
次
の
九
年
か
ら
一
三

年
ま
で
の
間
に
も
衆
議
院
議

員
選
挙
が
二
回
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
一
人
が
立
候
補
し
て

い
る
の
で
、
地
方
議
会
の
議

員
選
挙
に
一
五
人
が
立
候
補

し
、
八
人
当
選
し
て
い
る
。

当
選
し
た
議
員
の
一
人
は
、

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年

一
月
の
堺
市
会
議
員
選
挙
に
立
候
補
し
、
三
二
四
票
を
得
た
別
珍
剪

毛
を
業
と
す
る
呂
硯
石
で
、
堺
市
会
最
初
の
朝
鮮
人
議
員
と
な
っ
た
。

ま
た
、
中
河
内
郡
枚
岡
村
（
昭
和
一
四
年
か
ら
枚
岡
町
）
で
は
、
昭
和

一
二
（
一
九
三
七
）
年
五
月
の
村
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
定
員
一

八
人
の
う
ち
、
土
木
人
夫
請
負
の
李
在
煥
（
得
票
数
七
一
票
）
と
焼
線

工
の
姜
熊
瑞
（
得
票
数
四
八
票
）
が
当
選
し
、
議
員
と
な
っ
た
。

普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
当
初
、
在
阪
朝
鮮
人
の
大
多
数
は
生
活

が
苦
し
く
、
政
治
的
関
心
も
乏
し
か
っ
た
の
で
、
地
方
議
会
の
議
員

選
挙
に
立
候
補
す
る
も
の
も
少
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
朝
鮮
人
が
集

住
し
て
い
る
選
挙
区
で
は
、
朝
鮮
人
だ
け
の
得
票
で
当
選
可
能
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
選
挙
ご
と
に
立
候
補
者
が
増
加
し
、
当
選
す
る
者
も

増
え
た
。
大
阪
府
知
事
半
井
清
の
事
務
引
継
書
に
よ
れ
ば
、
昭
和
一

五
（
一
九
四
〇
）
年
現
在
、
大
阪
府
内
の
市
町
村
会
に
お
け
る
朝
鮮

人
議
員
は
、
枚
岡
町
の
二
人
の
ほ
か
、
堺
市
・
吹
田
市
・
大
津
町
・

春
木
町
・
樽
井
町
・
南
王
子
村
・
瓜
破
村
に
各
一
人
お
り
、
朝
鮮
人

人
口
の
割
に
は
少
な
い
が
、
在
阪
朝
鮮
人
も
地
方
議
会
へ
進
出
す
る

よ
う
に
な
っ
た
（
昭
和
一
四
年
の
府
会
議
員
選
挙
に
は
、
東
淀
川
区
か

ら
金
達
成
と
鄭
仲
礼
の
二
人
が
、
東
成
区
か
ら
李
在
鶴
が
立
候
補
し
た
が
、

三
人
と
も
落
選
し
た
）。

（

）
１１１

（

）
１１２

（

）
１１３

表２０ 朝鮮人立候補者数と当選者数
（A）全国

１４年１３年１２年１１年１０年９年８年７年６年昭和４年

（１）２（０）２（１）２衆議院
（０）１０（０）１（０）１都府県会
（０）１（２）７（５）４１（２）１１（０）１（１）２（１）１２（１）２（０）１市 会
（１）３（０）１（３）１０（１）３（１）３（０）１町 会
（０）１（１１）１７（１）１（５）６村 会

（１）１５（２）８（２０）７０（４）１７（０）１（１）２（７）２２（２）４（０）２（０）１合 計
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Ｂ
衆
議
院
議
員
選
挙
と
李
善
洪

昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
二
月
の
第
一
八
回
総
選
挙
に
二
人
の
在

日
朝
鮮
人
が
立
候
補
し
た
。
そ
の
一
人
が
東
京
第
四
区
か
ら
立
候
補

し
た
朴
春
琴
で
、
六
九
六
六
票
を
得
て
当
選
し
た
。
も
う
一
人
は
大

阪
第
四
区
（
西
成
・
東
淀
川
・
西
淀
川
・
東
成
・
住
吉
の
各
区
、
た
だ
し

昭
和
七
年
一
〇
月
に
東
成
区
が
分
区
し
、
旭
区
を
新
設
し
た
の
で
、
第
一

九
回
総
選
挙
か
ら
は
旭
区
を
含
む
）
か
ら
無
所
属
で
立
候
補
し
た
李
善

洪
で
あ
る
。
彼
は
二
〇
二
〇
票
（
得
票
率
二
％
）
を
得
た
に
と
ど
ま

り
最
下
位
で
落
選
し
た
。

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）
年
二
月
の
第
一
九
回
総
選
挙
に
も
、
東

京
第
四
区
か
ら
朴
春
琴
、
大
阪
第
四
区
か
ら
李
善
洪
が
立
候
補
し
、

い
ず
れ
も
落
選
し
た
。
李
は
、
前
回
の
二
〇
二
〇
票
か
ら
五
四
三
五

票
（
得
票
率
四
％
弱
）
と
得
票
を
の
ば
し
た
が
、
落
選
し
た
の
で
あ
る
。

岩
村
登
志
夫
氏
は
、
李
善
洪
と
こ
の
選
挙
に
つ
い
て
「
東
成
区
は
、

大
阪
第
四
区
の
な
か
で
も
代
表
的
な
朝
鮮
人
集
住
地
域
で
あ
っ
た
が
、

こ
こ
で
も
李
の
得
票
は
一
〇
二
四
票
（
得
票
率
三
・
五
％
）
に
と
ど

ま
っ
た
。
東
成
区
の
朝
鮮
人
有
権
者
は
二
六
五
七
人
で
あ
っ
た
が
、

投
票
者
は
七
三
八
人
に
す
ぎ
ず
、
棄
権
率
は
七
三
％
に
も
の
ぼ
り
、

東
成
区
の
全
有
権
者
の
棄
権
率
四
九
％
に
く
ら
べ
て
異
常
に
高
い
も

の
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
朝
鮮
人
有
権
者
の
多
く
が
李
善
洪

（

）
１１４

（

）
１１５

に
投
票
せ
ず
、
棄
権
し
た
た
め
、
こ
の
度
も
敗
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
一
二
（
一
九
三
七
）
年
四
月
の
第
二
〇
回
総
選
挙
に
も
、
朴

春
琴
は
東
京
第
四
区
、
李
善
洪
は
大
阪
第
四
区
か
ら
立
候
補
し
た
。

朴
は
七
九
一
五
票
を
得
て
当
選
し
、
李
は
前
回
の
ほ
ぼ
二
倍
の
一
万

〇
〇
〇
九
票
を
獲
得
し
た
が
落
選
し
た
。

衆
議
院
議
員
選
挙
に
三
た
び
立
候
補
し
、
三
た
び
落
選
し
た
李
善

洪
は
、『
社
会
運
動
の
状
況
』
に
よ
る
と
、
第
一
九
回
総
選
挙
当
時
は

薬
種
商
で
、
第
二
〇
回
総
選
挙
当
時
は
無
職
で
あ
る
が
、
前
述
の
よ

う
に
長
ら
く
朝
鮮
人
協
会
本
部
（
会
員
約
九
五
〇
人
）
の
会
長
を
し
、

「
内
鮮
融
和
」
に
つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。
後
に
み
る
よ
う
に
、「
同

化
」
の
時
流
に
乗
っ
て
第
二
〇
回
総
選
挙
で
は
、
得
票
を
大
き
く
の

ば
し
た
も
の
の
、
民
族
的
差
別
に
苦
し
む
在
阪
朝
鮮
人
労
働
者
ら
の

支
持
が
得
ら
れ
ず
、
こ
の
度
の
選
挙
で
も
敗
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

（
４
）
同
化
政
策
の
推
進
と
在
阪
朝
鮮
人

在
阪
朝
鮮
人
が
激
増
し
た
大
阪
府
で
は
、
昭
和
九
（
一
九
三
四
）

年
四
月
、
大
阪
府
内
鮮
融
和
事
業
調
査
会
（
会
長
大
阪
府
知
事
）
を
設

置
し
た
。
同
調
査
会
は
「
在
阪
朝
鮮
人
ノ
保
護
竝
ニ
内
鮮
融
和
方
策

ニ
関
ス
ル
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
調
査
審
議
ス
」（
大
阪
府
内
鮮
融
和
事
業

（

）
１１６（

）
１１７
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調
査
会
規
則
第
一
条
）
る
も
の
で
あ
っ
た
。
府
は
、
こ
こ
に
、
従
来
の

融
和
政
策
を
関
係
者
の
意
見
を
聞
い
て
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
の

で
あ
る
。
同
調
査
会
は
、
六
分
科
委
員
会
に
分
か
れ
て
調
査
・
審
議

し
た
が
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
事
項
で
あ
っ
た
。

１

朝
鮮
人
移
住
問
題
ニ
関
ス
ル
事
項

２

内
鮮
融
和
事
業
ニ
関
ス
ル
指
導
行
政
機
関
ノ
組
織
ニ
関
ス

ル
事
項

３

内
鮮
融
和
竝
保
護
団
体
ノ
指
導
統
制
ニ
関
ス
ル
事
項

４

教
育
施
設
ノ
創
設
拡
充
ニ
関
ス
ル
事
項

５

在
阪
朝
鮮
人
ノ
内
地
化
、
生
活
改
善
等
教
化
方
法
ニ
関
ス

ル
事
項

６

保
護
施
設
ノ
整
備
拡
充
ニ
関
ス
ル
事
項

各
分
科
委
員
会
は
、
担
当
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
を

重
ね
た
。
そ
し
て
、
九
年
九
月
の
第
二
回
総
会
に
お
い
て
各
分
科
委

員
会
の
決
議
を
採
択
し
、
以
後
の
朝
鮮
人
対
策
と
す
る
こ
と
に
し
た
。

第
三
分
科
委
員
会
が
担
当
し
た
「
内
鮮
融
和
竝
保
護
団
体
ノ
指
導

統
制
ニ
関
ス
ル
事
項
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。

一
、
概
要
左
記
ノ
如
キ
団
体
組
織
ノ
基
準
ヲ
定
メ
団
体
組
織
者
ヲ

シ
テ
之
ニ
拠
ラ
シ
ム
ル
コ
ト

（

）
１１８

（

）
１１９

基

準

イ
、
団
体
幹
部
ハ
社
会
的
信
用
ヲ
有
ス
ル
篤
志
家
タ
ル
コ
ト

ロ
、
有
効
且
適
切
ナ
ル
事
業
ヲ
経
営
ス
ル
コ
ト

ハ
、
原
則
ト
シ
テ
会
費
又
ハ
負
担
金
ヲ
徴
収
セ
ザ
ル
コ
ト

二
、
優
良
団
体
ヲ
以
テ
内
鮮
融
和
事
業
聯
盟
ヲ
組
織
シ
事
業
ノ
聯

絡
統
一
竝
競
合
防
止
ヲ
図
ラ
シ
メ
更
ニ
府
ニ
於
テ
之
ガ
指
導

統
制
ニ
当
ル
コ
ト

三
、
優
良
団
体
ニ
対
シ
テ
ハ
、
積
極
的
助
成
ヲ
講
ズ
ル
ト
共
ニ
、

所
謂
不
良
団
体
ニ
対
シ
テ
ハ
警
察
取
締
ヲ
厳
重
ニ
ス
ル
コ
ト

右
に
み
る
よ
う
に
、
融
和
を
妨
げ
る
よ
う
な
不
良
団
体
は
警
察
の

取
り
締
ま
り
の
対
象
と
し
、
優
良
団
体
に
は
積
極
的
に
助
成
す
る
な

ど
、
府
は
融
和
団
体
の
指
導
統
制
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

在
阪
朝
鮮
人
の
内
地
化
、
同
化
の
具
体
策
を
樹
立
し
、
実
施
す
る
こ

と
に
し
た
。

つ
ま
り
、
翌
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
九
月
、
調
査
会
の
内
地
化
、

同
化
方
針
に
も
と
づ
き
、
大
阪
府
知
事
は
府
の
幹
部
に
対
し
「
内
鮮

問
題
ニ
対
ス
ル
大
阪
府
根
本
的
方
針
」
を
内
訓
し
て
い
る
が
、
在
住

朝
鮮
人
対
策
の
基
本
方
針
を
設
定
す
る
趣
旨
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

府
下
在
住
朝
鮮
人
ハ
近
時
著
シ
ク
累
増
シ
而
モ
概
ネ
文
化
ノ
程

（

）
１２０
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度
低
ク
特
異
ナ
ル
習
俗
性
行
ヲ
有
シ
低
級
ナ
ル
密
住
生
活
ヲ
営

ム
ガ
為
ニ
動
モ
ス
レ
バ
各
般
ノ
事
端
ヲ
頻
生
シ
ツ
ヽ
ア
リ
今
ニ

シ
テ
之
ガ
趨
勢
ヲ
是
正
ス
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
内
鮮
融
和
上
洵
ニ
憂

慮
ス
ベ
キ
事
態
ヲ
醸
成
ス
ル
ノ
憂
ナ
シ
ト
セ
ズ
乃
チ
之
ガ
実
情

ニ
鑑
ミ
茲
ニ
其
ノ
対
策
ノ
基
本
的
方
針
ヲ
設
定
シ
凡
テ
ノ
方
途

ヲ
竭
シ
テ
在
住
朝
鮮
人
特
有
ノ
俗
性
ヲ
矯
正
シ
生
活
ノ
改
善
ヲ

図
リ
テ
之
ヲ
内
地
化
セ
シ
メ
進
ン
デ
至
誠
報
国
ノ
精
神
ヲ
涵
養

シ
以
テ
斉
シ
ク
休
明
ノ
沢
ヲ
亨
ケ
シ
ム
ル
ト
共
ニ

陛
下
ノ
赤

（
マ
マ
）

子
ト
シ
テ
邦
家
ノ
隆
運
ヲ
扶
翼
セ
シ
ム
ル
ヲ
以
テ
其
ノ
根
義
ト

為
セ
リ
（
後
略
）

内
訓
で
示
し
た
大
阪
府
の
在
住
朝
鮮
人
対
策
の
基
本
方
針
は
、
在

阪
朝
鮮
人
を
内
地
化
、
同
化
さ
せ
て
「
邦
家
ノ
隆
運
ヲ
扶
翼
セ
シ

ム
」
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

そ
の
あ
と
、
内
訓
は
「
行
政
機
関
ニ
関
ス
ル
事
項
」「
移
住
制
限
ニ

関
ス
ル
事
項
」「
融
和
団
体
ニ
関
ス
ル
事
項
」「
教
育
奨
励
ニ
関
ス
ル

事
項
」「
矯
風
教
化
ニ
関
ス
ル
事
項
」「
保
護
施
設
ニ
関
ス
ル
事
項
」

「
警
察
取
締
ニ
関
ス
ル
事
項
」
に
つ
い
て
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
い
ず
れ
も
調
査
会
が
第
二
回
総
会
で
採
択
し
た
も
の
と
同
趣
旨

で
あ
る
が
、「
融
和
団
体
ニ
関
ス
ル
事
項
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

（

）
１２１

所
謂
現
在
ノ
融
和
団
体
ハ
概
ネ
私
利
ヲ
図
ラ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヽ

発
起
ニ
係
リ
有
害
無
益
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
ト
セ
ズ
之
ガ
存
立
ノ
必

要
ヲ
認
ム
ル
ハ
其
ノ
組
織
法
人
ニ
シ
テ
社
会
的
信
用
ア
ル
篤
志

家
ヲ
指
導
者
ト
シ
有
効
適
切
ナ
ル
事
業
ヲ
経
営
シ
而
モ
財
源
ヲ

会
費
ニ
求
メ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
限
ル
ベ
ク
向
後
ハ
之
等
優
良
団
体
ヲ

シ
テ
聯
盟
ヲ
組
織
セ
シ
メ
テ
指
導
助
成
ス
ベ
キ
ニ
付
其
ノ
聯
盟

ニ
加
入
セ
シ
メ
ザ
ル
団
体
ハ
漸
次
解
散
セ
シ
ム
ル
ト
共
ニ
取
締

ヲ
厳
ニ
シ
テ
此
ノ
種
団
体
ノ
新
設
ヲ
禁
ズ
ベ
シ
。

大
阪
府
は
、
約
二
〇
〇
あ
っ
た
融
和
団
体
を
整
理
し
、「
優
良
団

体
」
に
一
本
化
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
昭
和

九
（
一
九
三
四
）
年
五
月
、
在
阪
有
力
融
和
団
体
で
あ
る
内
鮮
協
和

会
・
相
愛
会
大
阪
本
部
・
済
州
共
済
会
大
阪
支
部
に
よ
っ
て
大
阪
府

内
鮮
融
和
事
業
聯
盟
を
結
成
し
、
団
体
間
の
連
絡
統
一
な
ら
び
に
既

設
の
他
団
体
を
指
導
し
、
融
和
事
業
の
普
及
発
達
を
図
る
こ
と
に
し

た
。
ま
た
、
翌
一
〇
年
七
月
、
大
阪
府
知
事
を
会
長
と
す
る
内
鮮
協

和
会
は
大
阪
府
協
和
会
と
改
称
し
、
同
化
政
策
を
協
力
に
推
進
す
る

こ
と
に
し
た
。

政
府
も
大
阪
府
の
方
針
に
な
ら
い
同
化
政
策
を
行
な
う
こ
と
に
し

た
。
す
な
わ
ち
、
政
府
は
「
昭
和
十
一
年
度
よ
り
新
に
協
和
事
業
費

を
計
上
し
、
主
要
関
係
府
県
に
対
し
助
成
金
を
交
付
し
、
以
て
内
地

（

）
１２２
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在
住
朝
鮮
人
の
保
護
善
導
に
関
す
る
施
設
を
奨
励
し
、
朝
鮮
人
の
内

地
化
、
同
化
を
基
調
と
す
る
生
活
の
改
善
向
上
に
関
し
、
積
極
的
指

導
を
為
す
こ
と
」
に
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
在
日
朝
鮮
人
の
同
化

の
た
め
の
こ
の
事
業
は
、『
社
会
運
動
の
状
況
』
に
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、「
朝
鮮
人
に
対
す
る
協
和
事
業
遂
行
は
警
察
取
締
と
極
め

て
密
接
な
る
関
係
を
有
し
、
之
な
く
し
て
は
到
底
其
の
目
的
を
達
し

得
ざ
る
現
況
に
あ
る
を
以
て
、
警
察
当
局
に
於
て
も
本
運
動
に
積
極

的
協
力
を
為
す
こ
と
ゝ
し
、
融
和
親
睦
の
趣
旨
に
悖
る
が
如
き
虞
あ

る
団
体
の
組
織
に
関
し
て
は
可
成
之
が
事
前
阻
止
に
努
め
、
又
既
存

の
不
純
な
る
団
体
の
寄
附
金
募
集
、
基
金
醵
出
を
目
的
と
す
る
興
行

等
は
絶
対
に
之
を
認
め
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
諭
旨
解
散
せ
し
め
て
協

和
事
業
団
体
に
合
流
せ
し
む
る
等
適
当
な
る
警
察
取
締
を
加
へ
、
以

て
不
良
団
体
の
淘
汰
整
理
を
図
る
等
協
和
事
業
の
正
常
に
し
て
、
円

滑
な
る
発
展
に
協
力
し
つ
ゝ
あ
る
次
第
に
し
て
、
各
地
に
於
け
る
協

和
事
業
団
体
の
幹
部
に
は
多
数
の
警
察
官
あ
り
、
本
事
業
の
第
一
線

に
活
動
し
つ
ゝ
あ
る
の
状
況
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
警
察
の
力
を
か

り
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
大
阪
府
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。

昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
六
月
、
中
央
協
和
会
が
設
立
さ
れ
た

（
昭
和
一
九
年
、
中
央
興
生
会
と
改
称
）。
中
央
協
和
会
は
民
間
団
体
の

形
式
を
と
り
な
が
ら
、
中
央
の
機
関
と
し
て
厚
生
省
内
に
設
け
ら
れ

（

）
１２３

（

）
１２４

た
。
地
方
に
お
い
て
は
、
知
事
を
会
長
と
す
る
道
府
県
協
和
会
が
、

道
府
県
庁
の
外
郭
団
体
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
下
部
機

関
と
し
て
、
各
警
察
署
管
轄
区
域
に
支
会
が
設
け
ら
れ
た
。
支
会
の

幹
部
は
、
警
察
署
・
市
町
村
当
局
お
よ
び
民
間
の
有
力
者
で
、
管
轄

区
域
の
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
た
。
支
会
は
ま
た
、
そ
の
事
業
遂
行

の
便
宜
に
し
た
が
い
、
下
部
組
織
と
し
て
分
会
、
あ
る
い
は
指
導
区

を
設
け
、
在
日
朝
鮮
人
を
指
導
教
化
し
た
。

昭
和
一
四
（
一
九
三
九
）
年
一
一
月
現
在
、
大
阪
府
協
和
会
に
は

二
七
の
支
会
・
分
会
が
設
け
ら
れ
た
。
在
阪
朝
鮮
人
も
、
労
働
者
を

中
心
に
こ
の
協
和
会
に
入
会
さ
せ
ら
れ
、
警
察
の
監
視
の
も
と
に
指

導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
政
府
や
大
阪
府
が
憂
慮
し
て
い
た
日
本
人
と
朝
鮮
人

間
の
争
闘
事
件
は
、
表

が
示
す
よ
う
に
減
少
し
た
。
大
阪
府
が
大

２１

阪
府
内
鮮
融
和
事
業
調
査
会
を
設
置
し
、
同
化
政
策
を
打
ち
出
し
た

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
こ
ろ
ま
で
、
全
国
総
件
数
は
六
〇
〇
〇
件

を
こ
え
て
い
た
が
、
大
阪
府
は
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
四
六
四
三

件
、
九
年
四
九
三
一
件
で
、
七
割
以
上
が
大
阪
府
内
で
発
生
し
て
い

た
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
大
阪
府
が
同
化
政
策
を
と
る
こ
と
に
し
、

協
和
事
業
を
実
施
し
た
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
か
ら
、
争
闘
件

数
が
大
幅
に
減
少
し
、
一
〇
年
一
一
七
五
件
、
一
一
年
一
〇
二
九
件
、

（

）
１２５

（

）
１２６
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そ
し
て
一
二
年
に
は
二
五
八

件
に
な
っ
た
。
全
国
的
に
も
、

政
府
が
協
和
事
業
を
実
施
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
争
闘

事
件
が
減
少
し
、
一
一
年
二

九
二
九
件
、
一
二
年
二
〇
二

六
件
、
一
三
年
一
七
一
二
件

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か

ら
い
え
ば
、
協
和
事
業
は
所

期
の
目
的
を
達
し
、
成
功
し

た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
朝

鮮
人
を
警
察
の
監
視
下
に
お

き
、
言
語
・
風
俗
・
習
慣
な

ど
を
強
制
的
に
改
め
さ
せ
た

こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
人
の
民

族
的
誇
り
を
傷
つ
け
、
反
感

を
買
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。
昭
和
一
四

（
一
九
三
九
）
年
の
『
社
会
運

動
の
状
況
』
に
は
朝
鮮
人
の

「
学
生
層
、
知
識
階
級
方
面
に
於
て
は
依
然
と
し
て
民
族
的
偏
見
を

固
執
し
、
毫
も
覚
醒
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
支
那
事
変
を
観
て
、
秘

か
に
帝
国
の
敗
戦
と
朝
鮮
の
独
立
を
希
ひ
、
支
那
事
変
の
究
極
に
於

て
日
本
は
国
際
的
孤
立
及
財
政
的
行
詰
り
に
因
り
敗
戦
に
陥
る
は
必

至
な
り
と
為
し
、
此
の
機
会
に
於
て
一
挙
に
朝
鮮
の
独
立
を
期
す
べ

し
と
企
図
し
、
各
種
の
策
動
を
画
策
し
つ
ゝ
あ
り
て
極
め
て
警
戒
を

要
す
る
も
の
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。
日
中
戦
争
の
さ
な
か
に
、
日

本
の
敗
戦
を
予
見
し
、
朝
鮮
独
立
運
動
を
す
る
在
日
朝
鮮
人
が
い
た

の
で
あ
る
。

む

す

び

最
後
に
、
以
上
を
要
約
し
て
む
す
び
と
し
た
い
。

昭
和
前
期
の
大
阪
経
済
は
、
金
融
恐
慌
か
ら
昭
和
恐
慌
と
つ
づ
く

不
況
に
悩
ま
さ
れ
た
が
、
満
州
事
変
を
契
機
に
よ
う
や
く
不
況
か
ら

脱
し
、
発
展
を
遂
げ
た
。
し
か
し
、
重
化
学
工
業
の
発
展
は
東
京
に

比
し
て
遅
れ
、
相
変
わ
ら
ず
中
小
企
業
の
占
め
る
割
合
が
高
か
っ
た
。

大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
済
州
島
と
大
阪
を
結
ぶ
定
期
航
路

が
開
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
済
州
島
か
ら
の
渡
航
者
を
中
心
に
、

日
本
の
植
民
地
政
策
に
よ
り
困
窮
し
た
朝
鮮
人
が
職
を
求
め
て
来
阪

し
、
や
が
て
定
住
す
る
者
が
増
加
し
た
。

（

）
１２７

（

）
１２８

表２１ 日本人と在日朝鮮人間の争闘事件調

うち
大阪府

計其の他
日本人と朝鮮
人の勢力抗争

痴情
関係

感情及び言
語の行違い

作業上の
手違い

金銭
問題

泥酔の
結果

原因
年次

４,６４３６,５２５４,４３２４５１５１５２６２２４４６２６８５昭和８
４,９３１６,３９７４,３９９６９１０５５５６１５１３９８７１９９
１,１７５３,４６１１,３３０７２９７４８６１４７３５０９７９１０
１,０２９２,９２９１,１１２３５８６４２６１３９３１６８１５１１
２５８２,０２６１９３８７３２９３８１５６３５３８７０１２
１８３１,７１２１７６２９３８１２８１０５２７２７５７１３
１９１１,７６７２１９３０８１３６０８７２４２７４８１４

出典：『状況』各年により作成。
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と
こ
ろ
が
、
来
阪
し
た
朝
鮮
人
に
待
ち
受
け
て
い
た
の
は
民
族
的

差
別
で
あ
っ
た
。
在
阪
朝
鮮
人
の
多
く
は
農
村
の
貧
農
出
身
で
、
教

育
程
度
も
低
く
、
日
本
語
も
来
阪
当
初
は
ほ
と
ん
ど
解
せ
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
日
本
人
が
嫌
う
よ
う
な
労
働
条
件
の
悪
い
工
場
や
職
業

で
あ
っ
て
も
拒
む
こ
と
が
で
き
ず
、
求
め
ら
れ
れ
ば
そ
こ
で
働
き
、

低
収
入
に
耐
え
た
。
住
居
も
、
朝
鮮
人
は
家
賃
を
滞
納
し
が
ち
で
あ

る
と
か
、
不
潔
で
あ
る
と
か
の
口
実
を
設
け
て
断
る
家
主
が
多
く
、

や
む
な
く
バ
ラ
ッ
ク
な
ど
の
不
良
住
宅
に
、
大
勢
の
者
が
同
居
し
た
。

ま
た
、
ス
ラ
ム
や
被
差
別
部
落
に
居
住
場
所
を
求
め
た
り
し
た
が
、

そ
こ
で
も
朝
鮮
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
排
除
さ
れ
、
民
族
的
差
別

に
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
在
阪
朝
鮮
人
労
働
者
は
大
阪
朝
鮮
労
働
組
合
や
日
本

労
働
組
合
全
国
協
議
会
（
全
協
）
の
下
部
組
織
に
加
盟
し
た
り
、
そ

の
指
導
を
受
け
て
過
激
な
労
働
運
動
を
展
開
し
た
。
居
住
地
に
お
い

て
も
、
生
活
を
ま
も
る
た
め
消
費
組
合
運
動
に
力
を
入
れ
た
。
済
州

島
と
大
阪
を
結
ぶ
航
路
の
船
賃
値
下
げ
に
取
り
組
ん
だ
東
亜
通
航
組

合
の
活
動
を
在
阪
朝
鮮
人
が
支
持
し
、
そ
の
組
合
員
と
な
る
も
の
も

多
く
い
た
。
在
阪
朝
鮮
人
は
、
し
ば
し
ば
自
ら
の
生
活
を
ま
も
る
た

め
に
団
結
し
、
行
動
し
た
。

大
阪
府
は
、
当
初
、
在
住
朝
鮮
人
対
策
と
し
て
朝
鮮
人
の
保
護
事

業
を
実
施
し
た
。
知
事
を
会
長
と
す
る
内
鮮
協
和
会
を
設
立
し
て
保

護
事
業
を
実
施
す
る
だ
け
で
な
く
、
親
睦
融
和
を
目
的
と
す
る
諸
団

体
を
助
成
し
た
。
だ
が
、
大
阪
府
の
実
施
し
た
保
護
事
業
は
、
朝
鮮

人
問
題
の
解
決
に
そ
れ
ほ
ど
有
効
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
府
は
、

保
護
政
策
か
ら
同
化
政
策
に
転
じ
る
こ
と
と
し
、
警
察
と
一
体
と

な
っ
て
協
和
事
業
を
推
進
し
た
。
政
府
も
、
府
の
同
化
政
策
を
取
り

入
れ
、
協
和
事
業
を
全
国
に
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
阪
府
だ
け

で
な
く
全
国
的
に
も
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
間
の
争
闘
事
件
が
大
幅
に

減
少
し
た
。
ま
た
、
同
化
政
策
に
迎
合
し
、
地
方
議
会
の
議
員
選
挙

に
立
候
補
し
て
当
選
す
る
者
も
増
え
た
。
け
れ
ど
も
、
朝
鮮
人
を
警

察
の
監
視
下
に
お
き
、
言
語
・
風
俗
・
習
慣
ま
で
強
制
的
に
改
め
さ

せ
た
こ
と
は
、
朝
鮮
民
族
の
誇
り
に
傷
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
朝

鮮
人
の
反
感
を
買
う
こ
と
に
な
っ
た
。
警
察
の
警
戒
す
る
中
で
、
各

地
に
お
い
て
朝
鮮
独
立
運
動
が
つ
づ
け
ら
れ
た
の
も
、
こ
れ
が
一
因

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
、
諸
般
の
事
情
で
、
在
阪
朝
鮮
人
の
宗
教
（
信
仰
）・
文
化

（
新
聞
・
雑
誌
・
演
劇
な
ど
）・
学
生
問
題
（
た
と
え
ば
、
第
三
高
等

学
校
の
学
生
で
、
全
協
土
建
大
阪
支
部
事
務
局
責
任
者
と
し
て
活
動

中
、
検
挙
さ
れ
た
李
晟
国
ら
の
こ
と
）
な
ど
、
お
よ
び
日
中
戦
争
以

後
、
特
に
朝
鮮
人
強
制
連
行
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
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触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
他
日
機
会
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
１
）
内
務
省
警
保
局
編
『
社
会
運
動
の
状
況
（
復
刻
版
）』
５
昭
和

八
年
（
三
一
書
房
、
一
九
七
二
年
）
一
三
九
九
～
一
四
〇
〇
頁
参

照
。
以
下
、
同
書
は
『
状
況
』
と
略
記
す
る
。
発
行
年
は
「
１
昭

和
二
～
四
年
」
か
ら
「
４
昭
和
七
年
」
ま
で
一
九
七
一
年
、「
５

昭
和
八
年
」
か
ら
「

昭
和
一
四
年
」
は
一
九
七
二
年
で
あ
る
。

１１

（
２
）
こ
れ
ら
の
『
社
会
部
報
告
』
に
つ
い
て
は
、
秋
定
嘉
和
「
記
録

さ
れ
た
『
被
差
別
』
の
姿
を
読
む
─
大
阪
市
社
会
部
調
査
か

ら
─
」（『
日
本
近
代
都
市
社
会
調
査
資
料
集
成
３

大
阪
市
社
会

部
調
査
報
告
書
』
別
冊
〔
解
説
〕、
近
現
代
資
料
刊
行
会
、
一
九
九

六
年
）
に
お
い
て
解
説
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
朝
鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団
編
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の

記
録
─
大
阪
編
』（
柏
書
房
、
一
九
九
三
年
）
三
六
頁
。

（
４
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
取
り
あ
え
ず
、
同
書
を
参
照
さ
れ
た

い
。

（
５
）
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
七
巻
（
大
阪
市
、
一
九
九
四
年
）
五
頁
。

（
６
）
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
第
二
巻
（
大
阪
市
、
一
九
三
三
年
）
一

二
三
頁
参
照
。

（
７
）
『
十
周
年
記
念
大
阪
市
域
拡
張
史
』（
大
阪
市
役
所
、
一
九
三
五

年
）
四
三
～
四
四
頁
。

（
８
）
同
書
、
五
三
～
五
六
頁
参
照
。

（
９
）
『
大
阪
百
年
史
』（
大
阪
府
、
一
九
六
八
年
）
五
四
八
～
五
四
九

頁
。

（

）
浅
田
敏
章
編
『
大
阪
工
業
会
五
十
年
史
』（
大
阪
工
業
会
、
一
九

１０
六
四
年
）
二
〇
五
～
二
〇
六
頁
。

（

）
酒
井
利
男
「
大
阪
府
市
に
於
け
る
失
業
救
済
事
業
（
上
）」（『
社

１１
会
政
策
時
報
』
第
一
一
八
号
、
一
九
三
〇
年
七
月
）
二
〇
頁
。

（

）
同
論
文
、
二
〇
～
二
一
頁
。

１２
（

）
同
論
文
、
二
二
頁
。

１３
（

）
大
阪
市
社
会
部
の
失
業
者
推
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
同
論
文
二

１４
九
～
三
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）
小
山
仁
示
・
芝
村
篤
樹
『
大
阪
府
の
百
年
』（
山
川
出
版
社
、
一

１５
九
九
一
年
）
一
五
一
頁
参
照
。

（

）
前
掲
『
大
阪
工
業
会
五
十
年
史
』
二
四
四
頁
。

１６
（

）
同
書
、
二
四
五
頁
。

１７
（

）
「
昭
和
四
年
中
に
於
け
る
社
会
運
動
の
状
況
」（『
状
況
』
１
昭

１８
和
二
～
四
年
）
一
一
九
六
頁
参
照
。

（

）
朝
鮮
小
作
制
度
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
社
会
部

１９
調
査
課
編
『
朝
鮮
人
労
働
者
問
題
』（『
労
働
調
査
報
告
』
第
二
八

輯
、
弘
文
堂
、
一
九
二
四
年
）
に
お
い
て
も
取
り
あ
げ
、
小
作
制

度
が
朝
鮮
人
の
故
郷
を
捨
て
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
（
同

書
、
四
三
～
六
四
頁
参
照
）。

（

）
同
書
、
七
六
頁
。

２０
（

）
同
書
、
七
頁
。

２１
（

）
一
九
一
九
年
四
月
の
朝
鮮
総
督
府
警
務
総
監
部
令
第
三
号
第
二

２２
条
。

（

）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
杉
原
達
「
在
阪
朝
鮮
人
の
渡
航
過
程
─

２３
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朝
鮮
・
済
州
島
と
の
関
連
で
─
」（
杉
原
薫
・
玉
井
金
五
編
『
大

正
／
大
阪
／
ス
ラ
ム
─
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
近
代
史
─
』
新
評
論
、

一
九
八
六
年
）
が
詳
し
い
。

（

）
三
木
正
一
「
在
阪
朝
鮮
人
に
つ
い
て
」（『
大
大
阪
』
第
五
巻
第

２４
四
号
、
一
九
二
九
年
四
月
）
三
九
～
四
〇
頁
参
照
。

（

）
岩
村
登
志
夫
『
在
日
朝
鮮
人
と
日
本
労
働
者
階
級
』（
校
倉
書

２５
房
、
一
九
七
二
年
）
一
六
三
頁
。

（

・

）
同
書
、
一
五
八
頁
。

２６

２７

（

）
前
掲
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
第
四
巻
、
九
五
七
頁
。

２８
（

）
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
一
九
二
八
年
一
月
一
一
日
付
参
照
。

２９
（

）
『
岸
和
田
市
史
』
第
四
巻
（
岸
和
田
市
、
二
〇
〇
五
年
）
四
六
六

３０
頁
。

（

）
岩
村
前
掲
書
、
一
九
八
頁
。

３１
（

）
同
書
、
一
六
一
頁
。

３２
（

）
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
編
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
五
巻
史
料
編

３３
近
代
２
（
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）
一
二
八
～

一
三
〇
頁
参
照
。

（

）
岩
村
前
掲
書
、
七
一
頁
参
照
。

３４
（

）
李
善
洪
は
、『
社
会
運
動
の
状
況
』
に
よ
る
と
、
在
阪
朝
鮮
人
の

３５
中
で
も
っ
と
も
多
い
全
羅
南
道
出
身
者
で
あ
る
が
、
第
二
〇
回
総

選
挙
に
立
候
補
し
た
と
き
四
九
歳
（
た
だ
し
、
前
年
の
総
選
挙
の

と
き
四
二
歳
と
し
て
い
る
）
で
あ
る
か
ら
、
若
い
こ
ろ
か
ら
活
動

し
て
い
た
。

（

）
岩
村
前
掲
書
、
一
一
三
頁
参
照
。

３６
（

）
同
書
、
一
一
九
頁
参
照
。

３７

（

）
吉
浦
大
蔵
『
朝
鮮
人
の
共
産
主
義
運
動
』（『
思
想
研
究
資
料
』

３８
特
輯
第
七
一
号
、
一
九
四
〇
年
）
九
四
～
九
五
頁
（
第
六
表
）
参

照
。

（

）
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
編
集
委
員
会
編
『
大
阪
社
会
労
働
運
動

３９
史
』
第
二
巻
（
大
阪
社
会
運
動
協
会
、
一
九
八
九
年
）
一
三
六
八

～
一
三
六
九
頁
参
照
。

（

）
吉
浦
前
掲
書
、
八
五
頁
。

４０
（

）
同
書
、
八
五
～
八
六
頁
。

４１
（

）
同
書
、
八
七
頁
お
よ
び
九
四
頁
参
照
。

４２
（

）
岩
村
前
掲
書
、
一
九
二
頁
。

４３
（

）
吉
浦
前
掲
書
、
一
〇
九
～
一
一
〇
頁
参
照
。

４４
（

）
同
書
、
一
一
六
～
一
一
七
頁
。

４５
（

）
こ
れ
ら
の
争
議
に
つ
い
て
は
、
岩
村
前
掲
書
、
一
七
五
～
一
七

４６
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）
岸
和
田
紡
績
会
社
堺
分
工
場
の
労
働
争
議
を
中
心
と
し
た
も
の

４７
で
は
な
い
が
、
岸
和
田
紡
績
と
朝
鮮
人
労
働
者
の
問
題
に
つ
い
て

考
察
し
た
も
の
に
、
松
下
松
次
「
近
代
紡
績
業
と
朝
鮮
人
─
岸
和

田
紡
績
会
社
を
中
心
と
し
て
─
」（『
近
代
史
研
究
』
第
一
九
号
、

一
九
七
七
年
一
〇
月
）
が
あ
る
。
ま
た
、
松
下
氏
は
岸
和
田
紡
績

の
争
議
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
松
下
松
次
編
『
資
料
岸
和
田

紡
績
の
争
議
（
一
九
一
九
～
一
九
三
七
）』（
ユ
ニ
ウ
ス
、
一
九
八

〇
年
）、
松
下
松
次
編
『
資
料
岸
和
田
紡
績
の
争
議
（
補
遺
）』（
ユ

ニ
ウ
ス
、
一
九
八
一
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
岩
村
前
掲
書
、
前

掲
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
二
巻
も
、
こ
の
争
議
に
つ
い
て

触
れ
て
い
る
。
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（

）
岩
村
前
掲
書
、
二
〇
一
頁
参
照
。

４８
（

）
吉
浦
前
掲
書
、
一
二
頁
、
前
掲
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第

４９
二
巻
、
一
三
七
二
頁
参
照
。

（

）
杉
原
達
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
定
期
航
路
を
利
用
し
な
い

５０
で
、
渡
航
し
て
き
た
人
も
相
当
い
る
と
思
わ
れ
る
（
杉
原
前
掲
論

文
、
二
一
九
頁
参
照
）。

（

）
渡
航
・
帰
還
朝
鮮
人
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
杉
原
前
掲
論
文
、

５１
二
二
〇
頁
の
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）
同
論
文
、
二
三
九
～
二
四
〇
頁
参
照
。

５２
（

）
同
論
文
、
二
四
一
～
二
四
三
頁
お
よ
び
岩
村
前
掲
書
、
二
三
五

５３
～
二
三
六
頁
参
照
。

（

）
済
州
共
済
会
に
つ
い
て
は
、
表

の
「
済
州
共
済
会
大
阪
支

５４

１１

部
」
お
よ
び
、
杉
原
前
掲
論
文
、
二
二
六
～
二
二
七
頁
を
参
照
さ

れ
た
い
。

（

）
吉
浦
前
掲
書
、
二
八
～
二
九
頁
。

５５
（

）
岩
村
前
掲
書
、
二
三
五
頁
。

５６
（

）
同
書
、
二
三
五
～
二
三
六
頁
。

５７
（

・

）
同
書
、
二
三
六
頁
。

５８

５９

（

）
尾
関
岩
二
「
森
小
路
附
近
」（『
大
大
阪
』
第
八
巻
第
七
号
、
一

６０
九
三
二
年
七
月
）
一
三
四
～
一
三
五
頁
。

（

・

）
大
阪
府
学
務
部
社
会
課
「
在
阪
朝
鮮
人
の
生
活
状
態
」

６１

６２
（
昭
和
九
年
）（
小
沢
有
作
編
『
近
代
民
衆
の
記
録

在
日
朝
鮮

１０

人
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
八
年
）
一
五
九
頁
参
照
。

（

）
同
調
査
、
一
六
二
頁
参
照
。

６３
（

）
同
調
査
、
一
七
〇
頁
参
照
。

６４

（

）
同
調
査
、
一
七
七
頁
。

６５
（

）
同
調
査
、
一
七
七
～
一
八
六
頁
参
照
。

６６
（

）
同
調
査
、
一
八
七
頁
参
照
。

６７
（

・

）
同
調
査
、
一
八
八
頁
参
照
。

６８

６９

（

）
同
調
査
、
一
九
〇
～
一
九
一
頁
参
照
。

７０
（

）
同
調
査
、
二
〇
四
～
二
〇
七
頁
参
照
。

７１
（

）
同
調
査
、
二
五
五
～
二
六
四
頁
参
照
。

７２
（

）
大
阪
の
部
落
史
委
員
会
編
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
六
巻
史
料
編

７３
近
代
３
（
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）
一
五
八
～

一
五
九
頁
。

（

・

）
同
書
、
一
五
九
頁
。

７４

７５

（

）
同
書
、
一
五
九
～
一
六
〇
頁
。

７６
（

・

）
同
書
、
一
六
〇
頁
。

７７

７８

（

）
同
書
、
一
六
一
頁
。

７９
（

）
少
し
時
期
は
ず
れ
る
が
、
大
阪
市
社
会
部
庶
務
課
『
本
市
に
於

８０
け
る
密
住
地
区
調
査
』（『
社
会
部
報
告
』
第
二
四
六
号
、
一
九
三

九
年
）
に
よ
れ
ば
、
西
浜
栄
町
地
区
や
三
開
地
区
な
ど
に
居
住
す

る
朝
鮮
人
の
中
に
「
履
物
工
皮
革
工
」
の
者
が
い
る
（
前
掲
『
大

阪
の
部
落
史
』
第
六
巻
、
一
四
一
～
一
四
二
頁
参
照
）。

（

）
朝
治
武
『
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
全
国
水
平
社
』（
部
落
解

８１
放
・
人
権
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）
六
二
頁
参
照
。

（

・

）
前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
六
巻
、
一
三
〇
頁
。

８２

８３

（

）
同
書
、
一
三
一
頁
。

８４
（

）
同
書
、
一
三
一
頁
参
照
。

８５
（

）
同
書
、
一
三
一
～
一
三
二
頁
。

８６
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（

）
同
書
、
一
三
二
頁
。

８７
（

）
朝
治
前
掲
書
、
六
三
頁
。

８８
（

）
前
掲
『
大
阪
の
部
落
史
』
第
六
巻
、
一
二
八
～
一
二
九
頁
参
照
。

８９
（

）
三
原
容
子
「
水
平
社
創
立
後
の
仕
事
と
生
活
」（「
大
阪
の
部
落

９０
史
」
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
大
阪
の
部
落
史
』
下
巻
─「
大
阪
の
部

落
史
」
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
六
年
）
一
七
九
頁
。

（

）
『
状
況
』
５
昭
和
八
年
、
一
四
一
三
～
一
四
一
四
頁
。

９１
（

）
同
書
、
一
四
一
四
頁
。

９２
（

）
同
書
、
一
四
一
四
～
一
四
一
五
頁
。

９３
（

）
同
書
、
一
四
一
五
～
一
四
一
六
頁
参
照
。

９４
（

）
同
書
、
一
四
一
六
頁
。

９５
（

）
吉
浦
前
掲
書
、
一
一
〇
頁
参
照
。

９６
（

）
ま
た
、
同
年
末
現
在
の
「
要
警
戒
朝
鮮
人
主
義
系
統
別
調
」
に

９７
よ
れ
ば
、
大
阪
府
は
「
要
視
察
朝
鮮
人
」
一
四
五
人
、「
要
注
意
朝

鮮
人
」
二
二
三
人
、「
容
疑
朝
鮮
人
」
五
六
五
人
、
計
九
三
三
人
で

あ
る
。
こ
れ
を
主
義
系
統
別
に
み
る
と
、
共
産
主
義
五
四
九
人
、

無
政
府
主
義
九
人
、
民
族
主
義
三
一
七
人
、
そ
の
他
五
八
人
で
、

共
産
主
義
の
者
が
圧
倒
的
に
多
い
（『
状
況
』
５
昭
和
八
年
、
一

六
一
四
頁
参
照
）。

（

）
『
状
況
』
４
昭
和
七
年
、
一
五
四
四
頁
。

９８
（

）
同
書
、
一
五
二
九
～
一
五
三
〇
頁
参
照
。

９９
（

）
『
状
況
』
５
昭
和
八
年
、
一
六
二
三
頁
参
照
。

１００
（

）
前
掲
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第
二
巻
、
一
五
三
四
頁
。

１０１
（

）
吉
浦
前
掲
書
、
一
七
〇
頁
。

１０２
（

）
同
書
、
一
七
〇
頁
お
よ
び
前
掲
『
大
阪
社
会
労
働
運
動
史
』
第

１０３

二
巻
、
一
七
八
五
頁
参
照
。

（

）
岩
村
前
掲
書
、
二
三
五
頁
。

１０４
（

）
『
状
況
』
６
昭
和
九
年
、
一
三
五
〇
頁
。

１０５
（

）
亀
掛
川
浩
『
地
方
制
度
小
史
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
二
年
）
一

１０６
六
二
頁
。

（

）
前
掲
『
岸
和
田
市
史
』
第
四
巻
、
三
七
七
～
三
八
三
頁
参
照
。

１０７
（

）
同
書
、
三
八
三
頁
。

１０８
（

）
『
堺
市
史
』
続
編
第
二
巻
（
堺
市
役
所
、
一
九
七
一
年
）
二
五
七

１０９
頁
参
照
。

（

）
同
書
、
四
九
〇
頁
お
よ
び
『
状
況
』
９
昭
和
一
二
年
、
一
一
〇

１１０
一
頁
参
照
。

（

）
前
掲
『
堺
市
史
』
続
編
第
二
巻
で
は
、
三
六
四
票
で
あ
る
（
同

１１１
書
、
七
五
八
頁
参
照
）。

（

）
『
状
況
』
９
昭
和
一
二
年
、
一
一
〇
一
頁
お
よ
び
一
一
〇
六
～

１１２
一
一
〇
七
頁
参
照
。

（

）
大
阪
府
会
史
編
纂
委
員
会
編
『
大
阪
府
会
史
』
第
四
編
上
巻

１１３
（
大
阪
府
会
事
務
局
、
一
九
五
七
年
）
一
六
六
一
頁
お
よ
び
一
六

六
四
頁
参
照
。

（

）
岩
村
前
掲
書
、
二
五
五
頁
参
照
。

１１４
（

）
同
書
、
二
六
五
～
二
六
六
頁
。

１１５
（

）
『
状
況
』
９
昭
和
一
二
年
、
一
一
〇
五
～
一
一
〇
六
頁
参
照
。

１１６
（

）
同
書
、
一
一
〇
四
頁
お
よ
び
一
一
〇
六
頁
参
照
。

１１７
（

）
『
状
況
』
６
昭
和
九
年
、
一
五
七
九
頁
。

１１８
（

）
同
書
、
一
五
八
〇
頁
。

１１９
（

）
前
掲
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記
録
─
大
阪
編
』
二
〇
一
頁
。

１２０
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（

）
同
書
、
二
〇
二
頁
。

１２１
（

）
『
状
況
』
６
昭
和
九
年
、
一
五
七
七
頁
参
照
。

１２２
（

）
『
状
況
』
９
昭
和
一
二
年
、
一
一
一
五
頁
。

１２３
（

）
同
書
、
一
一
一
五
～
一
一
一
六
頁
。

１２４
（

）
武
田
行
雄
「
協
和
事
業
と
は
何
ん
な
も
の
か
」（
昭
和
一
五
年
）

１２５
（
小
沢
編
前
掲
書
）
三
四
三
～
三
四
四
頁
参
照
。

（

）
『
状
況
』

昭
和
一
四
年
、
一
〇
一
五
頁
参
照
。

１２６

１１

（

）
同
書
、
九
七
五
頁
。

１２７
（

）
在
阪
朝
鮮
人
の
朝
鮮
独
立
運
動
に
つ
い
て
は
、
取
り
あ
え
ず
、

１２８
前
掲
『
朝
鮮
人
強
制
連
行
調
査
の
記
録
─
大
阪
編
』
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
大
阪
在
日
朝
鮮
人
史
年
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
七
月
一
九
日
に
開
催
さ
れ
た
大
阪
経

済
大
学
日
本
経
済
史
研
究
所
主
催
「
黒
正
塾

第
一
〇
回
寺
子
屋
」

に
お
い
て
報
告
し
た
も
の
に
若
干
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
引
用
し
た
史
料
お
よ
び
表
の
中
に
は
「
鮮
人
」
な
ど
と
の

差
別
的
表
現
も
あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
。
当
時
の
日
本
人
の

差
別
的
意
識
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
批
判
的
に
読
み
取
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

本
稿
が
成
る
に
あ
た
り
、
岩
村
登
志
夫
氏
や
吉
浦
大
蔵
氏
ら
先
学

の
研
究
に
負
う
と
こ
ろ
大
き
く
、
本
文
中
の
各
所
で
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
竹
田
芳
則
・
崎
谷
裕
樹
両
氏
に
は
史
料
の
面
で

ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
御
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

（
き
た
ざ
き

と
よ
じ
・
大
阪
経
済
大
学
元
学
長
）


